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はじめにはじめにはじめにはじめに    
 

 現在、我が国には６５歳以上の高齢者が約２８１９万人おり、実に人口比率で２２.１％と

なっております。一段と高齢化が進み、４.５人に１人が６５歳以上と言う状況であります。

数年のうちには団塊の世代が高齢者の仲間入りする等、高齢化はますます進み、少子化と相

俟って２０５５年には６５歳以上の高齢者が４１％を占めることになると予測されておりま

す。ほぼ二人に一人が高齢者という時代がやってくるということになります。 

 

 こうした高齢社会にあって、旧通商産業省はかつて長寿社会対策及び情報化施策である「メ

ロウ・ソサエティ構想」を提唱し、高齢者が情報技術（ＩＴ）を活用して、いつまでも生き

生きとした生活を送るとともに社会のために活躍できる『高齢者自立型・参加型情報化社会』

の実現を目指して参りました。 

 当協会は、かかる「メロウ・ソサエティ構想」を実現するため、その中心的な立場で長年

にわたって様々な事業に取り組んで参りましたが、この「シニアネットフォーラム２１」も

「シニア情報生活アドバイザー養成事業」等と共に、まさに同構想実現のための主な事業の

一つということであります。 

 かつて団塊の世代がそうであったように高齢者が人口の面でメジャーとなる時代、まさに

高齢者のパワーが社会を変えていくと言っても過言ではありません。「活老なくして繁栄な

し」と言われております通り、高齢者の社会での活躍が益々重要となって参ります。 

 

 そうした中、好きなＩＴを生かして充実したシニアライフを送りたい、そして少しでも社

会のお役に立ちたいとする高齢者同士が集う「シニアネット」が各地にあって、仲間ととも

にＩＴを勉強し合ったり、高齢者はじめ地域の方々へのＩＴ講習を行ったりと、地域に根差

したさまざまな社会参加活動を活発に展開しております。 

 シニアネットは、まさに高齢者の生きがいづくりや仲間づくりに大きな役割を果たし、シ

ニアライフを豊かで楽しいものにしております。更に、こうした活動を通して自治体等と協

働（コラボレーション）し、地域の情報化促進や街づくり、地域振興等に重要な役割も果た

しております。シニアネットが、高齢者にとっては勿論、自治体等にとっても極めて意義深

い組織であると言っても過言ではありません。 

 

 当協会はこうした「シニアネット」の諸地域での大きな実績や成果を具に見るにつけ、か

かる「シニアネット」こそ、「メロウ・ソサエティ構想」実現に、そして高齢社会の牽引にな

くてはならない重要な団体であると強く確信し、「シニアネット」が全国津々浦々にあって生

き生きと活躍している姿を創出していくことが急務と考え、その普及・拡充に注力しており

ます。 

 そこでこの度は、当協会は経済産業省や財団法人ＪＫＡのご指導、ご支援を得て「シニア

ネット構築研究会」事業として「シニアネットフォーラム２１in関西」を実施いたしました。 

 関西地方でのシニアネットの普及を図るべく、統一テーマ「シニアネットで、実り豊かな

シニアライフと活力ある高齢社会を！」のもとに、基調講演、パネルディスカッション、ケ

ーススタディ、交流広場の四本柱の構成とし、高齢者にとって、社会にとってシニアネット

の活動がいかに素晴らしく意義深いものであるか、初めての方々にも十分ご理解いただける
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よう、具体的かつ啓蒙的なものといたしました。 

 

 定員を上回る多くの関係者の方々のご参加を得、熱心な議論と深い交流がなされるなど、

お陰様で大変有意義なものとすることが出来たものと思っております。 

 大阪府や大阪市をはじめご参加、ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。 

 今後、この事業の成果が広く活用され、シニアネットの新規誕生やシニアネットの活動の

一層の飛躍に貢献できることを願っております。そして、かかる活動を通して地域の振興に

貢献できれば幸いであります。 

 

平成２１年２月 

                          財団法人ニューメディア開発協会 
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１１１１．．．．開催開催開催開催のののの主旨主旨主旨主旨    
 

現在、６５歳以上の高齢者が約２８１９万人、人口比率で２２．１％となっており、実に４．５人に

１人が高齢者である。日本の総人口は既に減少に転じている中、団塊の世代の第１陣が定年を迎え、い

よいよ高齢者の仲間入りを間近に控えているなど、高齢化はますます進み、早晩２人に１人が６５歳以

上という時代がやってくると予測されている。 

 高齢者が数の上でメジャーとなる時代、まさに高齢者のパワーが社会を変えていく時代になる、と言

っても過言ではない。「活老なくして繁栄なし」と言われている通り、今後、高齢者の社会での活躍が

ますます重要になってくる。 

そうした中、好きなＩＴを生かして充実したシニアライフを送りたい、そして少しでも社会のお役に

立ちたいとする高齢者同士が集う「シニアネット」が各地にあって、仲間とともにＩＴを勉強し合った

り、地域の高齢者の方々へのＩＴ講習を行ったりと、地域に根差したさまざまな活動が活発に展開され

ている。 

シニアネットは、まさに高齢者の生きがいづくりや仲間づくりに大きな役割を果たしており、高齢者

が培ってきた知識・技術・経験等を活かして社会参加を果たし、シニアライフを豊かで楽しいものにし

ている。そうしたなかにあって、地域の自治体等と協働（コラボレーション）し、地域の情報化促進や

街づくり、地域振興等に重要な役割も果たしてきている。 このようにシニアネットは、高齢者にとっ

ては勿論、自治体・企業の方にとっても極めて意義深い組織であると言える。   

旧通商産業省が提唱された「メロウ・ソサエティ構想」の実現を目指している財団法人ニューメディ

ア開発協会としては、こうしたシニアネットの活動こそ、かかる構想の実現に重要と認識し、シニアネ

ットを強力なパートナーと位置づけ、連携を強化してきた。こうした経緯から、当協会はシニアネット

が全国津々浦々に数多くあって、高齢者が生き生きと活躍している、そうした姿を創出していくことが

急務と考えている。 

その為、これまで経済産業省や日本自転車振興会、シニアネット諸団体等のご協力を得て、シニアネ

ット普及・拡充を図るべく、全国的に「シニアネットフォーラム２１」を開催してきた。 

そこで、この度「シニアネットフォーラム２１in 関西」を開催し、全国のシニアネットが一堂に会

し、お互いの意見交流・人的交流を行う中で、特に関西地方でのシニアネットの更なる普及・拡充を図

ることとした。 

 既にシニアネットに加わって活動されている方々は勿論、「シニアネットに参加したい…」「何

か地域で活動してみたい…」とお考えの高齢者や団塊世代の方、そして「高齢者と協働して施策

や事業に取り組みたいが…」とお考えの自治体や企業の方など、幅広い分野の方々にご参加頂き、

熱い議論と深い交流を通して、それぞれ今後の活動につなげて頂ければと願っている。 

 このフォーラムをきっかけに、シニアネットの普及・拡充が一層進み、高齢者の充実したシニアライ

フや豊かな高齢社会の構築を加速していきたい。 
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会場内看板 
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２２２２．．．．実施要綱実施要綱実施要綱実施要綱    
    

（１）日時 
平成２０年１１月６日（木）１０：３０～１８：１５（懇親会１８：３０～２０：００） 

（２）会場 大阪産業創造館 〒５４１－００５３大阪市中央区本町１－４－５ 
（３）主催 財団法人ニューメディア開発協会 
（４）後援 経済産業省 
      大阪府 
      大阪市 
（５）協力 NPO 法人おおさかシニアネット 

     株式会社ジャストシステム 
     トレンドマイクロ株式会社 

      ニフティ株式会社 
     マイクロソフト株式会社                     （五十音順） 

（６）定員 約１５０人 
（７）参加費 無料 
（８）参加対象  
・シニアネットへの参加や新規設立等シニアネットに関心のある方 
・シニアネットのメンバーの方 
・団塊の世代の方 
・シニア情報生活アドバイザーの方 
・自治体で高齢者問題やコミュニティビジネス、NPO 活動推進をご担当の方 
・企業で社会貢献、シニアマーケティング、バリアフリー等シニア向け商品・サービスの企画

開発や販売に携わっておられる方 
・コミュニティビジネスや NPO 活動に取り組んでおられる方   
・その他 
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３３３３．．．．プログラムプログラムプログラムプログラム構成構成構成構成ののののポイントポイントポイントポイント    
 
開催の趣旨に即し「シニアネットで、実り豊なシニアライフと活力ある高齢社会を！」という

キャッチフレーズのもとに、これからのシニアのあり方を根源的に考え、シニアネットのより良

い活動に資するものとした。 
そのため、プログラムを「基調講演」、「パネルディスカッション」、「ケーススタディ」、「シニ

アネット交流広場」の四本柱で構成し、学びかつ発信する全員参加型を目指した。 
（（（（１１１１））））基調講演基調講演基調講演基調講演    
我が国の高齢化は急速に進み、早晩３人に１人が６５歳以上になる時代がやってくる。シニア

が数の上でもメジャーとなる時代、まさにシニアがこれからの社会を変えていく、と言っても過

言ではない。「活老なくして繁栄なし」と言われている通り、高齢者の社会での活躍が益々重要と

なってくる。 

そうした中、多くのシニアは「シニアネット」「ＮＰＯ」等に集い、元気に、楽しみながら、Ｉ

Ｔ講習などをはじめボランティア活動に邁進し、豊かで充実したシニアライフを目指している。

まさに、自ら自立し、社会を支える側に立とうと意欲的な活動をしており、シニアネットはシニ

アの生きがいづくり、地域の振興にと重要な役割を果たしてきている。今後、ますます多くのシ

ニアがこうした活動に加わることが求められている。 

 そこで、ＮＰＯの活動に造詣の深い学識経験者より、未だ経験したことのない少子高齢社会

を何らかの形で「支える」ことが求められている高齢者が、自らのシニアライフを実り豊かなも

のとして切り開いていく「新しい生き方」について語っていただくことにした。 

 
（（（（２２２２））））パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション    
少子高齢社会にあっては、シニアが主役となって地域社会を盛り立てて行くことが重要となっ

てくる。その中にあって、多くの意欲あるシニアが結集している「シニアネット」こそ、こうし

た社会の牽引力になることが期待されている。 

そのため、全国津々浦々にシニアネットがあって、多くのシニアが元気に活動する中、自らの

シニアライフを楽しく豊かなものにするとともに地域社会を元気にしている、そういった姿を作

り出していくことが急務である。 

そこで、全国の著名なシニアネットの代表者や行政関係者にご登場いただき、シニアネットを

立ち上げた動機・想い、設立に至る経緯や現況、そしてこれからの展望等を熱く語っていただき、

シニアネットとシニアの関わり方やシニアネットの進むべき方向等について全員参加で議論し、

これからの新しいシニアネットのあるべき姿を探っていくこととした。 

 
（（（（３３３３））））ケーススタディケーススタディケーススタディケーススタディ    
シニアネットはそこに集うシニアの設立の趣旨、目的等からＩＴを基軸におきながらも様々な

形で活動を展開し、自己実現を果たすとともに地域の発展に大きく貢献している。まさにシニア

ネットが地域を支えているといっても過言ではない。 

そこで、『シニアネットが、地域を支える』を統一テーマとして、シニアネットのいくつかの活

動について豊富な事例を交えて詳しく語って頂くとともに、全員参加型で意見交流を行い、今後

の活動に生かすことを目的とした。 

 



 8

テーマテーマテーマテーマ１１１１：：：：シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットははははシニアシニアシニアシニアとととと地域地域地域地域のののの情報化情報化情報化情報化をををを支支支支えていますえていますえていますえています    

シニアネットは、その本業とも言える「ＩＴ講習」をベースに地域社会の情報化、とりわけシ

ニアの情報リテラシー向上を促進し、社会に活力をもたらしている。シニアネットならではのき

め細かな教え方や仲間同士で楽しく、気楽に学び合える雰囲気がシニアに喜ばれ、大きな実績を

あげている。自治体との協働も進み、地域ＩＴリーダーとして地域への貢献も大きなものがある。

地域のシニアのＩＴに対する意識を変えながら活動を進めているシニアネットは、ＩＴ普及に今

や必要不可欠な存在と言っても過言ではない。しかしながら、こうした活動もあってシニアのＩ

Ｔ人口は年々増加しているものの、未だシニアの十数パーセントと言われ、残念ながらまだまだ

少ないと言わざるを得ない。 

そこで、沖縄市を核にその周辺地域や那覇市等で広くシニア向けのＩＴ講習を行い、毎年千人規

模のシニアに教え、高い実績を挙げている「沖縄ハイサイネット」の事例をもとに、シニアネッ

ト共通の活動であるシニアへのＩＴ普及活動について、シニアのＩＴ普及を一層加速させるため

にどうすればいいか、どのような方法がより効果的か、参加者全員で今後の方策について考えて

いくこととした。 

 

テーマテーマテーマテーマ２２２２：：：：シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットはははは歴史文化歴史文化歴史文化歴史文化をををを次代次代次代次代にににに継承継承継承継承しししし地域振興地域振興地域振興地域振興にににに貢献貢献貢献貢献していますしていますしていますしています    

 今、昭和の時代が人気を呼び、地球規模では世界遺産の動きが注目を浴びている。様々な貴重

な遺産を次代に残すことの重要さに皆が気がついた。シニアには郷土の歴史や文化、自然等に通

じている人が多く、そうした財産を守り、次代に引き継ぎ、地域の振興につなげることは明るい

未来の礎をつくるシニアの重要な役割であり、シニアネットの大事な活動の一つと言える。 

 そこで、「メロウ倶楽部」の『メロウ伝承館』は、後世への文化伝承を目的としたシニアのため

のコミュニティサイトであると内外で高く評価されているが、こうした活動事例を通して具体的

な取り組み方について議論を深め、今後の活動の指針を探ることとした。 

注．『メロウ伝承館』は WSA-JAPAN2005 における『e-Culture』の部で最優秀賞を受賞。WSA-JAPAN2005

は、デジタル格差の是正を狙って活動している国際連合の組織「国際連合情報社会世界サミット

（WSIS）」が行う世界規模のインターネットサイト・コンテスト「世界情報社会サミット大賞（WSA）」

の日本代表選考会。 

 

テーマテーマテーマテーマ３３３３：：：：シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットははははコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスでででで、、、、シニアシニアシニアシニアにににに、、、、地域地域地域地域にににに活力活力活力活力をををを与与与与えていますえていますえていますえています    

 長年に亘って培ってこられたれ知識、ノウハウ等を生かして社会に貢献したい、できるかぎり

生涯現役でいたいとするシニアは大勢いるが、そうした中、コミュニティビジネスを主な活動と

する「事業型」のシニアネットが増えつつある。まさに「人材の宝庫」であるシニアネットだか

らこそできる活動である。 

 そこで、「事業型」シニアネットとして全国的に著名な「ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・

三鷹」の活動事例を通して、これから、コミュニティビジネスを新たに起こすにはどうしたらい

いか、また今の活動をより一層飛躍させるにはどうしたらいいか、具体的な取り組み方について

提言していただくことにした。コミュニティビジネスを目指すシニアネット・ＮＰＯの方々の参

加を特に期待することとした。 
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（（（（４４４４））））シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット交流広場交流広場交流広場交流広場    
全国各地で活躍しているシニアネットの活動状況を展示しあい、参加者同士フェース・ツー・フ

ェースで意見交換し相互交流を深めていただく場とした。また、協力企業のお役立ちコーナーも

設けた。これまで多くの参加者から大変ご好評を頂いており、各シニアネットの今後の活動に必

ずお役に立つものと期待している。また、自治体や企業関係者には理解を深める場とすることと

した。
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プログラムプログラムプログラムプログラム    １１１１１１１１月月月月６６６６日日日日（（（（木木木木））））     

10：00 ～ 10：30 受   付 

10：30 

～ 

10：50 

開会 

オープニング 

セッション  

・主催者挨拶 

  岡部 武尚（財団法人ニューメディア開発協会 理事長） 

・来賓挨拶 

  平工 奉文氏（近畿経済産業局長） 

  橋下 徹氏（大阪府知事） 

  平松 邦夫氏（大阪市長） 

10：50 

～ 

12：00 

基調講演 

「シニアネット・NPO 活動のすすめ 

～高齢社会におけるシニアの新しい生き方～」 

 山内 直人氏（大阪大学大学院国際公共政策研究科 教授） 

12：00 ～ 

13：00 

シニアネット交流広場 

休憩（昼食） 

シニアネットの成果展示による相互交流の場 

 

13：00 

～ 

15：30 

パネルディスカッション 

「シニアネットは、シニアの生き方をアクティブにし、 

地域に活力を与える」 

・コーディネーター 

 三木 健二氏（景観ボランティア明日香会長 元読売新聞論説委員） 

・パネリスト（五十音順） 

 井上 文雄氏（仙台シニアネットクラブ 代表） 

 塩見 信雄氏（ＮＰＯ法人シニアネットひろしま 理事長） 

 堀池 喜一郎氏（ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹顧問） 

 箕田 幹氏（財団法人大阪市都市工学情報センター 理事長） 

 三和 清明氏（ＮＰＯ法人寝屋川あいの会 理事長） 

 

 

 

15：30 

～ 

18：00 

 

 

 

 

ケーススタディ 

『シニアネットが地域を支える』 

テーマ１：「シニアネットはシニアと地域の情報化を支えています」 

 課題提供者 砂川 正男氏（ＮＰＯ法人沖縄ハイサイネット会長） 

テーマ２：「シニアネットは歴史文化を次代に継承し 

                        地域振興に貢献しています」 

 課題提供者 布上 太三氏（メロウ倶楽部） 

テーマ３：「シニアネットはコミュニティビジネスで、 

              シニアに、地域に活力を与えています」 

 課題提供者 山根 明氏（ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 

運営ワーキンググループリーダー）

18：00 ～ 

18：15 

クロージングセッション 

閉会 

 総括 中西 建策氏（ＮＰＯ法人おおさかシニアネット 副理事長） 

 

18：30 ～ 懇親会  
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４４４４．．．．実施状況実施状況実施状況実施状況        
    
（１）参加者状況 
 約１７０名もの参加があり、定員を大きく上回る結果となり、盛況裡に終えることが出来た。

参加者の熱心かつ活発な意見交換や質疑応答がなされるなど、大変有意義なものとすることがで

きた。 
年齢構成は例年同様６１歳～７０歳が４８％と主力を占めた。次いで、６０歳以下の方が２５％

を占め、特に、５６歳～６０歳が２０％であったのは、定年後の活動としてシニアネットに対す

る関心が高いことを示しているものと言える。また、今回、自治体関係者の参加が約３．４％と、

かなり低い結果になった。シニアネットと自治体との協働を呼びかけてきている中、大きな課題

ではある。 
なお、男女比率は男性６７％、女性３３％となっていて、女性の参加も過去最高となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）プログラムの実施概要 
今回は、基調講演、パネルディスカッション、ケーススタディ、シニアネット交流広場の四本

柱で行った。関西地方での現状を考慮し、シニアネットの本質について理解を深め、シニアネッ

トへの参加を促すよう、その重要性や活動状況等を具体的な事例を踏まえて分かり易く伝える啓

蒙的な内容とし、関西地方でのシニアネットの一層の普及と更なる飛躍を図るものとした。各プ

ログラムの内容については、その骨子を別項に記すこととする。 
 
 
 
 

年齢

2.8%

2.8%

19.7%

21.1%

26.8%

16.9%

7.0%

2.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

50以下

51～55

56～60

61～65

66～70

71～75

76～80

80以上

参加者の年齢別比率
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５５５５．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 
①当初計画を上回る多くの参加者を得、大変盛況のうちに終えることが出来た。関西地方におい

ては、大都市圏が多いにもかかわらず、各県とも数団体程度とシニアネットの存在は稀薄である。

それだけに潜在的なニーズは高いと思われ、シニアネットの素晴らしさを関西一円に広く知らし

めることとしたが、予想に違わず多くの参加者により熱の籠もった議論や質疑応答が活発に行わ

れるなど、参加者の積極的な取り組みでより充実したものとすることが出来た。 
 今回は、関西地方での普及を加速するため、とにかくシニアネットへの関心と理解を多くのシ

ニアや行政関係者等に深めていただきたいと考え、啓蒙的な内容とした。その結果、アンケート

では９４％の方から「理解が深まった」という回答を頂いた。多くのシニアがシニアネットの活

動に理解を深められたことで、今後シニアネットへの参加者が増大することを大いに期待してい

る。 
 なお、３％の方から「あまり理解が深まらなかった」とのご指摘を頂いた。その中で、理解で

きなかったということではなく、今まで知っていることと同じだったというご意見等いくつかの

貴重なご意見を頂いた。是非、次回に活かしていきたい。 
 
②アンケート結果に見られるように、参加した動機の中では「シニアネットの活動に生かしたい」

「シニアネットの参加に役立てたい」からと答えた方が７４％であったが、参加された結果、そ

の比率が８５％に伸びた。これは参加する前は「シニアネットというものを詳しく知りたい」と

答えた方が、参加後には「参加したい」という思いに意識が変わったと理解することができる。

また、「シニアネットを設立したい」と答えた方が前後とも０％であったのは、大変残念であった。 
 このフォーラムをきっかけにして、多くの参加者の意識が大きく変ったと見ることが出来、一

定の成果を挙げることが出来たものと思う。シニアネットに関わることを躊躇している方が１

５％ほどあったが、その主な理由も、現在他の何らかのグループに参加しているとか思案中であ

るとか、現役である等といったもので、ある意味、シニアネット予備軍と言うことができるかも

知れない。 
いずれにしても、本フォーラムが起爆剤となって、この地域でのシニアネットの普及や拡充に

つながることを願っている。 
 
③シニアネット交流広場の出展数が過去最大の２０ブースになった。１９ものシニアネットや協

力企業の参画を得て行ったが、内容も多岐に渡り充実していたとの評価を頂いた。「全国のシニア

ネットの活動を実際に見ることが出来、大変参考になった」といった感想を多く頂いた。今後の

活動にお互い大いに生かしていただくことを期待したい。 
 一方で、「時間が短すぎる」とか「参加型を望む」と言った貴重なご意見を頂いた。事務局とし

てもこの点は心がけているところであり、とにかく、シニアネット同士がこの場を生かして相互

に刺激しあい、一層促進されるよう事務局として更なる充実を図っていきたいと考えている。 
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６６６６．．．．プログラムプログラムプログラムプログラムのののの詳細詳細詳細詳細    
 

 
 
 皆様 おはようございます。 

今回のフォーラムは、第１０回目で 

ございます。大阪市で開催させていた 

だきましたところ、このように大勢の 

方々にご出席をいただきまして、まず 

もってお礼を申し上げたいと思います。 

さて今や我国の少子高齢化というも 

のは、世界でも類を見ない高速で最速 

で進展しておりまして、皆様ご承知の 

とおり、６５歳以上の人口が現在 

２８１９万人で全人口の２２．１％ 

を占め４．５人に一人が６５歳以上と 

なっております。ちなみに私も６５歳になりまして、前期高齢者の仲間入りをしたところでござ

います。 

またこの２００７年からは、団塊の世代の方々の第一陣が定年を迎えまして、このシニアの仲

間入りをしております。このような中で、２０３０年には現在の労働人口６６５７万人が、１０

７０万人も減少すると言われております。 

このような状況下にあって高齢者が第一線で働き続けることが必須であります。シニアの活動

なくしては日本の成長は維持できないと考えるのでございます。 

 

このような社会の変化 大きな流れを先取りいたしまして、私ども財団法人ニューメディア開

発協会では平成２年からメロウソサイティ構想を提唱いたしました。高齢者が ITを活用しまして、

いつまでも円熟した活気のある老後を送り、また社会に貢献できるような、高齢者自立参加型の

情報社会をつくるという構想でして、このフォーラムもこの構想の一環でございます。 

現在シニアネットの数は全国で１１５団体ございます。今年度は新たに８団体増えております

が、関西圏におきましては、全体の人口に比べますと「まだまだ少ない」状況でございます。 

このシニアネットの中核をなすシニア情報生活アドバイザーは、今年度は２５０名増えまして

現在２８５０名が、全国津々浦々でコンピュータのトレーニングや研修、ボランティア等で活躍

されております。 

 

■■■■オープニングオープニングオープニングオープニング・・・・セッションセッションセッションセッション    

    

主催者挨拶主催者挨拶主催者挨拶主催者挨拶（（（（要旨要旨要旨要旨））））    

    

岡部岡部岡部岡部    武尚武尚武尚武尚    

（（（（財団法人財団法人財団法人財団法人    ニューメディアニューメディアニューメディアニューメディア開発協会理事長開発協会理事長開発協会理事長開発協会理事長））））    
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このフォーラムにて、ご参加の皆様方の交流を深めていただき、是非とも今日の成果を、日ご

ろの新しい生活や活動の参考にされまして、高齢化時代を豊かに生き抜いていただきたいと思い

ます。 

各セッションにご出席いただく講師の方々、遠路よりご参加いただきました方々に心より感謝

を申し上げます。 

また今日のフォーラムをきっかけとしまして、多くのシニアネットが関西に生まれますよう切

に期待をいたしまして開会の挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

      会場の大阪産業創造館            開催案内の看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   受付風景 

 



 15

 
近畿経済産業局地域経済部 

長の尾沢でございます。 

本来ならば、局長の平工が 

直接ご挨拶を申し上げるとこ 

ろですが、所用のため出席で 

きませんので、私が代わって 

ご挨拶をさせていただきます。 

本日、シニアネットフォー 

ラム２１in 関西が、全国各地 

から多数の皆様にご出席いた 

だき、盛大に開催されました 

ことを、心よりお慶び申し上 

げます。平成１３年から、毎年、全国各地で開催されている本フォーラムが、今回初めて関西で

開催されるということは、大変喜ばしいことだと思っております。先ほど、主催者の岡部理事長

や、この後基調講演をしていただく大阪大学の山内教授と久しぶりにお会いしまして、私も何か

このシニアネットフォーラムと深い因縁を感じたところでございます。 

さて、我が国では高齢化が進んでおり、それに伴って産業構造や企業の体質が変わってきてお

ります。私ども経済産業省といたしましても、少子高齢化を迎えた日本の将来がどうあるべきか

が、非常に重要であると考えております。そこで、キーワードの一つとして重要視しているのが、

経済成長でございます。やはり、国が安定するためには、経済構造の改革とともに、ある程度の

経済成長が期待されないと、その社会にいる方々が幸福になれませんので、そのためにはどうす

るのかが、非常に重要な課題でございます。人口が減っていくのは間違いのないことですが、そ

の状況の中で、よく言われるように生産性の向上を実現できる施策を進めていくことが重要と考

えております。 

先頃閣議決定されました「新経済成長戦略２００８」でも、その点を重視した書き方をしてお

ります。この中で、具体的な対応策として、地域コミュニティの再生とＩＴ利活用による地域活

性化などを挙げておりますが、まさに本日お集まりのシニアの皆様方の活力が重要だと思ってお

ります。その意味で、本日開催されますシニアネットフォーラムは、まさしく時宜を得た活動で

あり、当局といたしましても協力をさせていただきたいと思っております。 

「新経済成長戦略２００８」の施策の一つに、新現役チャレンジプランがございます。これは、

社会貢献の意欲が旺盛なシニアの方々のネットワークを作り、中小企業の発展をご支援いただこ

うというものでございます。それからもう一つは、ソーシャルビジネス・コミュニティビジネス

の分野でございます。海外では随分発達しているといわれておりますが、日本でもいろいろな試

みがされており、経済産業省でも若干なりとも予算的な支援をさせていただいております。この

■■■■オープニングオープニングオープニングオープニング・・・・セッションセッションセッションセッション    

来賓挨拶来賓挨拶来賓挨拶来賓挨拶（（（（要旨要旨要旨要旨））））    

    

近畿経済産業局長近畿経済産業局長近畿経済産業局長近畿経済産業局長    平工平工平工平工    奉文氏奉文氏奉文氏奉文氏    

代読代読代読代読    近畿経済産業局近畿経済産業局近畿経済産業局近畿経済産業局    地域経済部長地域経済部長地域経済部長地域経済部長    尾沢尾沢尾沢尾沢    潤一氏潤一氏潤一氏潤一氏    
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分野でもご協力・ご活用いただければと思っております。 

本日のシニアネットフォーラムは、朝から夕方まで、まる１日の長丁場の会議で、大変かと思

いますが、是非この会議が皆様方の全国規模のネットワーク作りに貢献されることを祈っており

ます。 

最後になりましたが、シニアネットフォーラム２１in関西のご成功を祈念にいたしますととも

に、本日ご列席の皆様方のますますのご健勝・ご発展を祈念いたしまして、私の挨拶とさせてい

ただきます。 
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只今ご紹介をいただきました大阪府で 

介護支援課長をしております平岩でご 

ざいます。 

第１０回目と言われます記念すべき 

シニアネットフォーラムが大阪で開か 

れたことにつきまして大変うれしく思 

います。また本日は大変なご盛会とい 

うことでおめでとうございます。 

本来でございましたら私どもの橋下 

徹大阪府知事がこの場に駆けつけまし 

て、お祝いの言葉を申し上げるところ 

でございますが、それがかないませんので、私が挨拶の代読をさせていただきます。 

本日このように日頃全国でＩＴを駆使して地域貢献活動されているシニアの方々が一同に会さ

れ、シニアネットフォーラム２１in関西が盛大に開催されましたことを心よりお祝い申し上げま

す。 

主催者の財団法人ニューメディア開発協会ではこうしたフォーラムを全国各地で開催されるほ

か地域における情報通信技術の普及の担い手であるシニア情報生活アドバイザーを養成する事業

を実施するなど、NPO 法人おおさかシニアネットとともに、シニア支援だけではなく情報社会の

地域貢献にも積極的に取り組まれており頼もしく思っています。少子高齢化が進む中で元気な大

阪を創り出していくため戦後生まれの団塊の世代を含めたシニアのパワー、とりわけ皆様方のよ

うな地域で活躍されている方々の力に大いに期待をしております。 

大阪府では昨年よりアクティブシニアがあふれる大阪構想に基づき、これから高齢期を迎える

人々も含めたシニアの方々の意欲ある人材の発掘や養成などの事業を展開しております。また９

月からは毎月１５日を、すべてのシニアができることから１歩前に進むきっかけを作る日として、

アクティブシニアの日を定めたところでございます。 

大阪府としましては、企業やＮＰＯとともに力を合わせ、今後もシニアの活力を遺憾なく発揮

できる環境づくりに向け積極的に支援を進めて参ります。 

本日のフォーラムをきっかけとして、シニアの地域活動がさらに進むことを願い、財団法人ニ

ューメディア開発協会をはじめ関係団体の皆様方のご活躍を祈念いたしましてご挨拶とさせてい

ただきます。 

■■■■オープニングオープニングオープニングオープニング・・・・セッションセッションセッションセッション    

来賓挨拶来賓挨拶来賓挨拶来賓挨拶（（（（要旨要旨要旨要旨））））    

    

大阪府知事大阪府知事大阪府知事大阪府知事    橋下橋下橋下橋下    徹氏徹氏徹氏徹氏    

代読代読代読代読    大阪府健康福祉部高齢介護室介護支援課長大阪府健康福祉部高齢介護室介護支援課長大阪府健康福祉部高齢介護室介護支援課長大阪府健康福祉部高齢介護室介護支援課長    平岩平岩平岩平岩    勝氏勝氏勝氏勝氏    



 18

 

皆さんおはようございます。大阪市の 

平松でございます。 

本当に多くの皆様がお集まりの財団法 

人ニューメディア開発協会主催のシニア 

ネットフォーラム２１in関西が、このよ 

うに盛大に開催されておりますことを心 

からお喜び申し上げるとともに、大阪で 

開いていただきましてありがとうござい 

ますという気持ちでございます。 

ニューメディア開発協会は経済産業省 

が推進されますメロウソサエティ構想の実現に力を注いでおられますこのフォーラムはその活動

の強力なパートナーである全国各地にいらっしゃるシニアネットの連携強化を目指して開催され

ていると聞いております。 

私も今月あと数日で還暦を迎え、堂々たるシニアの仲間入りになるなと思っております。 

そんな中で、これから先の人生、６５歳以上の人をどう見るか、単に年取ったというだけでな

く、豊かな人生経験をお持ちだというのとそれプラスもうひとつ、まだまだ開発されていない脳

がたくさんあるのではないかというような気もします、というのは、６階の交流広場で、各地の

シニアネットの活動を見せていただきますと、なかなかすばらしい動きをされております。 

私自身パソコンが好きでいつもインターネットを触っております。高齢になり身体がいうこと

が利かんようになったら、あと残っているのは脳です。脳をどんどん活性化していけば、皆さん、

私も含めてのことですが、開発されていない部分を刺激して、新たなる芸術や新たな文学が生ま

れてくるかもしれない。 

それが大いなる錯覚であると自分で気が付いた時、逆に高齢者の中で、そういった能力をどん

どんどんどん開発した方の素晴らしい芸術に触れる瞬間があるかもしれない。そういう楽しみを

今どんどん感じております。 

日々そういう楽しみが増えつつある最前線に皆様がいらっしゃる。そのように思います。 

ITでそういった刺激を受けながら新しいチャレンジをされていく、それと同時に世代間交流を積

極的にできるツールでもあると私は信じております。 

大阪ではここ産業創造館に、大阪市としてもものすごく力を入れており、市の政策推進ビジョ

ンとして、これからはものづくりの大阪から、売りづくりの力添えをやるで、というふうに言う

ております。 

また、「誰もが元気にいきいきと暮らせる、住んでよかった大阪」を目指してまいりたいと思っ

ております。 

シニアネットフォーラム２１in関西が、みのり多いものになりますことを祈念申し上げ、皆様

のますますのご活躍をお祈り申し上げまして私のご挨拶とさせていただきます。 

■■■■オープニングオープニングオープニングオープニング・・・・セッションセッションセッションセッション    

来賓挨拶来賓挨拶来賓挨拶来賓挨拶（（（（要旨要旨要旨要旨））））    

    

大阪大阪大阪大阪市市市市    市長市長市長市長    平松平松平松平松    邦夫氏邦夫氏邦夫氏邦夫氏    
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 おはようございます。ご紹介いただきました。大阪 

大学の山内でございます。 

シニアネットフォーラム２１in関西でお話をさせて 

いただく機会を与えていただきまして、大変光栄に存 

じます。 

 

私は１９５５年、昭和３０年の生まれでございます。 

ですから今日来られている多くの方々は私から見ると 

大先輩と言う事になるわけです。私は団塊の世代の後、その巨大なパワーの後を追いかけている

世代であります。卒業生活の前半は、官庁勤めをしておりまして、今の内閣府、その当時は経済

企画庁というところで２０代３０代の時期を過ごしました。 

その時に、社会参加というということをとりあげ、これはシニアに限らないですが、国民の社

会参加を促すためにどのような政策を取ったら良いか、ＮＰＯ活動を活発化させるためにどのよ

うな政策とるか、ということやっておりました。３０代の後半に、大阪大学に戻ってきて、その

まま大阪大学で教えているわけです。 

今私が属しております、国際政策研究科と言いますのは大変長い名前でございますが、社会人

大学院の一つでありまして、大学院の学生の中には、私よりも一回りぐらい上の世代の学生が、

リタイアした後、修士号、博士号を取るために、勉強をしているというような大学院です。 

今日は、高齢社会におけるシニアの新しい生き方ということについて、お話したいと思ってお

りましたが、ちょっと題名を変えまして、「成熟市民社会におけるシニアの役割」というお話をさ

せていただきたいと思います。 

 

昨日のアメリカの大統領選挙への投票開票が行わ

れまして、ご存知のようにバラク・オバマさんが第

４４代大統領になったと、今朝の朝刊やテレビでは

このニュースで持ちきりでありました。 

昨日どんなお話をさせていただくかということを

考えておりましたが、大統領選挙の意味というもの

をお話させていただきます。ご存知のようにアメリ

カの大統領選挙の予備選が始まりましたのは、今年

の初め１月だったと思います。アメリカは４年ごと

に大統領選挙がありますので、その４年ごとの大統領選挙の中間の時期に、中間選挙があります。

■■■■基調講演基調講演基調講演基調講演    

「「「「シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット・・・・NPONPONPONPO 活動活動活動活動のすすめのすすめのすすめのすすめ    

～～～～高齢社会高齢社会高齢社会高齢社会におけるにおけるにおけるにおけるシニアシニアシニアシニアのののの新新新新しいしいしいしい生生生生きききき方方方方～～～～」」」」    

    

山内山内山内山内    直人直人直人直人氏氏氏氏    

（（（（大阪大学大学院国際公共政策研究科大阪大学大学院国際公共政策研究科大阪大学大学院国際公共政策研究科大阪大学大学院国際公共政策研究科    教授教授教授教授））））    
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その折に、民主党共和党の候補者が次第にあぶり出されてくるというというような仕組みでござ

います。 

大統領選挙を見ておりますと、どうしてこんなに長い時間をかけて行うのか、またアメリカの

国民はどうしてこんなに大統領選挙に熱狂するのかわからない。私は、アメリカ人の友達にも、

このことについて聞くのですが、その時にいろんな説明があるのですが、本当の意味で分かって

いないのだと思います。アメリカ人は、投票すること政治に参加するということは、アメリカ市

民にとって権利であり義務だということをよく言います。 

日本でも投票は義務だという言葉をよく聞くのですが、アメリカでは選挙の支持者のキャンペ

ーンにボランティアとして参加したり或いは、お金を寄付したり、また候補者になると思われる

人に、自分たちの考える政策をアピールしたり、寄付する。そういう活動全てが、国民の権利だ

という風に考えられている。実際、私の友達でヒラリークリントンを強烈に支持していた彼は、

ヒラリークリントンが劣勢になった後も、かなりの額のお金を寄付しています。クリントンさん

の事務所から、今資金がなくて大変だと、オバマさんに資金力で圧倒されそうだというボランテ

ィアの電話がかかってきてそれに対して、こたえるために、なけなしのお金をみんな寄付するわ

けです。 

ですから、キャンペーン期間中に、ボランティアとして集まる人たちが沢山いますし寄付をす

る人も大変沢山います。それによってアメリカ人は民主主義への参加を、身をもって体験する、

という話をアメリカの友達から聞くことがございました。民主主義とかシチズンシップと言う言

葉、これは、なかなか日本語になりにくい言葉でありますが、市民としてのあり様という意味だ

と思うのですが、こういうことがアメリカの市民の言葉から普通に出てくるわけです。 

日本では、シチズンという言葉を使うと大変書生ポク捉えられてしまう。このような言葉が、普

通に使われているというのがアメリカの社会であります。これが、アメリカ人の政治へのコミッ

トの仕方ではないかと考えております。 

アメリカ人がどういう形で、政治に関わっているか、民主主義を実現しているか、非常に大き

な役割を果たしているのが市民セクター、日本ではＮＰＯと言われておりますがＮＰＯ・ＮＧＯ

が、無数の大きなものから小さなものまで社会に根づいている。何か政治家にやって欲しいこと、

政府にやって欲しいことがあると、ＮＰＯを作りそのＮＰＯを通じて、自分たちが実現したい政

策をアピールしていくことが、日常的に、行われております。今日は、シニアネットフォーラム

ということですので、それに関わるＮＰＯの例をお話したいと思います。 

 

ＡＡＲＰという巨大なＮＰＯが、アメリカにはあ

ります。多分、ご存知の方も多いとは思いますが、

ＡＡＲＰと言う言葉を聞いたことがある方はどのく

らいおられますか。このＡＡＲＰは１９５８年、ち

ょうど 50年前に設立されたＮＰＯです。退職した学

校の先生、校長先生だと思いますが、退職した先生

を訪ねていったら、なんていますか、大変貧しい家

で、身寄りもなく悲惨な生活をしていた。これをな

ぜ政治はほっておくのかという、非常な怒りを感じ、

この団体を設立したと言われております。  
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世界最大のシニア団体です。アメリカの正会員になるには５０才以上というルールがあります。

会員は、３７００万人。アメリカのこの世代の半分近くが、このＡＡＲＰの会員になっておりま

す。ＡＡＲＰの意味はどのような略かというと、全アメリカのリタイアード・パーソン（退職者）

と言う事で日本では、アメリカの退職者協会、ある時に、年齢制限６５才だったのも５５才に下

げ、退職する前の方も会員に加えた、退職者協会と言う名前をやめて、ＡＡＲＰという４つの文

字が正式な名称になったと聞いております。 

大変な巨大な団体で、カトリック協会に次ぐ会員規模であると言われております。年間予算が、

１２億ドル、１０００億円を超えるような規模で、私の在籍する大阪大学の予算規模が、確か９

００億円ぐらいだったと思いますので、一回り大きな予算規模の組織ということになります。１

人当たりの年会費は非常に安く１２．５ドルを、クレジットカードか１２．５ドルと書いた小切

手で毎年送れば会員になることができる。なぜこれだけの会員規模を集めることができたのか。

今風にいうと、大変魅力的なキラーコンテンツを持っている。何かというと、その会員規模をバ

ックにして、保険会社と交渉して普通であればあり得ないような価格で会員向けに保険を販売す

る。或いはパック旅行を旅行会社と提携して、安い会員価格で販売する。年会費の１２．５ドル

というのは、年に１回、そういうサービスを使うと、元がとれてしまう。それが売りになって４

０００万人近い会員規模を持つようになった。つまり規模の利益を遺憾なく享受するような、そ

ういうビジネスモデルをＡＡＲＰは持っているということであります。機関紙は２０００万部以

上で発行、全米の支部に、２０００名以上もフルタイムのスタッフがいます。その他にこのすご

い数の会員がボランティアとして働いている。この団体をなぜ紹介するかというと、この２００

０名のうちに、２００名がロビー部門と書いてありますが、ロビー活動に、アメリカの政治では、

よくロビイストが出てきますが、そのＡＡＲＰで働く数十人のロビイストを支えるサポートの部

門だけで２００人のスタッフがおります。 

ＡＡＲＰは、高齢者、シニアのためのサービスを提供するというのが一番大きなミッションで

すが、それを実現するために、非常な政治力を持っている。アメリカ最強の圧力団体であるとい

われております。アメリカの政治的な力を持っているＮＰＯがもう一つあります。よくマスコミ

に出てくる全米ライフル協会です。全米ライフル協会は、銃の規制に反対するような政治的な活

動を活発に行っております。 

話は脱線しますが、全米ライフル協会のホームページを見ますと、銃が人を殺すのではなく、

人が銃を使うのだ、というようなことがホームページの、トップに書かれております。この団体

並ぶくらいの政治力を持っているのがＡＡＲＰです。 

１９６０年代に二つの大きな制度ができました。

ひとつは雇用における年齢差別禁止法、これは、

ＡＡＲＰが高齢者の雇用差別をなくすために非常

に強い政治的なリーダーシップを発揮するロビー

活動を行い成立させたと言われております。日本

ではまだこのような制度ありませんが、アメリカ

のこの動きを受けて、ヨーロッパのいくつかの国

では、これと同じような年齢差別禁止法を作って

おります。 

もうひとつが１９６５年に成立しましたメディ

ケア法です。アメリカでは日本のように国民介護
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保険等ありませんので、基本的には、自分で民間の保険に入って、病気とかけがに備えるという

のが基本です。メディケアというのは、高齢者向けの保険、メディケリドというのは、貧困者向

けの保険ですけれども、高齢者と貧困者については、制度としてメディケア法が制定されました。

このメディケア法の制定にも、ＡＡＲＰは非常に大きな力を発揮したと言われております。 

今回の大統領選挙でもこのＡＡＲＰは非常に大きな力を発揮しております。アメリカのシニア層

を代表して、オバマさんとマケインさんそれぞれに、あなたが大統領になったら、この制度につ

いてはどうしますかという詳細な公開質問状送って、この回答を、ホームページに公開しており

ます。 

それから、同じくＡＡＲＰのホームページにオバマさんとマケインさんにそれぞれの単独イン

タビューした様子を動画で見ることができます。この動画を見ると、２人の候補者、リップサー

ビスもあると思いますが、両者が、アメリカの高齢者ために、どういうことするか、率直に語っ

ております。 

ＡＡＲＰは、非常に大きな団体で政策提言もするための調査についてもものすごい数の労力を

割いていて、例えばある制度を作る、ある税制を変えるという時に、高齢者にとって、どういう

インパクトがあるが、どう思っているか等、経済学や政治学の専門家が分析をして、こういう政

策提言をするといい、ということを打ち出しております。 

 

日本ではこのようなことのできる機関がないと

思います。例えば、話題になりました後期高齢者

医療制度に対し、いろんな混乱あったわけでござ

いますが、後期高齢者という名称の印象が非常に

よくないのではないか、或いはただでさえ少ない

年金から天引きされるというのは非常に抵抗があ

るとか、どちらかというと、表面的な議論に終始

したのではないかと思います。 

我々、研究者の責任もあると思うのですが、ア

メリカであれば、ＡＡＲＰがリーダーシップをと

って、制度を開始したら、どういうふうなインパクトがあるか、改正したらどのような層どのよ

うな影響があるか等、政策提言を出したのではないかと思います。 

科学的、客観的な政策分析、提言ができるような体制が日本では取られていない。そういう事

のできるＮＰＯが、残念ながら、日本にはまだ存在しないのではというふうに思います。効果の

あるアドボカシーやロビー活動ができていないと思います。 

アドボカシーという言葉か出てきましたが、これもなかなか日本語になりにくい言葉ですが、

多分ネット等調べると、政策提言とっていうふうに出てくると思います。またあとで説明したい

と思いますが、全体として政治家や政党に対するアピールが非常に弱いのが、日本のＮＰＯの特

徴ではないかと思います。 

 

アドボカシーという言葉について少し説明させていただきますと、政策というのは、一見して

どちらが正しいということはなくて、通常は、複数のオプションがあって、消費税重視でいくの

か所得税重視でいくのか、あるいは人工中絶反対するのか賛成するのか、いろんな対決する政策

があると思うのですが、成熟した市民社会では、それぞれの政策をサポートするような活動をＮ
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ＰＯがしていて、アメリカでは、それぞれの対決した意見を支持する団体が、政治家に接触して

支持する意見のロビー活動を行い、政策が実現す

るように働きかけるわけです。そういうことを総

称してアドボカシー活動というに言っています。 

日本でアドボカシー活動しているＮＰＯという

のはそんなに多くないのですが、一つ最近マスコ

ミに出てくる、言論ＮＰＯというのがあります。 

この団体は、ホームページよると、日本が直面

している様々な問題の対案を提案する。政策の評

価、監視する、有権者に判断材料を提供するのが

ミッションであると掲載されております。 

最近よく選挙の時に候補者が、マニフェストと

いうのを制作しておりますが、このマニフェストの評価をするというようなことをこの団体は行

っております。 

言論ＮＰＯというのは、特定の政策を支持するということではなく、客観的な目で政策の善し

悪しを比較する。それによって、有権者が判断の参考にできるような情報を提供する、というの

が役割であります。 

何年か前に、日本と中国の関係が非常に悪かった時に、この言論ＮＰＯは、東京と北京で、中

国と日本の有力な政治家を集めたフォーラムを開催しています。おそらく、政府がリーダーシッ

プをとって、そのような対話の場を設けるというのは、その当時の中国と日本の関係では非常に

困難な時期で、こういうＮＰＯが、そういう場を設定したというので、国とかでも話題になった

団体であります。そういうアドボカシーというのが、アメリカとかヨーロッパの市民社会では、

重要な役割を果たしているのですが、日本の場合には、非常にそのような活動が弱いではないか

ということであります。 

 

日本の市民社会全体にとっても、シニア団体、

シニア向けのサービスを提供する団体だけ団体を

取っても、同じようなことがいえるのではないか

と思います。よく言われるのは組織力が弱いとか、

財政基盤が脆弱だとかということもあるのですが、

それと並んでアドバカシーの力が弱い。政治・行

政へのアプローチ力が非常に弱いと言われており

ます。その裏には、専門性が低い、専門スタッフ

を雇うだけの財源がないというようなことがある

と思います。草の根的な小さな団体が多いという

状況を何とかして脱しないとシニア向けの政策形成について、リーダーシップをとることがなか

なかできないのではないかと危惧をしております。 

 それと並んで、企業の退職者が、十分に組織化されていない。団塊の世代の退職がすでに始ま

っているわけですが、そのあたりの組織化が十分に行われていなくて、非常に小さな規模の団体

が、群雄割拠するような状態にとどまっていると考えています。もうひとつには、現に働いてい

る人向けのサービスや経営側との交渉を一番重要なミッションとしている労働組合が、退職を迎
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えた雇用者、退職したあとの雇用者向けのサービスというのも提供する余地があるのではないか、

と考えています。 

我々から見れば、労働組合もＮＰＯの一種だと思うのですが、そのあたりの意識も非常に弱い

ところがあるのではないかと考えております。 

次に少し見方を変えてシニアの役割についてお

話したいと思うのですが、私が最近、研究してい

るテーマに、ソーシャルキャピタルというのがあ

りまして、ここに書いてあるような三つの要素が

大切だと言われております。 

一つはネットワークです。人と人との繋がり、 

二つ目に互集性の基盤、互集というのは、有体に

いうと、お互いさまということで、冠婚葬祭の時

に隣近所が助けてくれる、また、葬儀等の時には

お隣に協力するというような、相互扶助のシステ

ムだと考えていただければいいと思います。 

三つ目は、信頼です。コミュニティのメンバー同士の信頼関係がどうなっているか。 

この三つぐらいの要素を備えた社会がいろんな経済活動とか、社会的な活動がうまくいくと考え

られています。日本の各地の経済活動を見ても、あるところはコミュニティビジネスが盛んで、

経済再生に成功しているところもあれば、そういうことができていないところがあるし、企業で

も会社の中の情報交換が大変うまくいって高い業績を上げているところがあれば、そうでないと

ころもあります。そのような違い

というのは、いろんな要因がある

のですが、ソーシャルキャピタル

が豊かかどうかによって説明でき

るものもかなりあるのではないか

と、最近いろんな研究者の間では

言われているようになっています。 

もともとこのことを言い出した

のは、アメリカの政治学者で、ロ

バートパットナムという方がソー

シャルキャピタルという概念を一般の人

の間でも広めた。最初は南北格差の大き

な国、イタリアは、なぜ、南が発展せず

に北が発展したのか。北のミラノとか地

域は、政府と住民の交流が非常に活発で

信頼関係もある。南はそうではなく、コ

ネとか、賄賂というものがはびこってい

て、ソーシャルキャピタルの乏しいさが

このパフォーマンスの違いを生み出した、

ということを主張したわけです。  
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同じような論等でアメリカ社会につ 

いてはアメリカのコミュニティが崩壊 

しているのではないか、と彼はいいま 

した。アメリカでは、ごく普通の家庭 

同士がポップコーンをつまんで、コカ 

コーラを飲んだりしながら皆でわいわ 

い交流を深めるという一般的なアメリ 

カ人の交際の仕方であるわけです。彼 

の主張によると、１人で来て靴とボー 

ルを借りて、黙々とボウリングをして 

帰っていく人達のこと言っております。 

これがアメリカのコミュニティの崩壊、 

或いはソーシャルキャピタルの衰退を 

象徴的に、主張しまして、かなり衝撃を与えた一幕であります。 

なぜそういうことが起こっているのか。或いは他の国ではどうなっているのか、という研究が急

速に行われるようになりました。 

 

我々の研究グループでも、日本でも実際にそのようなことが、起こっているのか、調査したこ

とがあります。 

ＮＰＯとＮＧＯの活動の中で、ソーシャルキャピタルがどうなっているのかを中心に、我々は

研究をしております。ボランティア活動とか、地域活動が活発であるところではソーシャルキャ

ピタルが豊かである。ソーシャルキャピタルが豊かであるところは、市民活動やボランティア活

動が活性化しやすい、というような研究結果を出したことがあります。ですから信頼とかネット

ワークとかに代表されるようなソフトなインフラが、コミュニティの重要な触媒的なインフラが、

市民活動とかなり結びついているとわかったわけであります。なかでも自治会とか町内会とか老

人会とか婦人会とか、支援団体の活動をベースにしたような活動は、大都市でも地方でも、だん

だん弱体化していて、それに代わってテーマ別の活動、例えば環境問題だとか、外国人の人権の

問題であるとか、テーマ別に組織されたような団体、ボランティア団体であったりＮＰＯであっ

たり、そういう活動が中心になったソーシャルキャピタルは最近では発達してきている、という

ことが分かってきています。 

ソーシャルキャピタルというものがなんで重要かというと、アメリカでも、ブッシュさんも、

ソーシャルキャピタルの重要性といったものを話しておりますし、その前のクリントンさんも、

ソーシャルキャピタルの重要性を言っております。それは、ソーシャルキャピタルが政府ではで

きないような、或いは政府がやろうとすると、コストがかかるようないいパフォーマンスを生み

出すからであるというふうに言われております。 

 

例えば、犯罪を防止しようとすると、行政が直接的にやる場合、交番の数をふやしたり、パト

カーの巡回の頻度をふやしたり、そういうことでありますが、これには非常にコストがかかるわ

けです。しかし、よく言われるのは、近所つき合いが非常に濃密でよそものが、そのコミュニテ

ィに入ってきたときに、容易にわかるようなコミュニティであれば、それは自然に犯罪防止の効

果を持っているということになります。或いは、私の住んでいるマンションであれば、知らない



 26

人が、エレベーターに乗ってきたときに、挨拶を

するような習慣があります。そのようなことのあ

るマンションと、そうではないマンションでは、

防犯上の役割は、非常に違うと思います。何か犯

罪をしようという目的をもって来た犯罪者が、挨

拶をされると、顔が見られて認知されているとい

うふうにプレッシャーを感じるわけですから、犯

罪者会学の人たちからすると、犯罪抑止に役立つ

と言われているようです。 

ソーシャルキャピタルと犯罪というのは非常に

深く結びついていて、犯罪抑止効果がある。 

次のスライドですが、都道府県別のソーシャル

キャピタルの豊かさと、犯罪件数をグラフにし

たものです。 

右下がりの関係にあるということがわかると

思うのですが、ソーシャルキャピタルの豊かな

ところでは、犯罪の発生率が低い、ということ

がデータでも裏付けられます。 

それから、防災時をついて見ても、何か地震

とか、災害時に、隣近所との日常的なつき合い

が濃密であれば、被害を最小限に食い止めるこ

とが可能になる。ですから、日頃から支援組織

とか。消防団とか、自主防災組織とか活動が非

常に組織化されていて、活発なところというの

は、防災上効果があると言われております。 

地震だと、何十年に 1回しか起こらないことで

すから、日常的に、公務員を雇って組織を作る

ということは、大変コストがかかることですか

ら、何かあったときに、被害を救済する組織が

立ち上がる仕組みを、日頃から備えておくこと

は、あまり行政コストを高めずに、防災に強い

コミュニティを作ることができるやり方ではな

いかと思います。 

 

もう一つですが、ソーシャルキャピタルは、

健康とか医療の面でも高い効果を持っていると

言われています。 

私は、医学の専門家ではないですが、医学の

中で、社会疫学ソーシャルエピノノロジーとい

う分野がある。そういう分野の先生方と話して

いると、ソーシャルキャピタルが豊かな地域と
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いうのは、平均寿命が長かったり、或いは出生率が高かったり、そういう健康・医療の面でも好

ましい効果があると言われております。 

 どういうメカニズムでそうなっているのか、必ずしも解明されていないわけですが、例えば、

地域のネットワークで人間ドックの受診率が高くなる。受診しない人がいると、誘いあって健康

診断を受けに行くようになる。或いは、そういうコミュニティが大変仲が良くて、阻害されてい

ないということであれば、それが、社会的ストレスを緩和されるような効果を持っている。いろ

んなことが考えられている。 

 

次のグラフは、出生率とソーシ

ャルキャピタルの豊かさをグラフ

にしたものです。右上がりの関係

にありますので、ソーシャルキャ

ピタルが豊かな地域では出生率が

高いということがデータでも裏付

けられている。おそらく地域で子

育てをサポートするような仕組み

が介在しているのではないかと考

えています。 

 

あともう一つ、ソーシャルキャピタルと情報

技術、インターネット等の情報技術の関係でも

研究が進んでおります。ＩＴの発達がソーシャ

ルキャピタルを育てるのか、或いは破壊するの

かということで、いくつかの議論かあります。 

これはですね、伝統的な近所つき合いとか友

達つき合いに影響をあたえるかということにな

ると、おそらくマイナスであろうと言われてお

ります。 

１日の内で、おそらく２時間３時間パソコン

の前に座っているような生活を考えていただければわかると思いますが、生活時間が２４時間は

変わらないわけですから、ソーシャルキャピタルを形成するような活動時間を犠牲にしているの

ではないか、と言われております。或いは、匿名の中傷といったものが、ネット上で飛び交って

いる。韓国で、有名な女優が自殺したりしておりますが、そのようなマイナス面もある。一方で

は、インターネットがなければ、非常に限定された地域だけのネットワークになりがちだ。それ

が、地域とらわれない新しいネットワークの構築が可能になるのではないかということです。我々

も研究する時に共同で論文を書くことがありますが、昔であれば、同じ大学の近くの研究所の人

同士で研究することが多かったのですが、最近は、インターネットで検索していて、同じような

研究をしているような人が見つかったら、その人にメールを出して、一緒に研究しませんかとい

うことで、全く顔を見たことのない人と、共同研究が進むことも珍しいことでもなくなってきて

おります。 

 

ＳＣＳＣＳＣＳＣ指数指数指数指数とととと出生率出生率出生率出生率のののの関係関係関係関係    
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しかし、人間のつき合いは、オフラインのつき合いアナログのつき合いがなくては、オンライ

ンの付き合いだけでは、ソーシャルキャピタルが育成されないというのが、情報社会とソーシャ

ルキャピタルについての共通の見方ではないかと考えています。 

 

次に、シニアのインターネット利用状況です

が、こういうデータは、皆さんも見られたこと

があるかと思います。日本ではまだまだ世代に

よって、インターネット利用の落差が非常に大

きいことが、わかると思います。 

特に、６０歳代の前半と後半でかなり違う。

海外からもらうメールとかみると、結構高齢の

方でもネットでコンタクトしてくるケースが多

いですが、日本の場合には、６０歳代前半は、

半分ぐらいの人がインターネット使っているこ

とがありますが、後半の方になると、これが半

減するのですね。７０代になるとそれがさらに半減する。 

 その中で、これからどのように変わっていくか。私は非常に楽観的で、例えば、今の６０歳代

後半と１０年後の６０歳代後半、今５０歳代後半の方ですが、これが、このままとシフトしてい

くのではないかと、年齢が高くなってインターネット辞めるということではなくて、一度、その

インターネットの楽しみとか、利用価値とかを体験した人は、離れていかないのではないかと、

考えていまして、そういう意味では１０年後、

２０年後の７０代の人というのは、ネットに繋

がっている人たちではないかと考えています。 

 

次に、シニアとソーシャルキャピタルで考え

てみたいと思います。 

日本のシニアというのは、家族との繋がりを大

変重視していて、友人とか知人との繋がりが非

常に希薄だと言われ、近所つき合いも希薄で儀

礼的というような結果が出ています。退職する

前は逆で、会社にどっぷりつかっていて、家族

との繋がりが希薄で、退職すると、急に家族と

の繋がり、家族としか繋がれないというそのあ

たりの落差が非常に大きいと言われております。 

 

その次のスライドで日本大学の稲葉教授の研

究では、会社つき合いから近所つき合いのシフ

トが非常に重要である。ソーシャルキャピタル

の信頼のネットワークを持っている人は、退職

後も、社会参加とか交流に非常に積極的であっ

て、退職前と、退職後の落差があまりない。ソ
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ーシャルキャピタルを日頃から形成していない人は、落差が非常に大きいと言われています。 

退職後にソーシャルキャピタルをどのように再構築するかということが、日本人の課題である

と主張しているということであります。 

退職後のシニアの活動の場として、当然一番大きなステージになるのは、コミュニティである

わけで、そのコミュニティでシニア層が、役割を発揮できるかどうかということが重要になって

くると思います。最初に言いましたように団塊の世代の退職はすでに始まっており、これから 5

年ぐらいの間に、相当な数の人が地域に戻ってくる。 

その人達の経験とか、力をどういうふうに活用するかというのが、課題になってくるのではな

いかと考えています。 

ＡＡＲＰの話し合いを最初にあげましたが、ＡＡＲＰも日本と同じようなベビーブーマーが問

題になっていてＡＡＲＰ自身が、団塊の世代をどのように会員として取り込んでいくかが課題で

す。 

彼らの分析によると、団塊の世代の前の高齢者、退職した後の消費行動とか、考え方とか、時

間の使い方とかにキーがあり、研究報告を出しております。 

日本でも団塊の世代がリタイアした後の行動からは、単純に理解できないのではないかと考え

ています。ということで、地域でシニア層がどういった役割を果たせるかということが、重要な

のではないかと思います。 

 

地域の再生、コミュニティの再生をするため

に、どういうことが必要なのか。地域の特性を

分析する、あるいは地域再生のキーパーソンと

か社会起業家を育てる、個性的なアイデアを持

ちよって実行に移す、あるいは住民の間、行政

とか企業の間の関係を取り持つ、そのようなネ

ットワークを持つ、そういうことが、実践とし

て重要になるのですが、おそらくそういうキー

パーソンになりうるのはシニアであり、地域に

よって違いますが、シニア層がそのような面で

リーダーシップを発揮することがこれから増え

てくるのではないかと思います。 

 

もちろん我々自身もだんだんとシニアに近づ

いているので、そのようなことを考えなければ

いけないと思いますが、行政とか企業或いは、

コミュニティ自体、シニアのマンパワーや知識

をどのように活用するかを真剣に考えなければ

いけないのではないかと思います。 

だいたい時間になりましたので、私の話は、

これで終わりにさせていただきたいと思います。 
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＜質疑応答＞ 

質問質問質問質問：：：：（会場より） 

２つお伺いしたいと思います。 

１つは、組織の中での専門性についてです。組織を作る専門性なのか、また別の意味での専門

性なのか、山内先生のいわれる専門性の意味をお聞きしたい。 

２つ目は、ソーシャルキャピタルのお話の中で、ＮＰＯ法人が信頼を得るためにどのような動

きをすればよいのかをお聞きしたい。 

 

回答回答回答回答：：：：１つ目の専門性については、政策形成力。つまり政策をとるにあたって、提言をする力が

一番重要です。 

高齢化してくると目が不自由な人が増えてくる。５０代６０代で、私の父も緑内障で、目が不

自由なのですが、その年になって、点字を覚える努力はしない。そこである年齢になってから目

が不自由な人に対して、どのような政策があるか、実際にニーズを調べて、今可能な技術でどう

いうことが出来るか、そういうことを的確に打ち出していくべきです。コンピュータで着信した

メールを読み上げるソフトがありますが、民間企業に任せておくだけでは、充分な供給ができな

いとすれば、それに行政が補助金をつけたりしなくてはいけない。このような政策を的確に打ち

出せる分析力や、専門性が重要なのではないかということです。 

 ２つ目の信頼については、ソーシャルキャピタルの中での信頼というよりも、先程の質問は、

ＮＰＯ活動の中での信頼という事であると思うので、それについて言うと、この市民社会活動と

いうかＮＰＯ活動が、社会のために役に立っているのだという共通の理解がないと寄付も集まら

ない。ＮＰＯ活動自体が成り立たない。そういう意味では、活動の内容を充分ディスクローズし

て、法律に抵触しているような団体に関しては、例えば行政が認証を取り消すとかということを

早めにやるようにして、きちんと規制する部分は規制することが必要なのではないかと思います。

かつてアメリカのユナイテッドウェイという、日本の共同募金にあたるところの理事長が、愛人

の別荘を団体のお金で買ったり、ファーストクラスで海外に行ったりしていることが、ワシント

ンポストのスクープで明らかになって、ユナイテッドウェイの募金が激減したということがあり

ます。そういう意味で、信頼が大変重要なのではないかと思います。 
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■コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター三木健二氏三木健二氏三木健二氏三木健二氏 
景観ボランティア明日香の 

三木でございます。午前中は、 
山内先生からシニアネットの 
活動の理念を伺いました。 
午後は、実践のためのパネ 

ルディスカッションをしたい 
と思います。 
山内先生の話にありました 

ようにアメリカの大統領選挙 
が終わりまして、オバマが選ばれ、アメリカも変わっていくと思いますが、私の考えるアメリカ

の強さの原動力は、前例のないことに挑むということになると、アメリカ人は必死になるという

ことです。例えば、大阪でこういうシステムで、こういうものを立ち上げようと市民団体が提案

すると、市役所も市民もあげて一生懸命やろうということになります。 
ところが日本は、前例のないことをやろうとすると、まずお役所からそれは前例のないので、

お辞めになった方がいいですよということになる。それから、前例のないことをやり始めると、

何かあったときに、責任を誰が取るかというふうに止める方向になる。 
今日、報告していただくいくつかの団体は、前例のないことに取り組んでこられました方々で

す。それで、今日のパネルは、欲張りな目的を持ちました。 
一つは、これからシニアネットを立ち上げようという参加者の人に、やってやろうという生き

た情報を提供しましょう。 
二番目は、シニアネット活動に取り組んでおられて、この辺はどうもわからないんだけれど、

どうすればいいのだろうという方に、問題解決策を提供しましょう。 
三番目は、行政とのタイアップをどうするかとか、ボランティア活動も経済的に自立していか

ないと成り立たない、といった経済的自立の問題ということについて情報を提供できるようなパ

ネルにしたいなと思っております、というような欲張りなパネルであると思います。 

■■■■パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション    

「「「「シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットはははは、、、、シニアシニアシニアシニアのののの生生生生きききき方方方方ををををアクティブアクティブアクティブアクティブにににに    

しししし、、、、地域地域地域地域にににに活力活力活力活力をををを与与与与えるえるえるえる」」」」    

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター：：：：三木三木三木三木    健二氏健二氏健二氏健二氏    

（（（（景観景観景観景観ボランティアボランティアボランティアボランティア明日香会長明日香会長明日香会長明日香会長、、、、元読売新聞論説委員元読売新聞論説委員元読売新聞論説委員元読売新聞論説委員））））    

    

パネリストパネリストパネリストパネリスト：（：（：（：（五十音順五十音順五十音順五十音順））））    

        井上井上井上井上    文雄氏文雄氏文雄氏文雄氏            （（（（仙台仙台仙台仙台シシシシニアネットクラブニアネットクラブニアネットクラブニアネットクラブ    代表代表代表代表））））    

        塩見塩見塩見塩見    信雄氏信雄氏信雄氏信雄氏            （ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人法人法人法人シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットひろしまひろしまひろしまひろしま    理事長理事長理事長理事長））））    

        堀池堀池堀池堀池    喜一郎氏喜一郎氏喜一郎氏喜一郎氏        （ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人法人法人法人シニアシニアシニアシニアＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯ普及普及普及普及サロンサロンサロンサロン・・・・三鷹三鷹三鷹三鷹    顧問顧問顧問顧問））））    

        箕田箕田箕田箕田    幹氏幹氏幹氏幹氏                    （（（（財財財財））））大阪市都市工学情報大阪市都市工学情報大阪市都市工学情報大阪市都市工学情報センターセンターセンターセンター理事長理事長理事長理事長））））]]]]    

        三和三和三和三和    清明氏清明氏清明氏清明氏            （ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人寝屋川法人寝屋川法人寝屋川法人寝屋川あいのあいのあいのあいの会会会会    理事長理事長理事長理事長））））    
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それで、実際にシニアネットとして活動していただいている四つの団体について、私は、元新

聞記者なので、一言ずつその活動の特徴をまとめてみますと、トップバッターの仙台シニアネッ

トクラブは、情報弱者脱却推進行政協働型といえると思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２番目のＮＰＯ法人シニアネット広島は、ＩＴと福祉行政協働型、つまり、最初に報告いただ

く二つの団体は、行政とどうタイアップするかということを、非常に重視した報告になるかと思

います。 
それから、３番目のＮＰＯ・ＳＯＨＯ普及サロン三鷹は、コミュニティビジネス優先型の運営

と活動をしておられるところです。 
４番目のＮＰＯ法人寝屋川あいの会ですが、地域密着ふれあい助け合い自立型の活動であると

思っております。それで、３番目と４番目の活動というのは、会の自立ということをかなり重視

したお話になると思います。 
まず活動の現状、活動のきっかけや現況、プロフィールにあたる報告を、１人７分ずつお話い

ただきます。それから、最後の箕田さんは、高齢者をパートナーとしたまちづくりの推進の報告

をいただきたいと思います。 
それでは、トップバッターの井上さん、よろしくお願いします。 

 
■■■■井上文雄氏井上文雄氏井上文雄氏井上文雄氏（（（（仙台仙台仙台仙台シニアネットクラブシニアネットクラブシニアネットクラブシニアネットクラブ）））） 
私は、一般の企業を定年退職しまして、このクラブに入って参りました。 
実は現役のときは、パソコンのパの字も知らない人間でした。それが、 

なぜこんなふうになってしまったかと言いますと、定年退職後、何か自分 
の趣味を生かした、取り組めるものがないだろうかということで、女房に 
尻を叩かれながら始めたのが、パソコンでした。そうしますと、このパソ 
コンの深さと魅力にだんだんととりつかれまして、気が付いたら、８年ぐ 
らいやっておってこんな立場にされてしまった、ということでございます。 
そういう意味から言いますと、題材とは変わるかもしれませんが、シニ 

アが何かをアクティブにやろうという時には、自分で第一歩を踏み出して 
いくということなのかなと思います。まず、仙台シニアネットクラブは何 
かと申しますと、シニアがシニアにパソコンを教えるということを表題に 
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しまして、高齢者の方にパソコンを教えている団体で、仙台市の支援をいただきながら、やって

きておるということでございます。 
山内先生のお話にもありましたように、国連の定義よりますと、６５歳以上が７％以上超える

と、高齢化社会、１４％を超えると、高齢社会、日本は８年前に、そこまで行っているんです。

先生のお話では、日本は今、２５％近い。２０％を超えると、超高齢社会となるわけです。よく

考えてみると、どんどん進んで行きますと

まさに、ＩＣＴ、ＩＴを使ったいろいろな

ものがどんどん出てきております。携帯電

話でもそうです。携帯電話がものすごく普

及しておりますが、どれぐらいの人が、携

帯電話の持っている能力をフルに使ってい

るかというと、ほとんど使っていない。ま

さにお話したり、インターネットを見たり、

メールしたり、その程度のことはできます。

しかしそれ以上はなかなかということです。

それでも、我々の生活の中には、かかせな

いものになっている、ということなんです。 
例えばパソコンであれば、ホームページを見たり、ブログに参加したり、こういうことは日常

の社会で当たり前になってきている。それでは、お前さん達はどれぐらいできるのですか。とい

う話になりますと、私たち高齢者は、情報弱者と言われているようにそういったものにさっと取

り込めない状態にあるわけです。しかし、世の中、そういうことを知って、情報を手にいれない

ことには、なかなか進んで行けなくなっている、と思えるわけです。難しいことを言えば、私ど

もはデジタルデバイスの克服つまり、情報弱者からどうやって脱却するかという研鑽が必要でし

ょう。自らが研鑽していくことが必要であることが一つです。それからもう一つは、私ども高齢

者は６０年も７０年も飯を食わしていただいているので、比較的経験は、多いわけです。その経

験に伴う知識も、現役の時にはいろいろとやってきておりまして、それなりのものも持っていま

す。こういったものを定年になってしまったからそのまま終わりということではなしに、どんど

んと世のために、生かしていけると思います。それには先程の話もありましたように 1 人ではな

かなか難しい。ある団体やクラブのようなものを作って、やはりその中で、生かしていくという

ことが非常に大事なのではないでしょうか。自分たちに必要な力を自分たちで養って問題を解決

していく、高齢参加、貢献型の活動が大事なのではないかなあ、と思ったわけです。 
私どものクラブは、６０歳以上の団体で、現在１０６名の会員がおります。常設は二ヶ所、そ

の他に頼まれたら出かけていくという移動教室、各地の老人福祉センターと区のセンターとか、

或いは、学校の現場に出かけております。講座は現在７コースをやっております。 
それぞれにねらいがあります。パソコンの入門コースは、全くパソコンを触ったことのない方

を対象に、パソコンとはこんなに便利なもの、こんなに面白いものということを知っていただく

コースで、実に丁寧にわかりやすく、パソコンでできるいくつかのことを体験していただいてお

ります。 
これは４日間、１２時間でやっております。 
次に、写真ではがき作成コース、お孫さんや家族の写真をはがきに入れたい方が非常に多い。

それで、撮った写真を上手に入れてはがきを作ることを教えております。はがきのソフトも、多



 34

くの機能があり、住所録の設定や撮った写真の加工も教えております。そして、はがきを印刷し

て持たせております。 
次にワード入門、エクセル入門。ワードは町内会の会報を作りたいという方が多く、これは２

～３年前から取り入れております。エクセルも同じことです。それから、最近デジカメが非常に

好きな方が多く、デジカメの活用する方法を教えようということで、デジカメのとり方またデジ

カメの長短などもお話をしております。 
最後に、パソコンリーダー養成コース、これは仙台市の要請もあり、地域でパソコンを教えら

れる方を養成して行こうというものです。だいたい以上のようなところでございます。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
井上さん、ありがとうございました。続きまして、ＮＰＯシニアネット広島の塩見さんにお話

いただきたいと思います。 
ここの活動では、パソコンの受講生が、３万人くらいになっておりまして、これは驚異的な数

字だと思いますが、その辺のところのお話をご報告いただきたいと思います。 
 
■■■■塩見信雄氏塩見信雄氏塩見信雄氏塩見信雄氏（（（（NPONPONPONPO 法人法人法人法人シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットひろしまひろしまひろしまひろしま））））    
 今日私この晴れがましい舞台の上に立って嬉しい事があります。私たちこの 
仙台の井上さんと東京の堀池さん、この方々と一直線、日本地図を考えてみる 
と、仙台から東京に行って広島へ本土でずっと繋がっています。繋がる心をい 
つも大事にしています。一番端っこの広島にいても、仙台と東京と一緒に何で 
もしゃべれる仲間がいるということは、シニアネットというネットワークの中 
で、非常に嬉しいことなんです。かつ会場にもう一つ嬉しいことがあります。 
私のこの目の前、会場の４段目のところにですが、日本海に面したシニアネッ 
ト浜田の方々がおられる。これも私たちにとっては、ありがたい嬉しいことで 
す。それから、３段目のところの一番右端にシニアネット米子の方が来ておら 
れます。中国５県の中で、このように各団体が、フォーラムに関心を寄せて来 
ていただいているということは、これは皆さんに尊重する気持ちがあるからだと思います。 
私の隣の堀池さんは、とても遠慮深い方で、この机の上に、何があるかというと、竹トンボが

置いてあります。実は、堀池さんはこの竹トンボの名人です。堀池さんは、竹トンボの認定講座

なるものをつくられまして、アドバイザーの養成講座を作られております。認定の試験に合格す

るかしないかというのは、子供に教えられるかどうかという大変なことなんです。素人の私が竹

トンボを飛ばしてみます。それから、大先生が飛ばしますので、見比べてください。 

     
(２人が飛ばす。その違いで、堀池氏に大拍手) 
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熟練の技能と経験、我々が、知識と技能の経験が必要というのは、このことです。知識と技能

の経験で高齢者のパワーを大事にするというけれども、皆さんはどなたに、皆さんのパワーを大

事にしてもらっていますか。どなたが大事にしているか思い当たりますか。 
それは、シニアネットの我々同士で大事にしてあげるのが優先ではないかと、私は考えていま

す。以上が前置きのお話しです。竹トンボの講座を終わります。 
 
続きまして、私は現役のときに、いずれ高齢者になると思いました。新聞等で、少子高齢化と

いう言葉が出だしたころです。高齢者になったらどんなことになるのか。身体も弱まるだろうし、

頭脳も弱まるだろうし、どうしたらいいのか。そう考えまして、行政が行いますいろんな講演会

とかセミナーに、アホかと思うくらい真面目に通いました。私の日記帳によりますと、８０数回

でております。８０数回参加しているうちに行政の方々と仲良くなるんですね。特に、窓口担当

の方々と仲良くなります。そうすると、いろんなセクションのところでいろんな方と知り合いま

す。これが将来、非常に大きな財産を産んでくれます。私の経験で言えば、顔をのぞかせたこと

が、そして、担当の方々と知り合えたことが、大きなパワーになったと思います。ですから、我々

が行っていますパソコン講座にしても、すべて市の方が広報をし、受講生も募集してくれます。

私たちは、一切広報をしたことはございません。ところが、３万人の数をこえました。これは、

市が募集してくれたことと、受講生が口コミで誘いあってくれる、つまり、知識と経験と頭脳が

そこにも表れているのではないかと思っております。 
ではなぜパソコンをやったのかということですが、パソコンというのは、その当時の学術論文

等を見てみると、将来インターネットというものが盛んになっていろんな知識が吸収できる。今、

７０億のデータがネットの中にあるようですが、７０億のデータを簡単に自分のものにできる。

雨が降っても雪が降っても、家の中にいて簡単に収集できる。これはパソコンをやるべきだと立

ち上げたのが、シニアネットであります。同じやるのなら、ＮＰＯ法ができましたので、民間団

体よりも、ＮＰＯでやったほうがいいのではないかと、社会的価値があるのではないかとそう思

ってＮＰＯでやったのであります。以上です。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
井上さん、まだまだお話ししていただく時間があると思います。またあとでよろしくお願いい

たします。今二つの団体は、行政とのタイアップということが、いかに大切かということを、お

話になられました。 
次に 3 番手、ＳＯＨＯ普及サロン三鷹から報告をいただきます。よろしくお願いいたします。 

 
■■■■堀池喜一郎氏堀池喜一郎氏堀池喜一郎氏堀池喜一郎氏（（（（NPONPONPONPO 法人法人法人法人シニアシニアシニアシニア SOHOSOHOSOHOSOHO 普及普及普及普及サロンサロンサロンサロン・・・・三鷹三鷹三鷹三鷹））））    
堀池でございます。大阪の皆さん、こんにちは。私は東京生まれ 

の東京育ちですが、母方のじいさんが泉南郡熊取町でございます。 
全く縁がないわけではありません。今、塩見さんが広島と仙台の横 
の線の話をされましたが、じいさんと私と、私の子供達、孫という 
縦の話を少ししたいと思います。私の肩書きの、シニアＳＯＨＯは、 
3 年前に、役員をやめまして、運営に全くタッチしておりません。 
つまり、一会員で顧問ということになっております。竹トンボの会 
をやっておりまして、なぜ私がこの繋がりの仕事をしているのか。 
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シニアＳＯＨＯで、運よくシニアの地域参加ということを大々的にできましたので、その経験を

伝えてくれと関東経済産業局のコミュニティビジネス推進協議会の幹事をやっております。それ

が、今一番忙しい仕事になっています。この繋がりを、縦の関係で少し説明したいと思います。 
私は、昭和１６年生まれで、近く７０になりますけれども、その人間がどういう少年時代を過

ごしたかと言いますと、父親、祖父と同じ生活をして、培われてきたものを学んできました。こ

れは孫や子供に同じように伝えられたら良いと思います。しかし、長じては全く違う人生、違う

世界にどっぷりとつかりまして、技術革新だとか経営のシステムだとか、グローバル的な国民意

識の中につかりまして、シニアになっております。これは、私の次の世代にどのように伝えるの

かということを最近考えております。 
このグローバリズムというのに対抗するもの 
がなにかと考えてみると、やっぱり感覚的に、 
ローカリズムではないかと思います。シニア 
ＳＯＨＯを地域でやってきましたが、地域とい 
うのは違うもっと大きな意味があるのではと考 
えるようになっております。これは子供の遊び 
とかに表れて、今の子供に問題視されています。 
シニアＳＯＨＯは会社人間の集まりでしたが、 

私がなにか面白いことをやろうと呼びかけまし 
て、ただのおじさんが新しいことをやるという 
チャレンジの会を作って、1 年に百万円以上の収入の得られるシニアの活動・プロジェクトを６

年間、４５件やりまして、４億円ぐらいの年収をあげております。この後、今日きております山

根さんたちが頑張って６億円ぐらいになっているそうです。こういうビジネスがシニアアドバイ

ザーを中心に、活動しておるわけでございますが、なぜこのようなことができたのか話したいの

ですが、この話はあとで、山根さんのお話を聞いていただくということにしたいと思います。 
ポイントは、売上と会員の数が推移していろんなことがあったのですが、結局、教えられてや

ってきたのではなく、出会い頭にいろんなことがあって、自分たちで考えながら、前向きにやっ

てきました。今、ＩＴ会員が中心だった会が、この表にありますようにほとんどＩＴのテーマで

はなく、安心安全とか教育が、テーマになってきたことに注目したいと思います。おそらく三鷹

市は１６万人ぐらいの都市ですが、ＩＴのメールをできる人を、周辺の都市を入れて３万人くら

い教えてきたと思っております。 
右の写真は竹とんぼ作りの活動で、私は前

からやっておったのですが、公民館の工作室

で老若男女が集まって、工作します。ここで

は、６歳の子供と７６歳のおばあちゃんが、

一緒になって楽しくやれます。これをやって

いてですね。楽しい楽しいということだけで

いいのだろうか、ということに気が付きまし

た。若い人に言われました。こんなに楽しく、

子供達に効果があることを１人２人でやって

いてはだめですよ。もっと沢山の人でやらな

くては、いけないのではないですか、と指摘されました。 
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それで、講師を育成しようと思いました。どこでも、竹トンボ教室をできるようにしよう。沢

山の講師を育成しよう。これが、「どこ竹」というのですが、ごく普通の人で、のこぎりを１回も

使ったことのない主婦の方でも、３時間講習でこれはすごい、なんとしても教えたい、先生にな

りたいというふうになってしまう講座なんです。実際には、３００人教えたのですが、１５０名

の講師が生まれ、この４年半に６０都市で、３３０回教室をやって、おそらく子供達に竹トンボ

の作り方を教えているのは、２万人を超えたと思います。 
こういうことがなぜできたのか、子供たちが工作をしなくなったといわれていますが、その子

供たちが工作をして感動します。また、子供の食の乱れとの問題があります。NHK がプロジェ

クト番組でやったのですが、朝ご飯を食べない 
子供たちが２０％ぐらいいる、小学生でも骨粗相 
症になる、野菜をほとんど食べていない、とい 
う状況が報道されました。 

このようなことを考える会というのを継続し 
ている竹トンボの仲間がいます。右に「子供の 
食を考えるごはんの会」を紹介します。私もこ 
れではいけないと思い、自分で五分つき米を炊 
いています。 

まとめますと、ＩＴを使って、地域の活動を表 
していくということをやっております。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
堀池さんの話は、前編と後編がセットになったような話で、後編の話は、ケーススタディ 3 で

山根さんがお話になります。あわせて聞いていただきますと、より深く理解ができると思います。 
それでは４番目、地域密着触れ合い助け合い自立型の活動をされておられます。ＮＰＯ法人寝

屋川あいの会の三和さんにお願いいたします。 
 
■■■■三和清明氏三和清明氏三和清明氏三和清明氏（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ夫人寝屋川夫人寝屋川夫人寝屋川夫人寝屋川あいのあいのあいのあいの会会会会））））    
寝屋川あいの会の三和と申します。地元寝屋川で活動をしております。 
今日大阪の方も、沢山いらっしゃると思いますので、かいつまん 

でご報告申し上げます。先程司会の三木さんからのご紹介で、地域 
密着と言われておりましたので、寝寝屋川あいの会は、どんなこと 
をしておるのか、ＩＴの戦略をどうとっているか、ご説明させてい 
ただきたいと思います。 
ご存知の通り、寝屋川は人口２４万、１０万世帯という。ベッド 

タウンでございます。ここで私たちは、ミッションとして、ともに 
支えあう地域社会の実現ということでやっております。 
一つだけ特徴を言いますと、設立は平成１３年の４月、その時初 

めて寝屋川でＮＰＯ法人ができたということで、行政の方からも、 
応援をいただきました。活動内容としては、３つあります。 
一番目は助け合いの活動、二番目は、触れ合いの活動、三番目が 

行政との協働ということです。 
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活動会員は、まさに高齢者定年退職者です。

今日ここにこられておられるような、子育て

を終わられた心やさしい女性群、だいたい両

方合わせまして、９０名と６０名、１５０名

がおります。触れ合い交流ということで、パ

ソコン教室、ＩＴサロンの二つをやっており

ます。パソコン教室は平成１４年１月に始め

ましたが、その２月に読売新聞が大きく取り

上げてくれまして、友達感覚でできるパソコ

ン教室ということで反響を呼びました。中身

につきましては、入門教室と同好会の教室と

かいろいろあります。 
次のＩＴサロン工房といいますのは、指先の運動から脳の活性化、認知症予防の支援というこ

とで、お年寄りがボケないようにするというＩＴを使ったら活動をしております。このサロンは、

平成１８年の１１月からやっております。そして、私たちは、地域通貨、大阪元気ネットワーク、

北大阪経営支援マスター、これは中小企業のＩＴ支援ということ、そして、まちづくりというこ

とで、ロボット作りを大阪電気通信大学と一緒になってやっております。目標はノーベル賞のと

れる子供作りです。 
なぜ始めたかと言いますと、平成１３年でしたか、森内閣の頃だったと思いますが、行政がパ

ソコン教室に力を入れたことがあります。ところが年寄りが教室に行きましても、スピードにつ

いていけない。さっぱりわからないという欲求不満が溢れていました。それだったら、我々がや

ろうかということで、好きな人が集まりました。その時、たまたま大阪府から設備費用の支援が

ありまして、その設備を使って商店街の中でやっております。商店街は、客集めのために家賃は

タダで応援してくれる。わいわいガヤガヤ、楽しく始めたのが、スタートです。以上です。 
 

【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
これから箕田さんの話を聞きます。箕田さんは、行政の立場から、 

ボランティア活動に関わってこられました。その立場から報告をお 
願いいたします。 
 
■■■■箕田幹氏箕田幹氏箕田幹氏箕田幹氏（（（（財団法人大阪市都市工学情報財団法人大阪市都市工学情報財団法人大阪市都市工学情報財団法人大阪市都市工学情報センターセンターセンターセンター）））） 
箕田でございます。よろしくお願いいたします。 
今 4 名の方の具体的な活動のお話をお聞きしました。私は行政の 

立場なので、ちょっと観点が違うと思います。私が今所属しており 
ますところでは、もちろん今までも活動をしておりますが、まちづ 
くり、それから情報化の推進ということをやっております。実は、 
ＮＰＯの活動ということでの具体的な業務はやっていなかったので 
すが、まちづくりも情報化推進も、事業をするという観点があって、 
活動団体の方々と相通じるところもあります。 
行政と活動団体という二つの観点から、お話をしたいと思います。 
最初に 4 名の方々の話を聞いて、情報化を推進する上で、パソコン教室の話とは少し違うので
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すが、行政がどのような役割をしていかなければならないかというと、基盤整備をするというか

環境を作ると言いましたが、技術開発をするための実証実験をやっております。情報化を進め 
るためにはまず、民間でなかなかできない仕事を行政がやって、行政がやったことにビジネスモ

デルができれば、民間の方々がやっていくとゆうように、先導的にやっていかなければならない

と思います。 
大阪市としての考え方は、まず、パートナ 

ーシップで情報化を推進することです。どこ 
か一つではできないことを、大学とか企業と 
かと関係を持って、例えば大阪市大では、人 
材の育成とか技術開発を推進しております。 
コミュニティを考えると、やはりＮＰＯと 

か市民、行政この三者のネットワーク、パー 
トナーシップが大事になると考えています。 
その中に、市民高齢者がおり、あくまで目標 
は、市民高齢者の豊かな生活を実現するため 
にやるということです。 
重要なのは、コミュニティをちゃんと形成 

していくことだと思います。このことが、や 
はり中心にある。それで、地域の課題解決を 
担うＮＰＯを支援し、行政がその環境づくり 
をするという形で、連携をしながら情報化を 
推進していくという考え方をとっています。 
その中でＮＰＯの役割というものは大変大事なものです。 

 今朝、山内先生から、ＮＰＯは、草の根を脱却しなければならないというお話がありましたが、

その意味もＮＰＯが、大きなパワーを持つ意味で大事だと思いますが、ＮＰＯは実際に、地域に

根差した特色と個性のある活動ができます。ＮＰＯは、公共的な行政ではできない部分を持って

おり、地域に根ざした目的をもってキメの細かい活動ができます。そして、迅速で効率的である

ということでＮＰＯの持つ役割は、重要であります。 
行政というのは、公平性というものを重んじますので、なかなか個性のある考え方を打ち出せ

ないということがあります。目的を絞るということに関して、行政というのは幅広いことをやり

ますので、キメの細かいことができない。それをＮＰＯはできる。迅速で効率的ということはよ

く言われますが、公共の場合、行政は、仕事が遅いという話がいっぱいあります。そういう意味

でＮＰＯは効率的な活動を迅速にできるという。行政には、もてない部分ではないか思います。 
これを、公平性だとか幅広さとか、仕事は遅いけれどもしっかりやるから安心感があるという

ことも大事なことですので、公共とＮＰＯが本当に連携してうまく噛み合って、一番良い形がで

きるのではないかと思います。これをベースにして、具体的にどのような活動をしていくか、行

政とおおさかシニアネットの事例は、後で少しお話します。 
 
これは実証実験です。子供を見守るロボットということで、大阪の中央小学校の皆さんに協力

をいただいて、実証実験をやっておるのですが、この小学生が端末をもって、自動販売機にセン

サーがついていて、小学生がどこにいるかすぐわかるようになっています。そのようなことで、
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子供を見守っていく。そのシステムは、学校があって、通学をする小学生がいる。その小学生の

位置がすぐわかる。その位置が、私ども都市工学センターのサーバーに入り、それが、保護者と

か学校のパソコンとか携帯電話に入る。つ

まり、いつも保護者も学校も小学生がどこ

にいるかということがすぐにわかる。そこ

で事故が起こると、端末にボタンがついて

おり、それを押すと、すぐに何が起きたか

保護者や学校が見に行くことができる。こ

れを高齢者で考えますと、防犯防災がおき

たときに、どこにいるかすぐにわかる。 
これからビジネスモデルといいますか、

高齢者を考えていく一つになる。 
もうひとつは、先程来お話しております

文化を継承する、高齢者の知恵を継承して

いく。これは、西淀川とか、野里でやって 
いる活動ですが、地元の祭りを伝承してい 
くという活動です。そこで歴史ガイドブッ 
クを作って、まちづくりの中で生かしてい 
くという活動です。今まだこれを、活字で 
やっておられますが、やはりＩＴを使って 
双方向でいろんなことをやっていくといっ 
た行政としての支援、大いにＩＴを使った 
活動に応援していくといった事例を紹介し 
ました。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
今朝は平松市長から、随分と心強い言葉がありましたけれども、これは日頃、箕田さんが、市

へ提言されとることでございましょうか。 
堀池さんの言葉を借りれば、まさにただならぬおじさん達のただならぬ活動が行われているこ

とが、皆さんわかったと思います。これから、いよいよ本論に入ります。 
ここに来ていただいたのは、全国的に見ても、ユニークな活動であり、成功しているからであ

ります。これが、うちの活動の特色でこれはどこにも負けない活動として自負があります。その

成功の秘訣とか、工夫している点とか、それから、どれだけ地域に活力を与えているか、まあ、

自慢話をしていただきたいと思います。これは皆さんが、こういうことをヒントにすればいい。

また、ヒントになるな、手本にすればいいなといった自慢話をしていただきます。それでは塩見

さんからお願いします。 
 
【【【【塩見氏塩見氏塩見氏塩見氏】】】】    
今年、更新講座を受けた方がここにもおられるのではないかと思いますが、更新講座を受けた

方で気がつかれたことがあるかと思いますが、それはなにかというと、シニア情報生活アドバイ

ザーの更新認定書に公益法人認定と書かれている。これは私たちの社会的な印象を高めるために、
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ニューメディア開発協会とタイアップさしていただいて、2 年越しでやっと実現いたしました。

これは広島が言ったから、広島だけでやるというものではなく、やるのなら、全国的にいかがで

すかというものです。それで、ニューメディア開発協会が、今年の更新講座から公益法人認定と

いう言葉を認定書の左肩に書き入れております。 
まず自慢の話ですが、パソコン教室はどこでもやっておりますが、３０，０００人というと少

し鼻が高いといいましょうか、なかなかやるねということになりますが、俗人的にいいますと、

約半分ぐらいの約１５，０００人の重みを胸に抱いて、日常においても、どなたの目が私たちに

向いているかわかりませんので、自分たちの行動と言動が、地域の活動を行う際、誹りを受ける

ようなことのないように、後ろ指をされることのないように、自分たちの生活を戒めており、み

んなで励まし合っております。もうひとつ、教室の中での自慢といえるかわかりませんが、介護

施設に目を向けてみました。介護施設には、ご老人を含め、相当の数の方が入っておられます。

あの人たちに何かしてあげたいということで、施設と話をしまして、施設でパソコン教室を開催

することになり、4 年目を迎えております。非常に熱心に利用者の方々が、教室に通ってきてお

られます。長い時間拘束しないように所定のコースは一時間ということにし、そのリーダーには

男女共同参画社会の実現の証とし、女性の役員さんをリーダーにいたしました。これが見事に当

たりまして、施設の責任者とこちらの責任者が女性同士でありますので、非常に円滑にスムーズ

に行われております。これも成功した例かなと思っております。 
もう一つ自慢できるのは、６階の交流広場に展示しておりますが、８月の原爆の日にホームペ

ージにサイトを設けまして、全世界から平和メッセージを頂戴いたします。当日テントをはり、

持って行った１２台のパソコンとプリンタで、参加される皆様のメッセージを灯篭に貼って差し

上げております。この活動をもちろん無料で、大変喜ばれております。今年からは、記念にはが

きを作り、表にドームの絵、裏にメッセージを印刷して差し上げております。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
塩見さん、介護施設に目を向けるとか、８月６日の原爆の日の活動は、感動的な話でございま

した。それでは次、堀池さんをお願いいたします。 
    
【【【【堀池氏堀池氏堀池氏堀池氏】】】】    
これは他にないだろうという話を４つした

いと思います。 
私はブログに毎日やっていることを書いて

おりますので、ここで話しきれないことは、

コメントをいただければ続けた話ができると

思います。ここでは断片的にお話をしたいと

思います。 
一つ目は、プレーヤーとして、仕事しよう

と思っています。これは別のことでいうと、

有償で仕事をするということです。仕事をす

る。それが役立つのだから、報酬をいただく。

これは、シニアＳＯＨＯで徹底してきました。竹トンボでも規模は非常に小さいですが、費用は

実費ということで徹底しております。 
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プレーヤーということはお手伝いではないということです。専門性を持っていて、責任もって

やるということでないと地域信頼されません。 
シニアＳＯＨＯでは、沢山の学校支援の

コミュニティスクールで、すべての学校が

教育委員会から離れ、地域運営学校になっ

ております。  
その学校では、地域住民が教員と一緒に

全授業に参加します。学校の安全見守りを

ＮＰＯが、警備保証会社ではなく請け負う

といったことやっております。 
二つ目は、今日会場を見回しても、女性

の方が多いのですが、シニアＳＯＨＯは、

女性が３割います。２００人の会員の内、

女性が６０人います。これまで入会してやめた方を入れますと、５５０名いますが、女性が輝い

ていると発展しますし、女性がいると安心します。なぜかというと、私たちの世代の女性の方は、

やはり、シャドー世界に生きてきたと思います。お金で評価されない世界でやってきた。この方々

の考え方というのは、今の会社員生活をやめた男性のシニアの方にとって、非常に役立つ、共通

性があるのです。女性とそういった会話ができないとだめなんですね。女性が多いということは

一つのノウハウであります。 
それからもう一つは、会社員生活と感覚からに変身をしなければならない。シニアＳＯＨＯは、

変身の仕方を持っているということです。顔の見えるＩＴ活動というのも、それですね。 
それから、６階の交流広場で、どこ竹を展示しているのは、竹とんぼを一緒に作りましょうと

いうことではなく、たかが竹とんぼの活動でも、これだけ全国の地域の社会施設に信頼されて展

開しているというのは、信頼される仕組みがそこにあって、ＩＴ活用を行っているということな

のです。 
このような認定講座をやります。埼玉県の上尾では、商工会議所が、地域の中小企業向けだけ

に対応する商工会議所ということをやめて、地域のシニアもすべて商工会議所の対象として、住

民すべてに対応する商工会議所になっております。ここが、竹とんぼを一緒にやろうということ

になって、昨年１，８００人の子供たちに教えた最大の地域グループになっております。 
商工会議所がやっている団体が竹とんぼを教えている。好きなことをやって、生きがいを感じ

るだけではなく、地域に役立つことをやって尊敬されるやりがい、もう一つ大事なことは、輝い

て発信する、やはりＩＴで見えるようにし、まわりからも見える仕掛け、ここまでやって地域の

信頼が得られます。私たちは、多くの各地でやっている。どこ竹と同じだということで感動しま

した。４つの自慢をお話しておわります。以上です。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
今、非常に大きな宿題を与えてくださったと思います。来年のこうしたパネルディスカッショ

ンのパネリストには必ず女性の方にも参加していただくということを来年の宿題にしたいと思い

ます。 
サンガイ主義ということで、「生きがい」「やりがい」「ナイスガイ」という説明がありました。

それでは次、自慢できることが沢山あると思いますが、できるだけ厳選してお願いしたいと思い
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ます。それでは三和さんお願いいたします。 
    
【【【【三和氏三和氏三和氏三和氏】】】】    
ご報告をします。先程お話しました新聞

広告のことを少しお話申し上げます。平成

１４年の２月３日の日曜日に朝刊に掲載さ

れました。地方版です。 
ところが、それから１週間、電話が鳴り

っ放しでした。大阪市内、私は寝屋川です

から、堺の方からも、京都、神戸もおられ

ました。大阪市内の方が、地下鉄がタダで

すから、寝屋川でもどこでも同じというよ

うな話があったと思います。 
その時に、なぜそんなに多く応募が合っ

たかということを考えますと、まず一つは、少人数で開催しました。６人を２人で、教えました。

個人指導のようなものです。二つ目は、差別化をしました。商店街には、就労目的のパソコン教

室がありましたが、こちらは楽しむためのパソコンですから、１回６００円の受講料に決めまし

た。多くの方が来られて、大慌てで対応しました。最終的にここまで残っていることは何かと言

いますと、一人一人の受講者に個人メンテをしたことです。 
わかりやすくいうと、受講生の家から電話がかかってきます。「私のパソコン、おかしいのよ」

それに対して、パソコン用のソフトもあれば、ハードもある。トラブルに対して、親切に対応し

たということです。なかにはお家まで行って、対応するといった親切さです。年寄りには時間が

ありますから、一つ一つ親切にコツコツと対応していった。それが今まで続いている大きな理由

だと思います。以上です。 
 
【三和氏】 

それでは、箕田さんよろしくお願いします。 
皆さんの今までのお話を踏まえたことでも結構ですし、行政の立場からの自慢話でも結構です。 

 
【箕田氏】 
それでは、先程の話の続きにな

りますが、元来大阪というのは、

進取の気性と言いますか新しいも

のをどんどんビジネスに取り入れ

て、インスタントラーメンとかカ

ラオケとか、よく言われますが、

プレハブ住宅もそうです。また、

商人の町ですから、民間主導型で

ある仕事が、いっぱい成功してい

るわけです。 
先程、おおさかシニアネットさ
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んの話を差し上げるといいました。これは行政とＮＰＯが連携してやる、一番いい例になってお

ります。仙台さんとか、他のＮＰＯも行政とやっているとの話がありましたが、これは新しい試

みだと思います。これは、大阪市が公募して、大阪の政策に役立つことをＮＰＯさんに考えても

らおうということで、おおさかシニアネットさんが応募され、選ばれて来年の３月に向けて検討

されているわけです。 
おおさかシニアネットが、いわ

ゆるパソコン教室とかセミナーと

か、一般的にしている内容を越え

て、草の根といいましたが、もう

少し広い範囲で、高齢者を対象に、

コミュニティづくり、ネットワー

ク作りをしようという試みです。

技術的にも、主体的な高齢者、元

気な高齢者を対象に、社会的に参

加をしていく、これを実現させて

行こうという考え方です。 
技術的には ＳＮＳ（ソーシャ

ルネットワークキングサービス）、

ご承知の方も多いと思いますが、ブログ形式でやりとりするホームページ（コンテンツ）です。

そういうものを使って、友人と友人、人の関係、ネットワークを作る。これは、地域に根ざすだ

けではなくて、もっと広く、会社の経営者、或いは、団体の方々、またいろいろな情報を求めて

いる方々、いろいろな方を対象に、地域への参加貢献をするというようなことをコーディネート

するホームページになる。 
つまり、簡単に言いますと、会社で、このような人材が欲しいと言いますと、人材がどこにい

るかを探して結びつけていく。かなり広い範囲で、社会貢献に発展する取り組みだと思います。

そのようなことをおおさかシニアネットがしようとしている。こういった大阪全体を、広域的に

考えている団体、一方で地道に独自のパソコン教室もやっておられますし、行政とのこのような

関わりを持たれながら、行政の施設でもパソコン教室を委託されてやっておられる。 
今、３，５００人からの会員をお持ちですし、こういったパソコン教室以外にも、健康のセミ

ナーであるとか、各会員にカードを発行してきめ細かいサービスをされながら、非常に大きな話

と細かな話も組み合わせて活動されている。今後は大阪としても、市の行政に対しても、役立っ

ていただくと言ったことをご紹介しておきたいと思います。 
    
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
いろんな分野のいろんな活動に対して、お話を聞きましたが、聞く方にとっては、非常にポイ

ントを絞りにくい部分があるかと思いますが、それはあとで質問の時間を設けますので、その折

に聞いていただければと思います。 
    
【【【【井上氏井上氏井上氏井上氏】】】】    
私の方とすれば、行政とのコラボレーションを非常に上手にやっていると思っていただければ

ありがたい。行政の方と絶えず連絡を取っております。私どもの主管としてやっていただいてい
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るのは、健康福祉部の高齢企画課です。 
それだけではなく総務局の情報政策というような人とも、コミュニケーションをとっています。

コミュニケーションをよくとるには、仙台市のホームページをよく見ています。ホームページを

端から端までよく見ると、おやおやというような内容のものがよくあり助かります。そういった

ものを早く掴んで行政の方と話をすることが必要です。 
では、実際に私どもがやっている中、特 

徴があることはどういうことかというと、 
スタート以来、高齢者の方を教えていると 
いうことで、受講生２人の中に、必ず私ど 
もメンバーがサポータで入ります。高齢者 
の方は、ご存知のように耳が遠い方が多い、 
画面を見ても、どこに何があるかよくわか 
らない、見つけにくい。このような状況な 
のですね。その時に、インストラクターが、 
前でしゃべっていることが、どんどん進ん 
でしまうのではなく、サポータが「今ここ 
です、遅れても、このように追いかければ 
いいですよ」とついてあげることで非常に喜ばれております。 

もうひとつの特徴は、受講生の方に、終わる最後の日に、感想文をパソコンで入力してもらう

ことです。それを私どものホームページに掲載するというやり方をしております。これをやりま

すと、聞いた話ですが、アメリカに住んでいる息子から「お母さん、いつからパソコンをやって

いるのよ」電話がかかってきたので、「なんでそんなことがわかるの」と聞くと「インターネット

を見ていたら、出てきたんだよ」といった、家族の中で話題となる。このことによって、広がり

が出てきている。さらにもう一つの特徴は、私どもの開催しているリーダー養成講座があります。

この養成講座の受講者からクラブ員を募集していく。会員がサイクルしていく方法とっておりま

す。もちろん、これだけで良いということにはなりませんが、メンバーの主要な方々をそこから

集めていく。 
これ以外にも、サポートをやりたいという方がおられれば受け入れていくという形で動かして

おります。このようなことが、よその団体さんと、違う所かなと思いまして、紹介させていただ

きました。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
井上さんありがとうございました。受講生２人に１人の方が教えていくということは、シニア

にとって、とても大切なことからと思いました。ただ教えるだけではなく、パソコン教室の後、

感想を作ってもらって、ホームページに載せる。それを息子さんが、アメリカからアクセスして

くるといういいお話を聞きました。このような自慢話は、３日間も４日間も続く可能性があると

思いますので、この辺で打ち切りにしまして、今から、最も肝心な話に入りたいと思います。 
事務局をどこに置くかとか、事務局の仕事を誰が負担するか、ボランティア活動をする上で、

まず最初の問題として出てきます。私も、ボランティア活動も主宰して７年目に入りますが、お

そらくボランティア活動をやっておられる方にとっては、共通したいろいろな問題があると思い

ます。 
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当初は、助成金がでていたのですが、もう打ち切られてしまってどうしようか、せっかくいい

アイデアでこのような事業は始めたのですが、なかなか市民に伝わりにくい。先程、市の広報で、

しっかりやってもらっているという話もありましたが、そういったボランティア活動に共通する

話題・課題・問題、それから、シニアネットに共通する話題・問題等あると思います。 
今日のパネリストの５人の方々は、そういった問題を、直面して解決してこられた方々だと、

私は思っております。 
先程は自慢話をしていただきましたが、今からは、苦労話を聞ければと思います。 
堀池さんトップバッターでお願いします。 
 

【【【【堀池氏堀池氏堀池氏堀池氏】】】】    
私は問題点として、組織運営のことで、最近気になっていることをお話したいと思います。先

週滋賀県近江八幡市の役所の方から、電話がありまして、次のようなお話でした。シニアの方が

近江八幡で活動するのに、会社の OB の方などを集めて、団体を作った。そして１年くらい活動

しているのですが、市役所としては、地域貢献とか地域の課題解決につながるように持っていっ

て欲しいと思って作ったのですが、交流会とか勉強会は、多く行われていますが、活動自体が、

なかなか始まっていない。なぜ始まらないのか。この電話は、高齢者支援室の方でした。このこ

とを少し考えてみました。 
                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隣の寝屋川あいの会の三和さんはコミュニティビジネスですとおっしゃいました。 
そこで、思ったのですが、地域に役立つビジネスというものを考えると、なかなかそれをはじ

めにくい。地域で始めるビジネスというのは二つあって、こういうことを思っているから始める

というのは、ボランティアとか市民活動です。コミュニティビジネスというのは、そうではなく

て、こういう問題・課題を持っているから、それを解決するのが、コミュニティビジネスだと思

います。問題を解決するから有償でよいし、それでは、このお金を払いましょうとか行政がその

分持ちましょうという話になると思います。誰に対して、この活動をするのか、誰というのは、

どういう課題を持っている人なのかをはっきりして、こういうことをしますというところから始

まる。これをホームページに書いたりすると言う。そのためには、どういう人どういう人が繋が

らなければならないのか、これは、学者の人がいう理屈なのですが、その関わり方にグループの

中でも温度差がある。そこまでやれないという人と一生懸命やる人が、混在しています。だが皆

が同じ考えでないとできないのではないかと考えます。これが良くないですね。 
私がやってきてこれだなと分かってきたのは、地域の活動というのは、会社のように就業規則
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で縛って、これやらなければ、給料やらないですよというような世界ではないのですから、特に、

ＮＰＯは、いつでもやめられるわけです。突然、全く考えの違う方が入ってくるわけです。そう

いう方と一緒にやるには、温度差があって当たり前です。その温度差をこのように考えたい。 
３種類の人がいます。その一つは、プレーヤーです。認定講座を受けて、ＩＴをきっちり教え

られる人、教えるのが好きな人、これがプレーヤーです。このプレーヤーは、わけのわからない

行政からこのようなことをやってくれと 
いうことに、どのようにまとめようかな 
ど、考えたくないのです。 

ある程度形ができてから仕事をする。 
この形を作るという所にいる人は変わり 
者で、やっぱりプロデューサー役、そう 
いうことになると元気がでていろいろ考 
えだす人、数は少ないですが、プロデュ 
ーサーという方がいるわけです。もう一 
つはちょっとだけお手伝いする。プレー 
ヤーの技術はないかもしれないけれど、 
趣旨が分かっているからお手伝いする。 
サポータ役、ちょっと受け付けだけでもやってくれないですか、といった人が沢山いないとう

まくいかないです。プレーヤー役とかプロデューサーばかりではうまくいかない。全体として２

０人の会があるとすれば、プロデューサー役は１人か２人、プレーヤーという人が４人か５人、

お手伝いとかサポータの方が１０数人、という感じが良いのではないかと思います。そこで自分

はそのどれにはまっているのかなということが、お互いよい意味で分かっていれば、これがひと

つの課題解決というか、困ったことの解決策ではないかと思います。 
この地域の事に関わるには、３種類の人間がいるということを考えたらよいのではないかとご

提案したいと思います。以上です。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
プロデューサー役、プレーヤー役、サポータ役、言われてみると、まさにそうであって、私た

ちの活動の中でもトラブっていたのは、このことであったのがよくわかりました。 
次に三和さんお願いいたします。 

 
【【【【三和氏三和氏三和氏三和氏】】】】    
活動が１９年まで約６年、だいたい

受講されている方が年に１００人少し

おられます。今まで７００人から８０

０人ぐらいです。先程、経営という事

で堀池さんがおっしゃっていましたが、

コミュニティビジネスというのは、あ

まり良い言葉とは思いませんが、事業

を継続しないとビジネスにはならない。

どうやって継続するか、継続すれば、
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それだけ世の中に役に立つといった発想で経営しておるわけです。 
経営には、人とものとお金があります。人はこうして皆さん、一緒にプレーヤーとかいろいろ

ありますが、熱心な方が最初にいなかったらだめです。 
もの（場所）は、商店街の空き店舗を借りましたので、タダです。家賃はいらない。光熱費も

いらない。商店街の行為でサポートしていただいています。あと残るのは、お金です。どのよう

に経営しているかというと、受講料で、受講料がイコール教えていただいた先生がたのお手当て

という形でした。これは自主独立経営ということで、少なかったら報酬は少ない。受講者が増え

たら報酬が多い。こんなことで、やらせてもらっております。 
そこで、自主経営をしなければならない。どのようにしたら良いか、先程でておりましたが、

ＩＴ工房というのがあります。皆で、商店街のホームページを作り、商店街をいろいろ応援して

お金を稼ごうかという話も出まして、基本的に自主経営をしております。しかし大きなお金、機

械の入れ替えや更新のお金です。ソフトは、みんなで買っていただいておりますが、設備だけは、

寝屋川あいの会というＮＰＯの団体でもたなければ仕方がないと思っております。ということで

ずうっと続けていきたいというのが、現状です。以上でございます。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
それでは、箕田さんお願いします。 

 
【【【【箕田氏箕田氏箕田氏箕田氏】】】】    
私の方からは、行政の方からの観点の課題ということで、二つ程申し上げたいと思います。 
一つは、規制緩和があります。公共がいろいろとやるときにまだまだ民間が、十分に機能して

いないときに、先導してやります。うまくビジネスモデルができれば、民間にゆだねてやってい

ただき、行政が連携してやる。例えば、民間が活動するときに、学校だとか老人福祉センターと

か、市の施設を貸し出すことがあります。そのときに、行政財産ということになりますと、目的

にあったことでしか使えない、といった制約、行政ルールが沢山あるわけです。いろいろ場所の

問題以外にも、制度があるわけですが、なかなかうまく合わない方には、その対象にはできない。

ところが、民間の方にやっていただくには、ぴったりと合うというケースが、ないことが多い。

そういうときに、柔軟にそれを運用していく。まあ、規制緩和を考えるということがないと行政

と民間のＮＰＯの方々とうまく連携してやっていく。そのような仕組みを作っていかなければい

けない。これは、まだまだ続いている問題です。私ども財団がいろいろと考えて、やりやすく考

えていくことが必要かなと思っております。 
二つ目は、情報リテラシー、デジタルデバイドの話になりますが、私ども財団でもいろいろア

ンケートをとりまして、どのぐらいの方がインターネット利用されているか、今朝、山内先生か

ら６０代の方が半分、６０代後半で３割程度とおっしゃっておりましたが、私どもの調査では、

高齢者の方でインターネットを利用している方は、もっと少ないです。 
地域でのまちづくりの話ですとか、見守りのシステムであるとか、幾らシステムを作っても、

高齢者の方がそれを使えない。やはり作ったシステムが使われないことになる。デジタルデバイ

ド、格差をなくしていくということをやっていかなければならない。アンケートでも何が問題か

と、整理しますと、高齢者の経済事情が悪いから、パソコンがまだ高いということもありますが、

これはだんだんとやすくなっておりますから良いとして、意欲と関心がないという方が多い。 
自由回答を、幾つか見てみましたが、関心がない、役に立たない、子供に悪いといったマイナ
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スイメージが先に立って、アンケート等してもらわなくて構わないといった回答まであります。 
でも山内先生は、世代が動いていくからそれで構わないと言われましたが、今のネットの利用

率を考えると、情報化に親しんでいただく、これをやっていかないとシステムを幾ら作っても、

なかなか使われない。行政としては、ここを考えないと幾らシステムを作っても、高齢者に浸透

していかないことが問題だと思っております。 
私どもは、パソコン教室等はもちろん、ＮＰＯの方でいろいろやっていただいております。普

及啓発の問題は、大いにきめ細かく連携してやっていかなければならないと思っています。 
 

【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
それでは、井上さん、よろしくお願いします。 
 
【【【【井上氏井上氏井上氏井上氏】】】】    
端的に申し上げまして、一番困っていることは、広報です。いかに受講生を集めるか、知らし

める、募集する、これが一番苦労しております。今のところ、幸いにも、仙台市とのコラボレー

ションの中で、市の便りという広報誌の中に、掲載していただいてやっております。市の方から、

これもなしと言われますと、全くお手上げになってしまいます。 
それともう一つは、教室です。教室もいろいろ制約はありますが、市の方の施設をお借りして

やっておりますので、今のところ問題はないのですが、これもだめということになると、商工会

議所とか他の施設を貸していただけるということであれば、何とかなると思うのですが、そうは

うまくいきません。そして、今の教室は、市の事業であると、皆さんに思われておりますので、

クレーム等が、市の方へストレートに行きます。これは、困った問題ではなしに、クレームが市

の方へ行った時の問題解決ということで考えておったのですが、私どもが、サポータ或いは、イ

ンストラクターに絶えず言っていることは、生徒と教師の関係ではなく、教えてやるというよう

なおこがましい考えを持ってはいけません。あくまでも受講生の方は、お客さんであるというと

らえ方をすれば、自から、お話するのも、接する態度も、変わってくる。まあ、大変苦労します。 
やはりボランティアというのは、企業ではございませんので、十分なお金をお払いしているわ

けではありません。だから、「ギャラが安いと思ったらやめろ」とか、「首にするぞ」、「どっかほ

かへとばすぞ」というセリフは当然聞かないわけです。一番肝心なのは、本人たちのヤル意欲で

す。意欲にはないわけです。この意欲をいかにして出させるかということに苦心するわけです。

よく言われるマグローの五段階ですが、自己実現が重要になるでしょうから、本人達がやりたい

ということを実現させてあげる方法というのが一番いいわけです。 
先程聞いて、なるほどなあと思ったことは、それぞれの人にそれぞれの特徴があるわけです。

俺は教えることに生きがいを感じる、俺はマネージメントすることに生きがいを感じる、俺はそ

んな大げさなことを考えていないので、お手伝いさえできればいいということで、自己実現して

いる方もいるわけです。 
そういう人々のやりたいこと、希望がどの辺にあるかということを絶えず気にしながら、やっ

ていくタイミングを図っていくことが肝心なのかなあと考えておりました。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
ありがとうございました。私自身も広報ということについては、取材する側でしたので、私た

ちの活動をＰＲすることに苦心しております。行動を継続して行くことに、大切なのは、毎年毎



 50

年、新聞記者等が見ても、何か新しい話が、ちょっとでもはいっていないと、取材する側は、「何

だ、去年と同じじゃないか」。ニュースネタにならないと思ってしまう。パソコン教室にしても、

今年から、受講生のＯＢの方がインストラクターやサポートになって教えてくれるとか、毎年違

った新しいことをいれたような工夫が必要だと感じました。 
 
 
【【【【塩見氏塩見氏塩見氏塩見氏】】】】    
困ったことは、先程、介護施設で、パソコン教室をする。前々からやっているというお話しを

しました。 
やる時は非常に勇ましく、やりますよ。大丈夫ですよ。パソコンは我々が持ってきます。大変

かっこよかったわけです。ところが、やっていく間に、その当時の OS、９８では、ウィザード

が出てこない、クリップアートの絵が少ない。これでは、だめじゃないかということになります。

中には、新しいソフトを持っておられる方もいます。２０００とか、ＭＥ、もっと新しいものが、

入ってくると、アンマッチするわけです。 
パソコン教室をやると言った以上、いかにその覚悟が乏しかったか。これを非常に反省いたし

ました。直ちにエンタープライズのソフトを手に入れまして、ＸＰに置き換えたわけです。私ど

もはアプリケーションには、強い面を持っておりますが、基本のハードデスクであるとかドライ

ブに非常に弱い。或いは、ウイルスの駆除に弱い面があります。他の団体の方々は、わかりませ

んが、私たちはそうでした。我々の組織の中に技術担当ということで、３名のプロを配置いたし

ました。 
いずれも、我々の団体の役員です。この３人が、素敵な方でして、このうちの１人は特に仏様

のような方で嫌ということを言ったことがありません。どこへでも、行っていただける、また、

何でもニーズに応じてくれる。みなから頼りにされている。こういう人物がシニアネットのハー

ド部門を守る立場として、ぜひ必要であろうと思います。先程、堀池さんがサポータのことを言

われていましたが、多分このことではないかと思いました。私どもでは、技術担当という役割で、

活躍していただいております。いずれも、メーカーにおられたプロです。 
それから次にオフィス２００７と２００３の競合について、困った問題が、いろいろ出ており

ます。マイクロソフトオフィスの２００３と２００７は、使い方も違いますし、ボタンの位置も

違います。２００３で作ったものと２００７で作ったものが、お互いにみえたりなかったり使え

たり使えなかったり、私たちパソコン教室を担当するものは、技術の最先端ぐらいのレベルを持

っておかなければならない。常に勉強を怠ってはいけない。そういうことを真剣に考えておると

ころです。 
そして、当面取り組まなければならない問題というものが、一つあります。３万人の大台を超

えたと言いましたが、この３万人の方々が、おうちに帰えられて、今日現在、今現在、なにをさ

れているか、パソコンを使っているのか使っていないのか、どのように活用しているのか、アフ

ターの調査が不十分です。今日、山内先生は、シニアの方々は、継続していくのではないかとお

話しなさいました。私たちも、そうであるかなとは思いますが、実際に調査をしておりません。

ここは私たちの手抜かりなのかなあと思います。これからシニアの方々をサポートするには、教

室が済んだ後のフォローもしっかりしていかなければならないと思います。以上です。 
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【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
やはり、第一線の現場でやっておられるリーダーの方ですから、非常に役に立つお話が聞けた

と思います。 
今回のパネルディスカッションを聞いて、これからシニアネットを始めようという団体の方も、

おられると思います。第４番目のテーマとして、これからシニアネットを立ち上げる皆さんに、

この辺は、押さえておいた方が良い。この辺は、このようにした方が良いというところが必ずあ

ると思います。そのノウハウを、少しお話しなければと思います。 
これからシニアネットを始められるようとする方々には、最前線の方々のアドバイスは、非常

に役に立つものになると思います。 
今回は、三和さんからお願いします。 

    
【【【【三和氏三和氏三和氏三和氏】】】】    
あまり僭越なことは、よう言いませんが、感じることをそのまま申し上げたいと思います。 
私は、寝屋川あいの会の経営をやっております。基本的に私たちのこの活動というものは、マ

ーケットインと言いますか、利用者の立場に立って物事を考える。これが一番基本かと思います。 
会社にお勤めの方わかると思いますが、プロダクトアウト、できたものを押し付けるという考

え方が、非常に多いわけです。しかし、こういうボランティアの世界、地域の世界というのは逆

です。地域の皆さんが本当に必要なものを何かと、このことを聞いてこれを取り入れていく。こ

れが、基本のスタンスだと思います。その中で、自分の得意なことをあれもやりたいこれもやり

たい、いろいろありますが、本当のニーズはないかと。写真の加工であるとか、もっと単純に、

インターネットであるとか、そういったところから入るのではないでしょうか。常日頃、そのよ

うなところからやっております。私たちのメンバーもいろいろおられますが、それぞれ得手不得

手があります。メンバーのネットワークの中で、葛藤しながら続けていておるという事が大きい

でしょうか。 
なぜこのようなことを言いますかというと、広報活動で先程からお話が出ておりますが、なか

なか今の時代、広報だけでは集まってくれません。何かというと口コミです。徹底した口コミで

す。なぜ口コミの起こるかというと、来てくれた方がうれしかったから口コミが起こるわけです。

それははっきりしております。特に、女性の方は、お友達が多いですから、そういう意味では、

次あの人、次あの人というような形であらわれてきます。これが大きな基本かなと思っておりま

す。 
先程にもお話がありましたが、すでに習った方へのフォローが大切です。私どもの講師の方々

が、やっていることは、E メールを習った方へ発信しています。発信しても、返事のない方がい

っぱいおられます。発信しておれば、必ず相手は、見ておられます。お返事はないけれども、見

ている。このような形が今出ているのではないかと思っています。そういう形を続けていって、

私たちの熱意を、本当に好きだからできるのだと思いますが、伝えていく。いつかは、形になっ

ていく。だいたいそのようなことを感じております。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】有難うございました。次に、箕田さんお願いします。 
 
【【【【箕田氏箕田氏箕田氏箕田氏】】】】    
私のほうから、３つほどお話したいと思います。 
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一つは、支援制度ということで、勉強される費用を負担したり、コンサルタントされる方を派

遣したり、私も知らなかったのですが、行政のサポートする制度が、ネットで調べますと、たく

さんあります。今朝も近畿経産省のかたもお話されていましたが、国のほうも協力するための支

援制度があるとおっしゃっていましたが、ある意味では、国も府も市も含めれば沢山あるという

ことです。それが意外と隠れたところにあるということです。これを是非探す必要があります。

私どもも見まわりロボットというのは、国の実証実験の補助があって、最初気が付かなければ、

実証実験も出来ませんでした。やっぱりいろいろ探して、補助がいただけるということです。地

域の方のご協力も勿論あったわけで、うまくいって、その実験現場の小学校が有名になって、そ

の小学校以外からも、防災・防犯に役立つという事で、引き合いがありました。最初に良いメニ

ューを見つけて取り入れると、ＮＰＯさんなどの経済力を考えても、役立つものが沢山あるとい

うことです。自分たちに合ったものを見つけるということが大事かと思います。 
次に、広い範囲でいろいろなビジネスを考えますと、高齢者に関するマーケティングというも

のが大事だと思います。自慢話になるかもしれませんが、例をいいますと、大阪市内に随分高齢

者が戻ってきております。昔、大阪市は、ドーナツ化現象という事があり、皆さん土地が高かっ

たものですから、郊外に住まいを移される方が多かったわけです。それがお年を召されて、子供

さんが独立すると、都心の歌舞伎や音楽といった文化施設がたくさんあり交通機関も地下鉄や市

バスが充実しており、住みよい、過ごしやすいという事で、都心のマンションに帰ってこられる

方が増えてきております。やっぱり、私も段階の世代ですが、都心に住んで都心の生活を楽しむ

という事があります。そういう方々がそこに帰ってきているという、統計なりデータが、随分公

開されております。したがってマーケティングするというときに、情報化時代のＩＴを駆使して、

これからのビジネスに合った情報を探していただく事が大事だと思います。 
三つ目は、先程のマイナス面の話ですが、地域で活動しようと思うと、堀池さんがおっしゃっ

ていましたが、温度差がある。私どもがまちづくりをしようとすると、温度差というより、まっ

たく対立することが多く、ひとつのコミュニティーをまとめるという事は、たいへんです。誹謗

したり中傷したりする事もでてきます。そういうことを念頭に置かれて、コーディネートする、

リーダーシップをとるということが、デジタル社会の影の部分をカバーしながら、活動を進めて

いく事が必要かなと思います。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
井上さん、お願いします。 

 
【【【【井上氏井上氏井上氏井上氏】】】】    
グループとかサークルとかいう集まりですが、ご本人たちが楽しめばある程度目的を達成する

わけです。ボランティア団体のようなある程度組織化された団体、目的をもって組織化された団

体は、信頼を得る、つまり相手があるということが大事です。信頼というのにはいろいろありま

すが、個人情報といったことにもしっかりと配慮して、特に行政とのなかでのお手伝いというこ

とを考えますと、ここをきっちりと守ってやるということが非常に大事です。 
それともうひとつですが、いかにボランティア団体といえども組織としてしっかりしていなけ

ればならない。継続していろいろなことをやっていくということになったとき、これは一般企業

と同じであると思います。端的に申し上げますと、このようなボランティア団体を立ち上げた人

というのは、大変思いが強く、大きな目的をもって立ち上げますが、年齢的な問題、健康的な問
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題、いろいろなことでこの人ができなくなったとき、ポシャッてしまうような団体ではいけない。

やはり継続して続けるためには、私は２代目ですが、初代の偉大な人がいましたが、何とかして

この組織を続けていかなければならないということに力点をおいてやってきました。今度は自分

がそろそろ引き下がる。そのときにやはり次の人を育て上げた中で、継続していけるように考え

ていかなければならない。これから、何をするにしても、団体を立ち上げるときに一番大事なポ

イントであると私なりに考えております。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】塩見さんお願いします。 
 
【【【【塩見氏塩見氏塩見氏塩見氏】】】】    
今井上さんがお話されましたことに、私自身も関連するのですが、NPO 法人というのは組織

化されているのですが、考え方としては組織であって組織でないと思っております。なぜ企業の

ような組織でないと思うかというと、命令系統というのが組織のように独立しておりません。わ

たしから誰かに命令をするというのは、間違えの元になります。受け取る側が、命令として受け

取らないですから、  
同じ仲間同士との感覚ですから、命令による伝達という方法でやりますと、当然そこには抵抗感

が生まれます。つまり現役を退いた方々は、皆さん同じレベルです。たまたま、役員をやってい

る、ある窓口をやっているということです。丁寧にお互い話し合いをしてお願いをする、依頼を

する。そして同意を得て実行をする。そうすれば、あまりもめることもないのではないかなと思

います。そのようなことで組織であって組織でないと申し上げました。 
それから、介護保険制度のいろいろなことを私はやっておりますが、その中でご承知であると

思いますが、施設に入る場合には、入居説明の際に、アシスメントというのがありまして、家族

の意見、ご本人の意見を、「何がしたいですか」「何が望みですか」「日常生活の中でどういうこと

がお好みですか」など、聞くようになっています。それで介護施設に入って毎日生活する中で、

聞いたアシスメントに基づいて実現させてあげるということが、介護施設の役割ということにな

っております。 
それと同じことで、私たちがある教室を作って、あるテキストを作って、それを押し付ける。

そのようなやり方というのは、いいのだろうかと思います。本当にシニアの方々が習いたい、そ

の内容というのは、どんなことでしょうか。このことをきっちりアセスメントして実行したほう

がいいだろうと思いますが、なかなか難しいことです。難しいですが、受講生を集めなくてはな

らないし、それをいちいち聞いていると何も実行できない。時間もかかる。しかし本来の基本は、

やりたいことをやらせてあげることが、長続きすることであり、平穏なことであると思います。

辛抱して、よく考え、努力することが、成功の近道ですと、私は信じております。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
ありがとうございました。ボランティア活動というのは、組織であって組織でない。組織でな

いけれども組織立ってやらなければならない。あい矛盾した使命であって、そのことをよく心が

けてやりなさいという貴重なアドバイスだったと思います。 
続きまして、堀池さんお願いします。 
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【【【【堀池氏堀池氏堀池氏堀池氏】】】】    
シニアネットをこれから始める方に、私から言いたいことは、少し違うことです。この会は１

０回目です。１０年近く続いてきた。１０年前のスキムで動いてきているわけです。どういうこ

とかというと、非常にデジタルデバイドとしてのシニアが多い。いかにシニアに、ＩＴを、メー

ルを、インターネットを活用してもらうか。それがいかに充実した生活につながるかということ

でやってきておるわけです。そのなかで課題として、いかに組織運営だとか、効率的にそれを教

えるのかということになっていますが、私はそういうどのようなやり方をするかというテーでは

ないテーマが、これから始める人にとって、一番大きいのではないかと思います。 
世の中がシニアに求めているのは、なにをやるかといったスキムがないのではないか。２００

２年に政府がＩＴ教育を５３０万人やりました。大半がシニアです。 
その後入ってくる団塊の世代は、企業でかなりやってきている。ＩＴを活用して、なにを地域

でやるのか、地域でＩＴを活用しないことのほうが問題なのではないか。その方が、非常に大き

な課題ではないか。 
今日、経済産業の部長の方が挨拶でお話されましたが、コミュニティビジネスの推進というこ

とで、地域に役立つビジネスを地域住人がやることに、かなりのお金を国が付けるようになって

きた。 
問題は、課題解決です。このようなわけのわからない課題というのがあります。例えば最初に

戻りますが、日本人が持っていたいろいろな物づくり、ナイフの切り口はどちらですかと、小学

校５年生に切りだし小刀を見せて、４０％の子供しか切り口がどちらか答えられない。生まれて

初めてナイフを見ましたという子が多い。それぐらい親が見せていない。台所の包丁すら見せて

いない。こういう風なことが問題ではないか。非常にマイナーな問題に見えますが、我々シニア

にとっては、大事な問題で、シニアがやらなければ誰がするんだといった課題が残っています。 
このことをやりたいということで、小学校でやりました。たくさんのノウハウがあります。こ

のときにＩＴが大変役立つわけです。こういうことをやりたいという人がたくさん集まってくる

わけです。このことをブログに書き、見ている人とメールでやり取りをする。なにをやっている

かということが明快に分かるわけです。これは高度なＩＴの話ではないわけです。ＩＴをこうい

う活用をしていくということで、こういうことにお金を出しましょうとか、ビジネス的にもやっ

ていきましょうという話が出てくるわけです。 
マイクロソフトの営業の方とも２～３年前に話しましたが、このような活動が活発化すれば必

ずマイクロソフトも儲かる。必ずマイクロソフトの製品を使うようになる。活発化する活動は、

何でもよい。今までやっていない活動をやっていただいたら、取り組みましょうということがあ

るわけです。 
シニアネットの活動で、シニアドというのはしっかりとした仕掛けとして展開しているわけで

すから、この上に乗っかって、ＩＴの活用は楽しいよということを、これはこれで需要がありま

すからやって、その次に、何を活用するのかということに対する、勉強、コーディネイションを

していくようなことを、シニアド 2.0 といったことでやっていくべきだと思います。 
徳島大学の吉田敦也先生が「構築ガイド」１０９ページでおっしゃっていますが、今ヨーロッ

パで、このシニアドを世界標準にして、EU の方々は労働者名簿にこの資格を持っているという

ことで、採用のときに使っている。日本にはこのことがないのは、シニアドがこのことに取り組

んでいないからです。 
こういうことを取り組んでいかなければならないと、吉田先生はおっしゃっています。非常に
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重要なことであれば、アドバンスの次のことをやる。このことを、これからシニアに入ってくる

人たちのことを考えて、やっていくべきだなと私は思っています。リアル活動にＩＴをどう活用

していくかということをテーマに、新しい方々は取り組んだらよいと思っています。 
サジェスチョンなのか提案なのか分かりませんが、よろしくお願いします。 

    
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
ありがとうございました。１０年一区切り、また新しい１０年が始まるわけで、それに対応し

た取り組みも必要だというご指摘をありがとうございました。 
報告者の方々には、たいへんご協力をいただきまして、時間を知らせる押鈴もほとんどなるこ

とがなくて、予定通り進めてこられたことを大変感謝いたします。 
このパネルは、双方向性のものでして、これからフロアからのご質問を受けたいと思います。

今日はずいぶん盛り沢山のいい話がありました。この提案をもう少し聞いてみたいなというとこ

ろがあったと思いますが、どなたかおられますか。 
少し考えていただいている間に、これからどうするか、今後こういうことやってみたいという

ことがありますでしょうか。 
では塩見さんいかがですか。 

 
【【【【塩見氏塩見氏塩見氏塩見氏】】】】    
いろいろな場面でたとえの話が出てきます。 
日本人の人口の５人に１人は６５歳以上であるとか。繁華街に目を向けてみると、５人に１人

が６５歳以上であるとは感じられない。若い人たちが多い。では、この時間６５歳以上の方々は、

どこで何をしているのか。その活動のパターンを、行政の方とか調査会社が、この時間、このよ

うな活動があるから、皆さん参加してこのような活動をしてみてはいかがですか、午前１０時頃

にはこんなこと、午後３時頃にはこんなことをしてみてはといったことができるよう、調査して

いただければいかがでしょうか。シニアの行動パターンを、５人に１人が、１日どういうことを

しているのか。ただ５人に１人と言うだけでなく、その有効性をこのような活動につなげていこ

う。このことが、次の世代にいい結果を生むのではないかな、いい活動につながっていくのでは

ないかなと思います。今日のこのフォーラムのテーマのように、アクティブシニアに、我々シニ

アネットが近づいていけるのではないかと、常日頃考えております。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】井上さんいかがですか。 
 
【【【【井上氏井上氏井上氏井上氏】】】】    
今日はいろいろと、隣におられる皆さんのお話を聞いて、私どもこの１０年ほとんどＩＴの講

習を中心にきておりましたけれど、正直申し上げましてこれだけでは行き詰ってくるだろうと思

っております。そう意味で言いますと、ＩＴを活用していく場面をもっと考えていかなけれだな

らないだろうと思います。行政を含め、いろいろな方々とお話しながら、もっとＩＴを活用する

場所、お手伝いできるところはないだろうかということで、もっと広げていかないと、現在やっ

ている我々の活動は、そのまま収縮してしまうだろうと思っております。その辺のところをもう

少し広めていく。また堀池さんの三鷹とか、広島の塩見さんのところなどのことを、もっともっ

と具体的に聞いていきたいなと思っております。 
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【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
ありがとうございました。三和さん、非常にきめ細かくやっておられますが、リーダーとなる

後継者について、どのようになさっているのかということと、今後こういうことやりたいなとい

う取り組みについてお考えがありましたらよろしくお願いします。 
    
【【【【三和氏三和氏三和氏三和氏】】】】    
リーダーの問題は、正直困っております。次の世代をどうするか。今感じておりますのは、定

年退職して年金がもらえるまでは、こういう NPO 活動や、ボランティア活動に来られない。昔

は６０歳ぐらいでしたが、今は６５歳ぐらいです。年金が満額もらえるようになると、NPO や

ボランティアに来られる。これが今の実態です。そういう中から、先ほどから話に出ているよう

な、本当に好きな方がおられて、後のことをしてくれたらなということで、現在のところ７０歳

前後の方ががんばっているのが実情です。 
もうひとつは、どうしても先生というのは、上から物を言う。これだけはやめてほしい。私た

ちは、同じ目線でやることが大切である。会社にいたときの肩書きが、絶対通用しませんよ。そ

のことが分かっていただけると、人柄も分かってきますから、起こしになる方も喜んでいただけ

る。ちょっとお茶汲んできてくれないかなどと、先生が言ったら、だれがついてきますか。なん

で、他人の亭主にお茶をいれなあかんのやと思います。ボランティア活動の基本です。そういう

ことを分かった親切さ、お互いの待遇を認めあってやっていけたら、パソコンというのは本当に

いい武器だと思います。 
私の女房も好きになってやっておりますが、取っ掛かりをうまく誘導してやる。もっと端的に

言うと、えらそうにせず、素直に接して一緒にやりましょうとこんな感じで進めていけば、輪が

広がっていくのではないかとそんな感じがいたします。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
蓑田さん。 

 
【【【【箕田氏箕田氏箕田氏箕田氏】】】】    
私は観点が違うのですが、シニアネットさんの今後の活動に参考になるかもしれませんのでお

話します。 
ハードの話ですが、今地上デジタルとか、新しい情報のツールができてきて、双方向でいろい

ろなことができる時代になります。私ども大阪市の場合、光ファーバーを引くために関西電力さ

んと昭和６０年ですからずいぶん前になりますが、一緒に会社を作りまして、今はそれを唐沢寿

明がｅｏひかりという宣伝をしております、ケイオプチコムと言う会社になっていますが、大阪

市が最初に取り組んで、今は民間会社になっています。その中でＣＡＴＶという有線ＴＶがあり

ます。地デジはたくさんのチャンネルを持っていますが、このＣＡＴＶもたくさんのチャンネル

があります。それを地域の活動に使いたいという話が、そのＣＡＴＶから来ていまして、私もお

付き合いがあるものですから、お話をしておりますが、その日の市場の価格なども含めて、双方

向でリアルタイムにやり取りできる番組ができるわけです。ＣＡＴＶというのは、地域に依存型

の放送ですから、そういうものを地域のツールとして使っていくような基盤ができて、皆さん方

の活動がスムーズにブロードバンドでやっていけるように、整備ができればと思っております。

そういうハードの進展もにらんで活動をやっていただければ、いろいろなことも考えられるので



 57

はないかなと思っております。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
堀池さんにお伺いしますが、竹とんぼのお話で、私は最後のところを聞き漏らしているかもし

れませんが、講習会をやって、あのよく飛ぶ竹とんぼつくりの技術を体験してもらうということ

で、これはすばらしい世代間交流の場になっていると思います。そのこととＩＴのことが、具体

的にはどのようになっているのかというところをもう少し聞かせていただきたいのですが。 
 
【【【【堀池氏堀池氏堀池氏堀池氏】】】】    
フロアの方から質問がでれば答えようと思っていたのですが、今、どこ竹の活動は、子供たち

にどのように教えるかということには、ＩＴをまったく活用しているわけではありません。営業

をして、教室を準備して、児童館と

か学校とか、商店街と組んでやると

きに、その活動の連絡をきめ細かく、

メーリングリストでやっています。

その間の資料のやりとりとか、テキ

ストなどを渡したりするときにＩＴ

を使っている。実際に行われるとこ

ろ発信の共有、どのようなことが行

われているのかという部分です。ど

ういうことをしているのかというこ

とが、単純な写真をブログに掲載す

ることで分かるわけです。 
県立の博物館の方とか、これを見

た方から電話が「あなた方の活動はほんものだ」とどんどんかかって来るわけです。講師依頼が

あって、打ち合わせをしましょうということになります。それをまた、メンバーに連絡する。本

部はほとんど活動しておりませんが、１０の地域のグループが、それぞれメーリングリストをも

って、ブログを発信しますし、個人ブログも発信しますから、個人でやっている工作や、使って

いる道具が掲載される。やっているレベルは低いのですが、よってたかってＩＴを使っている。

ＩＴを使わないとこのようなアナログの活動が推進できない。 
アナログの活動をやればやるほどＩＴで連絡をとるという関係になっている。これは、竹とん

ぼの例をお話していますが、竹とんぼでなくてもいいわけです。子供に料理を教えるとか、ほか

のことでもいいと、そんなことを思っています。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
ありがとうございました。よく分かりました。フロアの方から、質問がないようなのですが、

私のほうから質問しますと、いろいろな活動をやる場合に、専門家が必要になります。専門の技

術や知識を持った人やサポータを集めなければいけない。そんなときに皆さんはどうされている

のでしょうか。どんな工夫をなさっているのでしょうか。 
井上さんのところは、リーダーの人材は苦労して集まるというのか、育成など意図的になにか

やっておられるのでしょうか。 
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【【【【井上氏井上氏井上氏井上氏】】】】    
意図的にとか、特別にということではないのですが、私どもがスタートしたときには、ただ一

人よく知った方がおられた。その人が先生になってやっていって、そのあとは皆がそれを聞きな

がら勉強しながら、今度は自分たちがインストラクターとして教えられるように努力していった

結果です。 
ただ最近は地域のリーダーとしての活動できる、地域リーダー養成講座などもやっております。

養成講座にこられる方は、かなり詳しい方も増えてきております。ワードやエクセルといったい

ろいろなパソコンのコースを特別に６日間かけて長くやります。そういう風なことをやってクラ

ブ員になってもらって、そこからシニア情報生活アドバイザーの資格認定をしてもらうための講

座をやってもらっています。 
私どもがやっているのは、パソコンを教えるということが中心です。ほかの方々は、もっとい

ろいろなことをされていますので、それぞれリーダーをどのように発掘されているかわかりませ

んが、私どもがやっているのは、以上のようなことです。 
 
【【【【堀池氏堀池氏堀池氏堀池氏】】】】    
今の三木さんのご質問に答えるのは、なによりリーダーシップの発見の仕方というのをやって

いるのが、シニアドです。 
シニア情報生活アドバイザーの価値というのがどこにあるかというと、いろいろなレベル、高

いレベル、低いレベルの教える人がいる

のではなくて、さまざまなシニアに対応

するためには、このレベルのことをきっ

ちりやらなければならない。みんな同じ

にするわけです。そのことによって共通

した教室運営がやれるようになるわけで

す。そのことにものすごい価値があるわ

けです。 
私はそれを、シニアドで学んだので、

ドコ竹に持ち込んだわけです。竹とんぼ

の教室に、ものすごくできる講師がいた

ら、工作をやったことがない方は怖気づ

いて、協力しにくくなるわけです。最低限３０分で子供に作らせて１０ｍ飛ばせるようにすると

いうことは、これを必ずやらなければならないし、必ずこれをやってください。それを皆できる

ようにしているから、教室が協力して、どんどんどんどん運営できるようになるわけです。私が

その先というのは、高度なことではなくて、これから地域課題をやるときに、このようなことを

やればよいのではないかという、シニアドが考えているような仕組みを、地域課題の解決に持ち

込むことができるのではないかという気がしています。 
リーダーのリーダーシップに温度差がある中で、どのようにやるかということは、シニアドの

教育の中で、シニアド育成の中で非常によくできていると思います。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】 
ほかになにかありましたら。 



 59

【【【【塩見氏塩見氏塩見氏塩見氏】】】】    
私がなぜシニアネットの理事長になっているかはともかく、理事長である代表者は、パソコン

教室を開催する当事者ですから、パソコンのことについて１から１００まですべて精通している

かと、そういうことはありません。 
要するに、私たちは何を目的に、何をしたらよいかという理念をしっかりと持って、マネージ

メントすることが大事です。そのマネージメントすることを見失ってしまうと、教室があっち行

ったりこっち行ったり、ばらばらになってしまう。アドバイザーの配置をどうするか、広報をど

うするか、そのようなことをキチッとマネージメントできません。 
ですから、役員会とか、部次長とか言う人はマネージメントを心がけて、教室が正常に運営で

きること、堀池さんが言われたように、平均のレベルに教えるために、学んでいただくためにど

うすればよいのか。 
平均レベルの方が１０人いて、そうでない方が９０人いたのでは、組織はうまくいかないので

はないでしょうか。９０人の方が、怖気づきますから。 
私どもはすごいとは思いますが、その精通したレベルには到達できないと思います。私はせめ

てマネージメントが正常にできるように、皆が笑顔で受講できるように、そういう教室の進行を

目指しているところです。 
 
【【【【三和氏三和氏三和氏三和氏】】】】    
活動のポイントですが、富士山がそこにあるとしますと、富士山は東西南北どこからでも登れ

ます。上り方は、いろいろテックニックあって、それぞれ個性があってかまいません。一番上に

ある目的・ミッションに到達する意識を合わせておかなくてはいけません。これが長続きする最

大のコツです。 
そのときに個性がいろいろあります。個性同士がけんかしないことです。お互いにけんかばか

りしては、前へ進まない。お互いの非難をしないことが、チームワークのあり方だと思います。

私がマネージメントをやって、ＩＴの方は、２人の方が中心ですが、２人の意見が違います、発

想が違いますが、目的は一緒です。そのなかで私が営業をしてやっております。 
それぞれの進め方の中に、私も加えてもらってやっていますが、そのような形で進めていくの

がよいのではないかなと思います。 
 
【【【【箕田氏箕田氏箕田氏箕田氏】】】】    
私のところは組織が違いますので、ＩＴを教える人を教えるということでお話をしますと、私

どもの中にホームページを作る仕事があります。それには派遣社員を使っていますので、かなり

のプロです。 
そういう派遣社員が、私どもの職員に教えるわけです。また教えてもらったものが次に教える。

そういうことで次第に職員のスキルが上がっていきます。 
それぞれの職員が独立して仕事ができるようになる。組織が違いますが、人材を育成するとい

うことであれば、そのような感じでしょうか。 
    
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
シニアネットがいかにシニアの生き方をアクティブにしているか。いかに地域に活力を与えて

いるか、ということを、実際の例を下に実感していただけたと思います。駆け足の討論になりま



 60

したが、でてきた話題とかテーマとかいうものは、大変密度の高いもので、他のボランティア活

動をやっています、私どもにとっても非常に有益な議論を聞けたと思っております。ほかにお話

はありませんか。 
    
【【【【井上氏井上氏井上氏井上氏】】】】    
私は、ひとつ会場の皆さんに考えていただきたいことがあります。 
それは何かといいますと、ボランティア活動というのは有償なのか、無償なのか。本来ボラン

ティアというのは、無償だと聞いております。最近は違ってきて、有償活動なのです。私どもは、

ここにおられる方も同じだと思いますが、年金生活に入っていますので、それほど有償にはこだ

わらないと思いますが。しかしこれから入ってこられる若い方々は、どうなのだろう。お前意欲

があるから、無償でがんばれ、ということが言えるのか。有償というのは、どれぐらいどうなの

か。今日の話題には、そこのところはタイトルとしてありませんので、述べるつもりはありませ

んが、やはりそういうことも考えた中でやっていかないと非常に難しいのかなと、逆提案で申し

訳ありませんが、勝手なことを申し上げました。 
 
【【【【三木氏三木氏三木氏三木氏】】】】    
 それではおしまいにあたって、私が一言だけご挨拶します。高齢社会が進むにしたがって、「３

カク健康法」ということがよく言われるようになりました。私はどなたが言い出したかは存じま

せんが、この「３カク」とは、「汗をかく」「文を書く」「恥をかく」ことです。「汗をかく」とい

うのは、適当な運動をする。意欲的に物事に取り組むことです。「文を書く」とは、シニアネット

の場合には、キーボードをたたいてしきりに情報交換を行う。ボケ防止にも役立てる。３番目の

「恥をかく」、これが大切です。恥をかくことをいとわず、前例のないことに挑戦する。若者のよ

うな旺盛な好奇心、これが必要ではないかという「３カク健康法」です。 
今日、報告をいただいた５人の方の活動なり、お考えに共通していたのは、まさに、この「３

カク」ではなかったのかなと思います。 
それから最後に私自身のボランティア活動を通じて感じていることを、一言申し上げて、それ

でお終いにしたいと思います。 
ボランティア活動とは、一番目、まずは、自分が楽しむこと、二番目、楽しみながら心地よい

汗をかくこと、三番目、心地よい汗をかきながら、ちょっぴり社会に貢献したなという満足感に

浸ること。これがボランティア活動をやる上で基本的に押さえておかなければいけないことかな

と思っております。 
楽しんで、心地よい汗をかいて、ちょっと社会にいいことをしたなという満足感に浸るのが、

シニアネットの活動の基本ではないかと思います。 
この活動が、さらに拡大、発展すること祈念しまして、このパネルを閉じたいと思います。長

時間ご清聴ありがとうございました。 
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ケーススタディケーススタディケーススタディケーススタディ    『『『『シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットがががが地域地域地域地域をををを支支支支えるえるえるえる』』』』    

 
 

こんにちは、沖縄では、挨拶はハイサイです。女 

性は、ハイタイ。男性は、ハイサイ。ですから、ネ 

ットのネーミングは、シニアネットですけどもハイ 

サイネットで、ハイサイの特別な意味から説明がで 

きるのでハイサイネットにしたわけです。 

ご承知の通り、沖縄県は離島県ですけれども、Ｉ 

Ｔの世界になってくると東京も大阪も沖縄もないと 

思います。しかし、これは、非常に大切なことが一 

つあります。通信回線です。通信回線は、東京や大 

阪におられる方は、あまり感じないでしょうけども、 

これはＩＴの活動だけではなく、緊急時の救急活動 

とか医療にとっては、大変大切な物です。ですから、 

通信回線がどういうふうに引かれるかってことが大変な問題ですが、まず、沖縄県は、面積にし

てみれば大変ちいさい。 

人口は１３７万人ぐらいで、年間の観光客が今６２０万～６３０万人ですが、１千万の観光客

も迎える準備でやっております。 

これは沖縄県をこちらから上の方は鹿児島です。これは与論、これは奄美大島、ざっとこのよ

うに沖縄県本島が、このようにあって、竹島、宮古、八重山があります。なぜこのようにざっと

出しているかというと、沖縄県の有人島というのが、４９有ります。それから、無人島があって、

７２ぐらいありますか。東西が１，０００Km 、南北が４００km という広大な県域を持っていま

す。 

東京は東京、大阪は大阪という陸だけ（区域だけ）を考える。これは、大変な誤りですね。日

本の領土とか領域とかを考える場合、陸と海と空、陸海空からなるのが一つの領土ですから、こ

れからいうと沖縄県の海は、一番広い面積を持っています。海の海域によって、領土の大切な資

源があり、海産物もありますけども、海の中の鉱石もあります。いろいろありまして、沖縄県で

もこの与那国は、日本の最先端で、ここは、台湾がすぐ晴れの日には見えます。私ども沖縄から

飛行機できましたけれども、だいたい時間にして１時間と４０分くらい２時間弱ですね。沖縄の

人間というのは、船というよりも、ほとんど飛行機で行くのです。昔は舟でいきましたが、今は

ほとんど飛行機で飛びます。 

ということで、北海道まで３時間、そんなに時間的な移動についてはあまり不便がありません。

どこに行くにしても、海外に行くにしても、非常に飛行機が大変発達しておりまして、そのよう

な意味で非常にありがたいと思っています。 

■■■■テーマテーマテーマテーマ１１１１    「「「「シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットははははシニアシニアシニアシニアとととと地域地域地域地域のののの情報化情報化情報化情報化をををを支支支支えていますえていますえていますえています」」」」    

    

課題提供者課題提供者課題提供者課題提供者    

砂川砂川砂川砂川    正男氏正男氏正男氏正男氏    

（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人沖縄法人沖縄法人沖縄法人沖縄ハイサイネットハイサイネットハイサイネットハイサイネット    会長会長会長会長）））） 
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今、沖縄が観光で注目されているようですけれども、衛星からみて沖縄県は、非常に大切な、

重要なところ・太平洋のキーストーンであると言われています。第２次世界大戦の時は２０数万

の県民がなくなっているのですが、そういう太平洋のキーストーン・要石にあるわけです。 

私どもは、鹿児島に飛んでくるよりは、台湾に飛んでいったほうが早いです。大体５０分もあ

れば、台湾まで行きます。台湾に行って帰ってきても、どこ行ってきたのか、と聞かれて、鹿児

島に行ってきましたと言っても全然わからない。ソウルとか、或いは、香港でもいいし、フィリ

ピン等、アジア地域にもすぐ飛んでいける。 

今沖縄では、ドルが大変やすくなっています。円高ドル安です。 

私どもが住んでいるところでは、米ドルも使えるのです。ですから、買い物をする時、タクシ

ーに乗るとき、また居酒屋行くにしても、どちらを使うか選択するのです。今だと、ドルを使う

人はあまりないですね。今１ドルが、１００円もいかないでしょう。今まで１２０円だったでし

ょう。皆さん、テレビでも新聞でもご承知の通り、輸入品が安くなっていますね。円高ドル安だ

からです。旅行に行っても、海外のドル圏内はやすいですね。沖縄では、ちょっと違った面があ

りました。 

 

沖縄で私がいつも申し上げているので

すけども、沖縄の文化には、琉球料理が

ありますが、これは戦後いかなる料理も

含めて沖縄料理と言っています。まず料

理、それから琉球舞踊、琉球泡盛、この

三つが沖縄の総合文化だと、私は思って

おります。 

この三つは、お正月であれ、結婚式で

あれ、青年祝いであれ、祝いの時にはこ

の三つが必ず出ますね。 

まず食べる。琉球料理がいろいろ出ま

す。それから、三味線と一緒に琉球舞踊があります。それがあるところには必ず銘酒泡盛があり

ます。特に古酒。 

私がＩＴをやりだしてから大分になりますが、琉球泡盛というものがどれだけおいしい酒なの

か。泡盛のルーツをたどるために、ＩＴを始めたのです。中国とか台湾とタイとかミャンマーと

か、そういうところに行く為にパソコンを初めました。そういう文化というものを大切にしてお

ります。 

なぜ、私がこういう話をするかいうと、すべてＩＴを活用しているからです。沖縄にいらっし

ゃるときに大切にしていただきたいのは、この三つの言葉、これだけ分かっておられれば、沖縄

も通だと言われます。 

沖縄の方言で「チヌゴクル」肝心というのは、ちょっと、当て字みたいですが、誠心誠意とい

う、真心というよりも、もっと深い意味があります。それから「ヌチドウタカラ」これは最後の

琉球王朝の小大王が、戦い終わって言った言葉ですが、何よりも大切な命、命さえあれば、どん

なことでも乗り越えていける。「イチャリバチョウゼイ」行き会えば兄弟、これも沖縄の言葉で、

横の関係、横社会を大変大切にする。これは外国に行っても沖縄県人が盛んに活動できる、キー

ポイントになっています。 
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私がこの話をしているのは、南米ブラジル、ボリビア、アルゼンチンに移民した一世の皆さん

がいるのですが、だいたい９５歳から９７歳の高齢の方、６人程と懇談している時にその皆さん

に、「何が大切にしている言葉ですか」と聞いたら、この三つの言葉をズバリ言ったのです。 

大変感激いたしまして、金じゃない財産じゃない大切にしているのはこの「チヌゴクル」です。

ひとつは「ヌチドウタカラ」です。大変な目にあってきましたがこうしてやってきました。そし

て「イチャリバチョウゼイ」という言葉も大切にして地域に溶け込んでいます、ということで、

ここでＩＴが有用になるのです。皆さん、使っていると思いますが、メールは、相手が受診する

装置を持っていれば、どこでもできます。そこで、ブラジルにいる親戚とか、知り合いとか、ハ

ワイにいる兄弟とか、そういうところに、写真を添付してメールを送るわけです。またよく使っ

ている方がおられますが、テレビ電話、これはインターネットを使えば、顔を見ながら何でもし

ゃべれます、ということで、私たちの沖縄ハイサイネットのメンバーの中に、活用されている方

がおられます。 

 

これは、代表的な沖縄文化の踊りで

すね。また料理がいろいろあります。

泡盛があります。 

沖縄県というのは、通信回線の使用料

がやすい、だいたい本土の半分以下だ

と思います。 

それはどういうことかというと、企

業誘致や雇用対策が大変重要だという

ことで、通信回線（通信料）を安くし

ております。それと、医療福祉とか、

教育振興が大切だということでやって

います。 

 

沖縄ハイサイネットは、８周年を迎えて、９周年目に入って、立ち上げから仙台シニアネットク

ラブの井上さんや、広島の塩見さんという皆さんに大変お世話になって、今１０周年を目指して

おります。 

元気、勇気、活気というテーマを

作って、元気とは何ですか。健康に

はかなわない、勇気何事にも挑戦す

る勇気が必要である。活気とは、み

んな笑顔で、みんな楽しくする。 

沖縄ハイサイネットのテーマは、

常に楽しくなる。これ一本です。楽

しくないとだめです。むつかしいこ

と楽しくないことは、やめておきな

さい。一切それ以外のことはいいで

す。後でも出てくると思いますが、

生活に役立ちますか。便利な機能ですか。趣味に生かせますか。これ以外難しいことはやりませ
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ん。なんでも自分たちでやります。踊りから振り付けから、沖縄ハイサイネットの作詞作曲した

ハイサイネット音頭というものもあります。全部自分たちで創作舞踊から古典舞踊までいろんな

事を自分たちでやります。プロの皆さんもメンバーの中に入っていて、本当に何でもやってくれ

る。そういうことがとてもたのしい。 

現在ではパソコン教室、沖縄県の那覇市、沖縄市、うるま市に１８クラスを持っていまして、

延べ人員ですけれども約１，０００人が修了しています。 

これは、パソコンをクラスでやっていまして沖縄子供のくに未来ゾーン、そこでやって休憩の 

様子です。 

これも、うるま市での受講風景、これは事務所です。理念と目的は何かというと、パソコン教

室というのは、あくまでもこれは手段である。ツールである。どんなにパソコンが素晴らしく技

術ができても、幸せになりません。それから、絶えずスキルアップをはかり、自ら人材にならな

いといけません。なぜそういうことをやるかいうと、最終的には、常に楽しく浸透するという事

になりますが、こういう四つの理念と目的でやっています。 

人間というのは、私はいつも、感動と発信だと言っております。自分が感動しないと人にも伝

えることができません。本当に嬉しい楽しい素晴らしい。自分が感動すれば必ず相手にも、伝わ

ります。そのような感動と発信というものが、大切だと思います。 

私たちが大切にしなければならないことは、時間の使い方ということです。時間の使い方とし

ては、１日は２４時間。子供から年寄りまですべてにあります。あの２４時間をどう使うか。こ

れが大切だと思います。私は今、退職しておりますが、35年ぐらい市役所にいました。 

まず、私たち自身の１日の時間を考えると、一つは睡眠時間をとらなければいけません。これ

は３分の１で大体８時間と言われております。もう一つの８時間というのは、仕事時間です。今

一般の人の仕事時間を、私はシニア時間といって、自分のために使う時間にしております。あと

一つは、生活時間です。この三つに大きく分けて、私は、生活しています。睡眠時間とシニア時

間と生活時間。８時間を睡眠時間、８時間を生活時間、後残りをシニア時間として、自分自身の

スキルアップをしたり、シニアのために活動したり、自由時間にしているわけです。私のテーマ

としては、会社とチャレンジです。今まで生まれ、ずーっと仕事もさせていただいて、いろんな

人にお会いして、家庭もそうですが大変多くの人にお世話になった。私の人生、今までの人生、

会社以外の何ものもありません。そんなからの人生をどうしますか、今日から明日、明日からの

私の人生があります。私は、６９9 歳です。しかしチャレンジ、会社とチャレンジ、これが私の

テーマです。今日から明日からの人生、挑戦・チャレンジのための人生です。どんなことにも、

勇気を出して、踏み込んでいく。一

歩乗り越えていく、ということを私

は考えております。 

これはハイサイネットの合言葉で、

常に楽しくということをやっており

ます。 

先程、仙台シニアネットの井上さ

んがおっしゃっていました。シニア

がシニアに教える上で人気の高いの

が、仙台シニアネットで学んだこと

ですが、教えるということよりも、
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ともにパソコンをさわることなのです。キーボードもわからない、ローマ字変換もわからない、

さっぱりわからないというのが最初ですが、初級・中級・上級とやってきて、デジカメもありま

すが、シニア情報生活アドバイザー養成講座を受けてもらいます。私は、アドバイザーで実働で

きる人が、１００人欲しいのです。 

ハイサイネットで、１８クラスのパソコン教室を持っておりますが、そこに来て、いろいろサ

ポートをしたり、応援したりしてくださる方がトータルすると、実働７０人ぐらいです。一つの

クラスに講師が１人、サポーターが４人、それに見習のような自分からスキルアップしていくサ

ブサポートがいます。シニア情報生活アドバイザーに合格した人は、サブサポートになる。そし

て、私たちハイサイネットの会員もシニア情報生活アドバイザーに合格して認定書をいただかな

いとサポートになれない。今、うちの会員と 97名。それに教室長という責任者をおいてやってお

ります。 

この宮里さちこさんという方が民生委員もやっておりますが、ブラジルとかカナダとか、ロサ

ンゼルスとか、ハワイとかこういう海外ネットワークを組んでメールでどんどんやりとりをして

いる。自分の孫とかは当たり前です。言葉がわからないときは、通訳にお願いして 70歳あまりに

なりますが、本当に一生懸命されております。 

これはハイサイネットのデジカメ作品展ですが、ハイサイ 

ネットでは、達成会というのも、やります。まあいうなれば、

沖縄県内の名所旧跡を尋ねて、デジカメで撮影して、別にデ 

ジカメのクラスもありますから、そこで撮影会をやって、そ 

れから、展示会をやります。市役所のロビーとか、病院のロ 

ビーとかでやります。この病院のロビーでもこの１１月１５ 

日から２０日間やります。 

おもな支援活動、沖縄が誇るエイサーです。エイサーとい 

うのはお囃子で

す。沖縄県沖縄市が本場なのです。今まで、５２回 

続いております。

９月の第２日曜日、旧盆明けの日曜日に青年男女が、

集まり、１グループで約８０人から９０人で活動し

ます。幼稚園の時から小学校中学校とやっていくも

のですから、後継者の心配が全くない。そして、エ

イサーの団体に入ると先生が、幾ら注意しても、き

かない子も、エイサーの先輩が、いうと一発でいう

ことを聞きます。教育効果がものすごい。 

万博以来、私は、１００回近く大阪を訪れていま

すが、本当に懐かしいと言いますか憧れの地でもあ

ります。大阪の豊中市と姉妹都市を結んでいます。

ということで大変お世話になっております。 

国内外との交流ということでは、台北とか、ソウ

ル、ハワイとかいうところへ訪問してシニアネット

と交流する、ということもやっております。これは

台北との交流風景です。 
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これは、ソウルでの交流の風景です。 

 

これはハワイシニア及び松本シニアネットとの交流風景です。 

結びとして、事業として、確立はしておりますが、もう少しスタッフを充実したいです。私ど

もは、あまり受託事業を受けておらず、受講料ですべて運営してきておりまして、だいたい年間

予算は１千万ぐらい。これは、ほとんど受講生からの受講料です。だいたい３ヶ月、５，０００

円～６，０００円の受講料です。月２，０００円、これは、中級上級で違います。各シニアネッ

トのネットワークをどうしても構築したい。また、シニアネットの海外交流をどうしてもやりた

い。また、ずっと続けて拡大もしたい。というようなことも考えて、窓口が欲しいなあ、と思っ

ております。今日は、お話を申し上げましたけれども、ハイサイネットとしては常に楽しくこれ

以外に、全然考えておりません。細かいことがありましたらまたいつか機会を見つけ、メールで

もやりとりしたいと思います。ありがとうございました。 
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メロウ倶楽部の布上でございます。本日のケースス 
タディは３テーマですが、その一つとして、私どもメ 
ロウ倶楽部の報告をさせていただくことは、大変有り 
難いことだと思っております。 

最初にメロウ倶楽部の生い立ちに関して、おはなし 
させていただきたいと思います。 
このクラブは、かなり個性的な団体で、今朝もお話 

の中で、シニアネットは百数十団体あると、お聞きし 
ましたが、メロウ倶楽部もその一つであり、個性的な 
ところというのは、主にその生い立ちに由来している 
と思います。次に、本日の中心テーマですが、私ども 
の活動の一つにメロウ伝承館活動というのがあり、こ 
れを、詳しくご説明させていただければと思っており 
ます。 
メロウ倶楽部の生い立ちでございますが、メロウ倶楽部は、１９９９年１１月に立ち上げた団

体でございます。先程、日本のシニアネット活動は、ほぼ１０年前からだったなあ…というお話

がございましたが、まさにその始まった頃、立ち上げた団体でございます。但し、メロウ倶楽部

には、前身がございます。その前身といいますのは、１９９１年７月、その当時は、インターネ

ット以前の話で、パソコン通信がネットワークの中心だったのですが、その一つ、ニフティサー

ブ上に、エフメロウ・フォーラムというものが、発足いたしました。ニフテｲサーブの後身が、現

在のアット・ニフテイ(@nifty)でございます。 
このパソコン通信時代のエフメロ

ウは、一時、大変隆盛をきわめて、

最盛期の１９９４年から１９９７年

頃、エフメロウ・フォーラムに対し

て発言をする、書きこみをする、所

謂、アクティブな会員が、２，００

０人程いたのではないかと思います。

当時としては、大変大きなネット上

の集団でした。 
ところで、パソコン通信が、順次

インターネットに移行して行くとい

う状況がはっきりしてきまして、 

■■■■テーマテーマテーマテーマ２２２２「「「「シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットはははは歴史文化歴史文化歴史文化歴史文化をををを次代次代次代次代にににに継承継承継承継承しししし、、、、    
地域振興地域振興地域振興地域振興にににに貢献貢献貢献貢献していますしていますしていますしています」」」」    

    
課題提供者課題提供者課題提供者課題提供者    
布上布上布上布上    太三氏太三氏太三氏太三氏    
((((メロウメロウメロウメロウ倶楽部倶楽部倶楽部倶楽部））））    
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１９９９年の３月頃にいずれこのエフメロウ・フォーラムは、終焉を迎えるだろう、それに、備

えて、エフメロウの参加者自身でネット団体を設立しようではないかという動きが芽生え、１９

９９年の８月にエフメロウの有志１６人で発起人会を設立いたしました。そして、先程申しまし

たように１９９９年の１１月にメロウ倶楽部を設立いたしまして、会員の募集を開始しました。 
２０００年１月に、当時としては、斬新だったと思いますが、オンラインで設立総会を開催い

たました。設立当時の参加者は、１２９人でした。メロウ倶楽部の発足といたしましては、かな

りラッキーなポジションにあったと思います。 
２０００年１１月には、メロウ倶楽部の独自サイトを立ち上げました。この時に開設しました

サイトが、現在も続いております。２００２年の１１月には、後で詳しくご説明いたしますが、

メロウ動画館というサイトを開設いたしました。２００３年の７月には、メロウ横丁というサイ

トを開設しております。更に、２００４年３月にメロウ伝承館を開設いたしました。 
２００５年の６月には、メロウ伝承館活動が、国連情報社会（ＷＳＡ）の日本大会文化部門で

最優秀賞を受賞しております。２００５年７月には、英語版サイトを開設いたしました。２００

６年の２月には、メロウライフ館というサイトを立ち上げております。２００７年１月にメロウ

倶楽部のサイトのうち、公開のページのアクセシビリティ対応をしております。アクセシビリテ

ィというのは、サイトのバリアフリー化でございます。現在の会員数はこの１０月末で４５２人

になっております。年齢は４５２人の平均がおおよそ７０歳となっております。 
メロウ倶楽部というのは、どうい

う特徴を持っているのかと言います

と、ネット縁で始まったグループと

いうことになるかと思います。これ

はどういうことかと申しますと、日

本のシニアネットが百数十団体ある

というお話がございましたが、先程、

お話のありましたハイサイネットさ

んも、この後の仙台シニアネットさ

んも、どちらかというと、地縁を中

心に生まれた地域を中心としたグル

ープだと、言えるかと思うのですが、

メロウ倶楽部は、初めからネットの

縁で生まれた団体であり、従って、

会員も特定の地域に集中しておらず、

全国各地にいます。 
では、メロウ倶楽部はどういうミ

ッションを掲げているのかですが、

１９９９年１１月に設立致しました

時に、設立趣意書を制定しており、

その主意は、シニアの知識・経験を、

ネットを通じて、発信することで社

会に貢献し、シニア自身の生きがい

を見いだす、といえるかと思います。
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これは、シニアの社会貢献活動の意味でございますが、率直な話をいたしますと、多少、お耳に

さわるかもしれませんが、私もシニアのひとりですから、ご勘弁して聞いていただければと思い

ます。シニアは社会の卒業生であり、社会の非扶養者であります。これは年金生活者ということ

になるかと思うのですが、言葉を代えて言えば、我々シニアの存在そのものが、社会的コストで

あると言うことだと思います。従って、私どもの心構えとしましては、社会への甘えを謹んで、

出来る範囲で、社会貢献を行うことが望ましく、そのこと自体が、人間の本性として、生きがい

に通じるのではないかという発想のもとに、この趣意書を制定しております。もう少し説明させ

ていただきますと、我々シニアの存在そのものが社会的コストなのであり、このことを我々は、

受けとめなければならないと思います。逆に言いますと、よくピンピンコロリということが言わ

れておりますね。私どもは、ピンピンコロリという言葉には、もう一つ意味があると思っており

ます。現役の間はピンピン、リタイアしたらコロリというのが、実は社会的コストを最も掛けな

いことではないかと。これは、厳然たる事実ですね。しかし、そのようなピンピンコロリの姿を

求めるような社会ではいけないですね。長寿成熟社会こそ、望ましい姿であり、我々が求めるも

のであり、社会全体が、それが望ましいと思えるような、そういう社会を作っていかなければな

らないと思うのです。そして、シニア自身も、そのような社会の構築に向けて、貢献しなければ

ならないではないかと。そして、それが、大きな意味での社会貢献活動であると考えているわけ

であります。 
私どもは、例えば、大阪府立健康

科学センターで２００１年の８月か

ら毎週火曜日２時間、シニア対象の

パソコン講座を開講しており、月４

回の講座をずっと続けております。

そのような講座もやっておりますが、

メロウ倶楽部の特徴は、ネット上で

のボランティア活動にあると思いま

す。 
 その一つがメロウ伝承館活動であ

りますが、メロウ伝承館活動は、サ

イト上からコンテンツを発信してお

ります。これが、今回の報告テーマ

のメインでもあります。具体的にメ

ロウ伝承館のほかに、二つ程サイト

を立ち上げております。一つは、メ

ロウ動画館です。メロウ動画館は、

メロウ倶楽部のサーバーからシニア

自身が、撮影編集したビデオを発信

している。どうして始まったかとい

うと、これは２００２年の１０月に

開設したサイトですが、その少し前

に NTT の本社さんから動画配信

というものが、黎明期と言いますか、
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始まって間もない頃で、シニアの自宅のサーバーから動画を配信するという実験をしたいという

話がありました。そして、そのプロジェクトをメロウ倶楽部で受託してくれないかという話があ

り、迷いもあったのですが、やってみようということで引き受けました。このプロジェクトに取

り組んだ事が現在のメロウ動画館に繋がっております。メロウ伝承館、これは、２００４年３月

に開設したわけでございます。当時、ネット上で、ボランティア活動するということを掲げたも

のの、具体的にどんな事ができるだろうかと、一生懸命、考えました。その結果、我々シニアは、

いろんな経験をしている、その経験を、ネットに集積して、それをアーカイブの形で後世に残す

ということをやろうではないか。そして、このプロジェクトを、メロウ伝承館という名前にした

わけです。これが二つ目ですが、もう一つ、メロウライフ館を立ちあげております。これは、メ

ロウ伝承館を作って、後世に申し送るということに取り組んだ訳ですが、よく考えてみると、シ

ニア自身が、生活の知恵とかそういうものを他のシニアからも教えてもらったり、教えたり、と

いうことも大事なのではないかと考えまして、始めたわけです。即ち、シニアの知恵、シニアの

ノウハウをネット上に集積いたしまして、シニアが相互に活用し合うことを目的とするプロジェ

クトでございます。 
メロウ伝承館ですが、我々平成のシニアが、前の世代より受け継いだもの、私たち自身が生き

てきた記録をありのままにデータアーカイブの形で、後世に申し送る作業、これを日本中の、将

来的には、世界中のシニアで行えるようにしていきたい。少なくとも、その一番手前の、取り組

んでみるというところからやってみようではないか。別の言葉で言いますと、古き良きものを、

最先端のＩＴの技術で、後世に残すことを目指すプロジェクトかと思います。 
では、壮大なことを掲げて実際にはどんなことやっているのか。２００３年７月にシステムの

検討を行いました。このときに問題になりましたのは、通常、多くのＮＰＯサイトはフロントエ

ンドのみですが、企業などの本格的なサイトでは、必ず、バックエンドに、データベースを持っ

ております。フロントエンドとバックエンドを連携させてサイトを構築するわけです。このフロ

ントエンドとバックエンドをつなぐというプログラムは、ほとんど独自のプログラムが使われて

います。それでは、メロウ倶楽部で、それができるの？と言われると、メロウ倶楽部には、それ

程の知識や経験がありません。私どもはそのギャップに悩みました。メロウ伝承館というミッシ

ョンを掲げたわけですが、自力でプログラムを開発するということは、ほとんど不可能に近いこ

とです。その当時ちょうどタイミングよかったといいますか、世の中で、ＣＭＳ、コンテンツ・

マネージメント・システムの開発が進んでおりました。これは、フロントエンドとバックエンド

をつなぐプログラムをパッケージにして開発しようというものでした。ＣＭＳは、幾つかありま

したが、いろいろ検討した結果、私どもは、ＺＯＯＰＳというフリーソフトを、使うことに決め

ました。それからサイトの構築をはじめましたが、そのまだ試験版ができた頃の２００３年１０

月頃、コミュニティ支援センターというところから、認められまして、多くではないのですが、

助成金をいただくことができました。それが、システム構築を加速させた契機になっております。

それで２００４年の７月頃にメロウ伝承館のサイトの日本語版を開設、２００５年の７月には、

メロウ伝承館の英語版サイトも開設いたしております。そして、２００５年の７月に国際連合・

文化部門の日本大会で、最優秀賞を受賞しております。この時の投稿総数は、９５８件でした。

２００６年の２月には、シニアネットフォーラム 21in 東京がございまして、この時のワークシ

ョップに参加いたしまして、当時の状況を報告しております。本日、２００８年１１月６日、 
ケーススタディとして今ここで発表させていただいております時点での最新の数字では、投稿総

数は３，２３６件になっております。    
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それではどのような投稿が集まっているのかと言いますと、私たちシニアが生きて来た、戦争

前後の話が、大変多いですね。例えば、「玉砕戦生き抜いた兵士」、倉田洋二さんが、投稿されて

おりますが、パラオ諸島のアンガウで玉砕戦があった、その時の実際の記録であります。この倉

田さんは、この玉砕戦を生き抜いて帰国されておられますが、帰られた後、戦後は海洋学を研究

されておりまして、現在は、自然保護のため、再びこのアンガウ島で、暮らしておられる。この

方が投稿されておられます。特殊潜航艇海竜に乗られておられた方もおられた方の投稿もあり、

こんな事もおっしゃっておられます。「これで安心して戦友の所へ行ける。我々の記録が末永くメ

ロウ伝承館に保存されれば、きっと戦友も手を合わせ喜んでくれる」。 
戦災とか引き上げの記録というのがあります。これは北朝鮮から脱出されて帰国された後の記

録ですね。会社にお勤めされまして、定年後に、書かれたものであります。戦前の旧植民地の暮

らしだとか、引き上げの時の状況とかが克明に書かれております。或いは、広島の原爆の記録も

入っております。これには「最後のトマト」というタイトルがついております。この方のお姉さ

んが原爆でお亡くなりになったようですが、これは原爆に遭って火傷されていたお姉様にお父様

が、トマトを絞って与えられた。これは、最後の水分を補給するためのものということが書かれ

ております。 
戦時中の生活に関して書かれた記事もございます。ここには絵日記もありまして、東京のエリ

ートの学校の生徒さんだったようではありまして、この方が疎開されまして、その様子を絵日記

に残されている。これを見ますと、随分、今の生徒と違って、先生のいうことに追随されたのだ

なあということがわかります。それから、韓国の方の日本の植民地時代に、韓国の方から見られ

ました旧植民地時代の韓国の方の生活がよくわかる投稿もあります。 
東村山ふるさと昔語りの投稿では、東村山を中心としましていくつかの地区で、古老と申しま

すか、老人の方に戦中戦後の出来事をお聞きして、それを記録したものが投稿されております。 
外部からの反響、読んでいた

だいてどのような反響が出てお

るかということですが、一つは

２００４年７月３０日に、読売

新聞で、メロウ伝承館の記事が

かなり大きく取り上げられまし

た。この記事は、「思い出の品を

ネットで後世へ」というタイト

ルで、昔の氷式冷蔵庫や、足踏

み式ミシン、八つ割れ草履等が、

写真を添えて平成のシニアが後

世に送るプレゼントとして、紹

介されました。 
２００６年１月４日、NHK のラジオ第１放送で東大の坂村先生がコメントされております。

いろんなシニアネットの活動の中で、メロウ伝承館が一番重要と書いていただいておりまして、

自分たちの生きてきた軌跡を、デジタルアーカイブにして残す事業に国がもっと力を入れるべき

ではないか。それに気が付いて高齢者の方々が、その事業に取り組んでいただいた事に大変びっ

くりとしていると評価していただいております。実際に読まれた方からも、いろんな反響があり

ます。「ある学徒生の父」これはメロウ倶楽部の会員でハンドルネームがスカッパさんという方が
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書かれた記事で、今日をこの会場にも来ておられますが、それを読まれた方から、ちょうどその

方のおじいさんが亡くなられた所で、そのおじいさんの戦地の状況を知りたいということで、筆

者の方と連絡をとられたとのことでした。 
またハーバード大学の大学院生の方から、植民地小説の歴史を勉強しているということで、伝

承館に投稿されている朝鮮関係の回想録が非常に興味深い、出来れば、投稿者本人と連絡を取っ

て個人的にお話をしたいということで、その仲介をさせていただいております。このような読者

の方からの反応も多いということでございます。実は、終わりにあたりまして、NHK ラジオの、

先程申しました坂村先生のコメントですが、NHK さんから了解が得てありますので、今日公開

させていただこうと思ったのですが、この会場では、ネットに繋がりませんので、インターネッ

ト上に、音声メッセージを置いておきますので、後で、インターネット上のプログラムにアクセ

スしていただければ、お聞き頂けるだろうと思います。 
最後に、もう一つ申し上げたいことがあります。坂村先生のコメント中には、アメリカではす

でに国家がそういう歴史的な事実を収集して、それをデータアーカイブに残す作業を２００６年

から始めているが、日本ではまだ始めていない。日本でも始めるべきであると、提案をされてお

られますが、これはアメリカン・メモリーというサイトであります。アメリカン・メモリーとい

うサイトを、キーワードで検索をしてご覧になれば判りますが、ライブラリー・オブ・コングレ

スというアメリカの国会図書館に相当する組織が中心になって、歴史的事実をデータアーカイブ

で残すという作業を始めています。私はそのサイトを見たのですが、私が見た範囲では、アメリ

カでやっていることは、現段階では、文献に残っているものをデジタル化して、それをアーカイ

ブにして保存しようということのようでございます。 
メロウ倶楽部がデータ化しようとしているものは、文献に入っているものではなく、我々シニ

ア自身の体験を、私ども自身が投稿して、それをアーカイブとして保存しようというものです。

そういう意味でメロウ伝承館は、その特徴を生かして行けるのではないかと思っております。是

非、日本政府にも、アメリカン・メモリーのようなサイトを立ち上げて欲しいと思うのですが、

シニアである、私ども自身もやることがあるのではないかと考えております。 
以上で説明を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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こんにちは。ご紹介いただきました山根でござ 

います。よろしくお願いいたします。 
関西の方は、三鷹をご存知ないかと思いました 

ので、ちょっとご紹介させていただきます。三鷹 
というのは東京の都心から少し離れておりまして、 
都心から西へ約１８キロ、人口は、１７万人程度 
の小さな町でございます。比較的有名なのは、江 
戸時代に江戸に飲料水を送った玉川兄弟が作った 
という玉川上水があります。そこに太宰治か入水 
したということもご存知だと思います。三鷹とい 
うのは、文学者ゆかりの街でございます。ここに 
ありますように山本有三記念館或いは、三木露風 
の赤トンボで有名な牌がございます。その他国木 
田独歩の牌がございます。変わったところでは、 
東京天文台がございます。 

若い方には、宮崎駿監督のジブリの森美術館が結構有名で、外国からもアニメファンの方が見

学にこられます。そういう町でございます。 
三鷹でございますが、２００５年にＩＴ都市世界一ということで、表彰されたということをあ

まりご存知のない方もおられると思

いますので、ご紹介させていただき

ます。 
 なぜ三鷹が世界一かといいますと、

民間すなわちＮＰＯそれと学校、三

鷹の周辺には大学が１３校ございま

す。企業それと行政、４者が協働し

てまちおこし、町づくりをやったと

いうことが、表彰の理由であるとい

うふうに聞いております。古い話に

なりますけれども三鷹市の場合も、

ご多聞にもれず、三鷹市から工場が

逃げ出したという経過がございまし

た。そうしますと、どうなるかと申

■ テーマテーマテーマテーマ３３３３「「「「シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットははははコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスでででで、、、、シニアシニアシニアシニアにににに、、、、地域地域地域地域にににに    

活力活力活力活力をををを与与与与えていますえていますえていますえています」」」」    

    

課題提供者課題提供者課題提供者課題提供者    

山根山根山根山根    明氏明氏明氏明氏    

（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人法人法人法人シニアシニアシニアシニアＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯ普及普及普及普及サロンサロンサロンサロン・・・・三鷹三鷹三鷹三鷹    

運営運営運営運営ワーキンググループリーダーワーキンググループリーダーワーキンググループリーダーワーキンググループリーダー））））    
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しますと、当然事業税が入らなくなる。少子化傾向がありまして、やはり税収が下がるというこ

とになります。 
そこで、ＳＯＨＯシティ三鷹構想というものを立ち上げました。その成果が、先程の世界一に

表彰されたということに結び付いたと理解しております。それはＩＴを利用してまちおこしをや

ったということだと思います。 
私自身の自己紹介はまだでしておりませんので、簡単に申し上げます。私がパソコンを始めた

のは、退職１年前、６４歳から始めました。今７３歳でございます。約１０年やったということ

ですね。私が所属するシニア SOHO 三鷹について、簡単にご紹介申し上げます。１９９９年に

草の根のＰＣクラブとして発足しまして、来年１０周年記念を迎える段階でございます。その間

いろいろありました。 
シニアの特質は、次のようにまとめられると思います。 
一つは、シニアというのは、在

職中は会社と家庭の間を往復した

だけで、地域については、何も情

報を持っていません。一言でいい

いいますと、地域情報の異邦人で

す。それと在職中のお仕事がＩＴ

に関連している方もおられるとは

思いますが、偏ったビジネススキ

ルしかお持ちではないと思います。

SOHO などにこられましても、お

１人で事業をしたくない、事業を

持ちたくない。まあできないとい

うのが正確かもしれません。自律

に欠けるところがあります。はっきり言いまして、在職中は、会社に行けば、嫌という程仕事が

待っています。自分でものを考えて、何かをやるということは、不慣れであると思います。まあ

指示待ちという状況でしょうか。この状態が退職した後も、ずっと続いています。ある事業を作

ったとしたら、それを離さない、人に渡さない。いわば利権化しています。私どもシニア SOHO 
の場合も、同じでございます。 

また比較的自分の時間を優先させます。どちらかというとわがままです。 
そういう人達をどのようにしてアクティブシニアにしたらよいでしょうか？そのためには、仕

掛けがいります。その仕掛けは、二つ程ありま

すが、後ほど詳しく説明させていただきます。

シニアは、やはり、規則・規則、ルール・ルー

ルでしめ付けるということは嫌われます。そし

て、長続きしません。緩やかな仕掛けが必要で

す。また、ＩＴを活用するということが非常に

大切だと思います。 
シニアの自立について申し上げますと、二つ

の仕掛けの一つは、ワーキンググループという

仕掛けを用意しております。もうひとつは、ワ
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ーキンググループをプロジェクトチームにして一つの目的に向かって集まって、わいわいガヤガ

ヤやるという方法でやっております。その場合に、有効なコミュニケーション手段としましては、

メーリングリストを活用しております。どこの組織でもそうだと思いますけれども、ごく一部の

人が非常に忙しい思いをしております。そのためにも、メーリングリストというものが大切にな

ります。それからもう一つは、やはり、情報の公開、このためにも、メーリングリストというも

のは非常に有効になります。 
ワーキンググループにつきましては、私、

山根がやりたいことがあったとします。メ

ーリングリストにオープンします。この提

案に皆さんが参加され、ワーキンググルー

プというものが出来上がってみんなでワイ

ワイガヤガヤやりながら、一つのプロジェ

クト或いは、事業として、展開していきま

す。その場合に必要なのはやはり情報の公

開だと思います。 
先程、私どもの堀池が数字を発表しまし

たけれども、２００７年度の私どもの年商

でございますが、９，４００万円弱でございます。プロジェクトの中で、やはりポイントは、繰

り返しになりますけれども、公募し、スタッフとマネージャーを募集しております。形式的にな

るかもわかりませんが、やはりオープンするという原則をとっております。そうしまして次は、

協働事業として受注し、実施するという形を取っております。ここで必要なのは、会社じゃあり

ませんけれども責任のある仕事をするということだと思います。これが大事なことです。 
もうひとつ大切なことは今の仕事を、

終わる前に、次の仕事の提案をできる準

備をするということです。行政に対して

ですけれども、行政ではなくても、メン

バーに対しても、現状に甘えることなく

次のことを考えるということが大切だと

思います。私ども１０年の間には、いろ

んな失敗も過去にやっております。その

中で必要なのは、リスク管理が大事だと

思います。私どもシニアＳＯＨＯ三鷹が、

現在、展開している地域サポートを列記

してみました。一番上は、皆さんもされ

ておりますパソコン教室です。私どもの少し違う点は、講師養成講座を併設しているということ

でございます。三鷹市から受注して、高齢者のマッチング事業もやっております。 
それから三番目、これは後からもご説明すると思いますが、学校の安全推進員というのを昨年

一昨年からやっております。一言で言いますと学校の見回りでございます。学校のある期間は朝

から夕方まで正門の前に立って見守り。定時的に学校の中を巡回するということをやっています。

先程ロボットでという話もありましたが、私どもは人力でやっています。 
そのメンバーに私どもシニアＳＯＨＯ三鷹が中心になって市民と一緒に事業を展開しておりま
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す。小学校が三鷹市の場合、１５校ありますから、１日午前中の方と午後の方と、１校につき２

人、３０人が毎日、学校のあるときは、見守り定時的に校内の見回りをしております。教育委員

会から年間予算を２，４００0 万～２，５００万をいただいております。 
その他に、市役所内部のＰＣのヘルプデスク、こういうメンテナンスの仕事もやっております。

それから三鷹市の教育委員会からの学校支援のヘルプデスクというのもやっています。これはだ

いぶん前に、ＩＢＭから三鷹市の小学校にパソコンを無料で寄付していただきました。そのプロ

ジェクトは終わりましたけれども、その後、教育委員会が引き継いで父兄と教育委員会或いは学

校とのイントラネット、そのメンテナンスをやっているということです。次に耐震の診断のお手

伝いもしています。個人が起業をするためのコミュニティビジネスサロンというものもお手伝い

しております。 
それから、高齢者のための確か５５歳以上だったと思いますけれども、そのような人を対象に

した無料の職業相談所、これを東京都と三鷹市から受注して紹介しています。その他、パソコン

の無料相談とか訪問サポートというものもやっております。こういうことが、評価されまして平

成１６年にこの二つの賞を受賞しております。 
最近ですけれども、やはり、行

政もコミュニティビジネスという

ものに非常に着目して、予算もつ

けているように感じます。要する

に個人が業を起こすためのサポー

トセンターの役割を果たしており

ます。 
コミュニティビジネスサロンに

ついてご説明します。その中でシ

ニアＳＯＨＯは、受付業務をやり

具体的な企画の提案をしていると

いうことでございます。 
コミュニティビジネスサロンは個人が起業するための無料相談の窓口になっております。その

主催者が一番下の行にある前田隆正さんという方が主催しています。この方は三鷹市から第三助

役として条例を改正して迎えいれた方です。本が発行されていまして講文社の「会社をやめたら

社長になろう！‐身の丈起業塾」です。大きなリスクを犯さない範囲で、事業を起こしましょう、

起業をしましょうということが趣旨でございます。また異業種間の交流会は、いろんな業界の方

の意見交流ということで、週１回実施されています。それから先程団塊の世代の話がでていまし

たけれど、団塊の世代は私も期待していたのですが、なかなか入っていただける方がいないです

よね。当たり前だと思うのですが、 
年金をもらっていないからまだ稼がなければいけないのが実状であると思います。 
実は今までお話したことは、私のあまり得意ではない分野です。私の得意な分野は今からお話

することです。 
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シニアにとってやさしい講座とい 
うのは、なんだろうかと考えて見ま 
すと、二つファクターがあると思い 
ます。一つは講座の内容が、楽しい 
ということです。ワード・エクセル 
を習って今更就職活動するわけでは 
ないですから。やはり楽しい、楽しく 
て役にたつということが、一つのキ 
ーワードだと思います。それから、 
もう一つの大切なファクターは、私 
は講師の人柄だと思います。どんな 
人柄かと言いますと、受講生にゆっ 
くり・優しく・繰り返して・楽しく 
・仲間作りができるようなそういうサポーターが、私は望ましいのではないかと思っています。 
私どもシニアＳＯＨＯ三鷹は、４つの講師養成講座を持っております。ＰＣアドバイザー認定

講習、これはシニアＳＯＨＯ三鷹独自の研修会です。この研修を受講しない人は、例えば講習会

でサブもできない。或いは訪問サポートにも行けないという事で、お客様に接する場合には、Ｐ

Ｃアドバイザー研修を受けなさいということが、義務づけられております。内容的には、やはり

責任と品質について自覚していただくということが一つ、それからやはり個人情報の保護という

ことが２つ目です。３つ目は、ややもしますとテキストなんかをコピーしている、ソフトもそう

です。そういった著作権の問題についても、私どもは過去に失敗しておりますから、その反省に

立っております。それと倫理規定、何気なく私どもは、普通の社会慣習上、行政の人にビール券

を贈る、それは許されないことです。そういう過ちも犯しております。人様に接する場合には、

こういう研修を受けないとだめだよということをやっております。その他、シニア情報生活アド

バイザー、それから文科省の福祉情報技術コーディネーター、私どもは、対策講座を実施してお

りますし、試験校にもなっています。それからシニアＩＴアドバイザ（ＳＩＴＡ・サイタ）です。

それから、最近はマイクロソフトさんの認定している、去年の１１月から始まった、ＩＣＴマス

ターフォーＮＰＯというのも今年２回程講座をやってきています。今２０名程合格しています。

以上の４つが、私どもが人様に

教える場合の、講師として最低

限の資格として用意しておりま

す。私どものパソコンの超初心

者向けのゆうゆう講座というの

はもう４年経過して５年目に入

っております。 
シニアがシニアにやさしく教

えるパソコン教室を実施してお

ります。この写真は、日本政府

が、海外広報誌として２００５

年だったと思いますけれど、５

月号でＮＰＯ特集の、シニアが
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シニアを教える講座風景でございます。 
４年間の試行錯誤の結果、一定のスタイルができたと思います。一つは、１講座２時間ありま

すけれど、２時間の内１時間は、必ず前回の復習をする。残りの１時間は新しいことを教える。

この繰り返しをしております。仮に１回欠席されても大きく遅れることのないように配慮してお

ります。これが一つです。 
それから、シニア情報生活アドバイザーもそうですが、資格をお受けくださいというと、受け

たら仕事がもらえますかと聞かれます。皆さんも聞かれた事があると思いますが、私は職安・ハ

ローワークではありませんと答えているのですが、そうは言うものの活動の場を作らないといけ

ないと思って開始したのが、このゆうゆうサロンです。わかりやすくいいますと、お医者さんの

卵が大学病院でインターン生としてグルグル回って研修するという、インターン制度のつもりで

やっています。最近はあまり掲載してくれなくなったのですが、三鷹市の市報に時々乗せていた

だいています。４年も経ちますとお前ところは古株だから遠慮しろと言われてあまり載せてくれ

なくなって困っています。 
２００６年９月に読売新聞の全国版の夕刊に、私どもゆうゆうサロンが取材されたことがあり

ます。昨年７月４日に日本テレビズームインスーパーに取材されたという経過がありまして、お

かげさまでＹａｈｏｏとかＧｏｏｇｌｅで、ゆうゆうサロンを検索していただければ、トップに

出てくるかと思います。私どもゆうゆうサロンのモットーは二つございます。ひとつは、「ゆっく

り、優しく、繰り返して、楽しい、仲間作り」をしましょう。今ひとつが、「１０回同じ事を聞か

れても、笑顔で答える」です。なかなかできませんが、モットーとしています。 
ちょうど４年前からスタートし

まして、現在の９月までの具体的

な実数でございます。右肩上がり

だと思いますが多少乱高下してお

ります。ここでご注目していただ

きたいのが、男女比は男性が３で

女性が７。５０ヶ月で８，５００

名弱という延べ人数です。 
皆さまもそうでしょうけれど人

集めに苦労しています。なかなか

受講生は集まりません。しかも私

どもは有料です。このグラフは今までの私どもの講座のスクラップ＆ビルドの姿です。やはり長

生きする講座もありますけれど、途中で潰れている講座もあります。私たちは思い切って潰して

おります。上のほうはビスタが発売されたとき、去年の９月に開設して、はじめましたけれど、

その講座もやめようとしています。当時は、去年の９月はビスタを持参していただいて講座をや

りました。止めたい講座は夜間の講座で、夜間のシニアは集まりにくいです。でもやせ我慢でや

っています。夜間しか来られない方がおられます。中には若い方で、基礎学力のない方でも来ら

れている。その方のためにもやせ我慢をはって開設しています 
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講座をご紹介します。ボランティア 
ベースですけど基本的に有料でござい 
ます。１回２時間で２，０００円いた 
だいています。講座の内容は、ここに 
あります通りでございます。ゆっくり 
講座というのがまったくの超初心者が、 
電源スイッチの入れ方からメールイン 
ターネットができるまでということで、 
入力については２ヶ月、メールインタ 
ーネットについては２ケ月ということ 
で、合計８回１６時間でとりあえずに 
入力からネットができるまでというこ 
と目標にしております。なかには留年される方もおられます。 
その次に一歩ステップアップという講座で、ワード・エクセルの勉強をしています。これも２

ケ月コースです。それが終わった方は、パソコン活用、中級講座を４ヶ月で行っております。最

近は今年の９月から始めたのですが、マイクロソフトさん認定の「パソコンで生活をもっと楽し

く」という講座をやっております。キーワードは、パソコンを「楽しくやろうよ」ということで

ございます。 
その他特別講座として以下のようにいろいろとやっております。マイシリーズとしてこだわり

の私だけの作品・小物作りをやっています。これはワード・エクセルとデジカメを利用したもの

で、非常に評判がいいです。 
それからパソコンと上手につきあう方法ということで、「パソコン解剖学」と称して、パソコン

をばらしたり組み立てたりすることをやっています。これも評判がいいですね。ご婦人の中にも、

じゃあ私も自作機を作ろうかと

いう方が時々でてきます。 
そのほか出前講座として、以

下のような講座をやっておりま

す。これも皆さんとご同様でご

ざいます。 
やはり、人並みに私どもも、人

集めに苦労をしております。や

はり泥臭くシコシコとやるしか

ないと思っています。何かやっ

たら良いという特効薬などない

と思います。商いですから、飽

きずにうまず弛まずシコシコと

一本釣りするしかないと思って

おります。やはり基本的な、ど

なたかがおっしゃっていました

が、口コミとリピータだと思い

ます。 
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それから私どもは受講生に対しては、こんなふうに考えています。受講者は、お客様で主人公

だと思います。私ども講師は、パソコンというすぐれた機械、すぐれたソフトの説明員だという

ように考えています。あくまでもサポーターだと思っています。そうでない方についてはご遠慮

願っております。講座はやはり楽しくなければいけないとおもっております。先程申し上げまし

たけれどワード・エクセルで就職活動するわけではないですから。なかには時々いらっしゃいま

すが、「パソコンできるといったら就職が決まったので１週間で教えてください。」と駆け込み寺

で来られる方がおられます。 
講師はエンターティナーだと思います。例えば予備校の名物講師のように、あの面白くない受

験勉強を楽しく分かりやすく教えるという、それなりの努力をされていると思います。それだけ

の努力を我々もしなければいけないと思っています。受講料につきましては、私どもは月謝制で

はありません。入会金も取っていません。その都度２，０００円いただいています。今日の私の

講座が面白くなかったら来週来ていただけません。ある意味では真剣勝負です。いい意味の緊張

感を保つためには、私はそれが必要だと思っています。広報は非常に難しいのですが、私どもＮ

ＰＯはお金もありませんし、なかなか手段がないのですが、できるだけのことはやっております。

例えば市報に記事を掲載していただける様お願いしています。市報の効果は抜群ですし信用度が

全然違います。市報にのりますと必ず数名の方が参加されます。 
それからホームページも、シニアには見られないのではないかと馬鹿にしておりましたが、子

供さんがお父さんやお母さんのためにホームページで検索して教室を探して来られるのですね。

ですから、ホームページも大事にしなければと思って、心がけています。それからマスコミの取

材に対しも本音でおはなしをして対応しています。武蔵野三鷹ケーブルＴＶという放送局があり

ますので、無償で３０秒コマーシャルを、去年一昨年に通算で５回掲載していただきました。あ

まり効果ませんけど、見ておられる方もあります。シコシコとやっております。 
皆さんもチラシ作りはやっておられると思います。私も同様にやっていますが、チラシ立てに

１０種類かそのくらいはあると思います。その中で手にとってもらえるチラシを作るということ

が大事だと思います。そのために私は、「行列の出来るイベントのチラシの作り方」、これは講談

社の新書版だったと思いますが、この著書の方の同じ講習会を２回受けました。非常に勉強にな

りました。皆様もこの牟田

静香さんの本を読まれたら

いいと思います。ビフォー

アフターで、悪いチラシと

良いチラシを具体的に指導

していただきました。それ

から私がチラシを作るとき

に絶えず考えている事は、

伝達したい情報ではなくて、

お客様が知りたい情報を発

信するように心がける事で

す。分かりやすくいいます

と、受講者がひとクラス終

わりますと、次の講座は、

何を受けたらよいのか非常
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に関心を持っておられますそのためには、この講座があなたにはよいのではないですかという発

信の仕方です。 
我々のゆうゆうサロンの今後の課題をすこしまとめて見ました。サロンという名前をつけてい

る以上、楽しく集まる会にしたいと思っていますが言う安く実行は難しいですね。やはりお互い

に忙しいから、終わった後に、お茶を飲むとかいうことを、心がけていますがなかなかできませ

ん。 
それから私どもが最近心がけていますのが、私どもの教室にこられる超初心者講座に参加した

方を、講師に育てることを心がけています。なにが言いたいかといいますと。やはり、シニアに

やさしいシニアの講師を沢山作りたいということです。実際に、先月１０月シニア講座をやりま

したが、その時サブ講師として超初心者からの方が参加しております。 
それから、ゆうゆうサロンという講座をやってみますと、ちょっと乱暴な言い方かもわかりま

せんが１０人の内３人ぐらいはパソコンをもっていない方が参加されます。お持ちの方も子供さ

んやお父さんのお古というのですか、払い下げというのですか、そのようなものを使っておられ

ます。面白くなってくると、ご自分のマイパソコンが欲しくなります。私どもは２年程前からマ

イクロソフトさんのライセンスをいただきまして中古パソコンの再生工房というのをやっており

ます。まあ入力程度でしたら９６でも十分間に合いますね。その中古のパソコンを貸し出してお

ります。それからゆうゆうサロンの参加者の男女比が３対７と申し上げましたけれど、圧倒的に

女性が元気です。シニア男性が実際になかなか来ていただけない。これを「シニア男性の引きこ

もり」と言ってからかっているのですが、教室になかなか来ていただけない。それを家庭から引

っ張り出すというのは、私も方法が見つかっていないけれど、ひとつヒントとして、「未来を作る

図書館、ニューヨークからの報告」という数年前に発刊された岩波新書の図書がございます。こ

れの中に、非常に考えさせられたのですが、今までの日本の図書館のイメージと全然違うのです

ね。私自身も大学入試のときに、弁当をさげて図書館にこもった経験があるのですが、きたない

言葉でいうと浮浪者みたいな方が、ずぅーっと朝から晩まで利用されています。実際、ニューヨ

ークの場合は違います。だからここにヒントがあるのではとも思います。退職したら、図書館に

行きます。家にいると奥さんが厭な顔をしておられない。金もかからないですから。ところが図

書館に行っても独りぼっちですね。これをいかに組織するかということが一つ課題だと思います。 
次に私どもが行っている企業とのコラボレーション・協働の具体的な例を紹介申し上げます。

一番上はトレンドマイクロ社さんとのインターネットを活用する際の安全対策という講座をやり

ました。それから日本ＨＰさんの子供向けスクイーク親子教室でございます。これはご存知の方

も沢山おられると思いますけれど、要するに子供向けのプログラムソフトです。それから、ＮＥ

Ｃさんの子育てママの就職支援エクセル講座もやりました。それから先程のパソコン再生工房・

三鷹、それからビスタの講演会と体験会、これはマイクロソフトさんのＩＴ経営キャラバン隊と

いうのがありまして、これの力を借りて講座をやりました。それから同じくＮＥＣさんのシニア

ＩＴサポート養成講座、これは。シニアと障害者に特化した講座で、俗にパソボラと言われてお

りますパソコンボランティアー講座でございます。 今予定しておりますのは二つございます。一

つは、12 月 1 日からだと思いますがマイクロソフトさんが打ち出すと思いますが、全国的に展開

される小学生向けのインターネット安全教室というものです。これを三鷹で年内にモデル的に一

つやってみようかと思っています。これはどういうことだといいますと、ソフトをマイクロソフ

トさんが用意されて、私ども NPO の人が講師をやるという講座です。先程学校の見守りという

ことがありましたけど、そこに見守りを行っているＮＰＯの人が学校にも顔が分かっている、子
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供にも顔が分かっているシニアのおじさん・おばさんが講師をやる講座を考えています。ただ学

校というのはご存知の通り、年間行事が隙間なく詰まっていますから、割り込む隙がなかなかな

いと思います。課外活動また春休み夏休みという感じになるかと思います。これはやりたいと思

っています。それから「アクティブシニア推進計画ＩＮ三鷹」と称しまして、これもマイクロソ

フトさんとタイアップしてやりたいと思っていまして企画中でございます。 
最後になりますが、最近のトピックスということで、三つほどあげさせていただきました。ひ

とつは先程の日本ＴＶズームインスーパーの取材を受けて、その時のエピソードでございます。

当時取材を受けた久保田さんという方が、今年９３になると思いますが、パソコンをなぜ始めた

のですかという質問に対して、こんなふうに答えました。「入院中の奥さんの病状を家族にメール

で知らせたい。」 
奥さんは３年間アルツハイマーで入院されているのですが、その病状を家族に知らせたいとい

うことでございます。放映された翌週、９３ですから杖をつかれていたのですが、トイレへ行く

のに杖なしでスタスタ歩かれているのです、これに私は感動いたしました。やはり少しオーバー

な言い方をしますと、人間としてちゃんとまともに向き合っていただくと、医者もいらない薬も

いらない杖もいらない、これには、さすが日ごろシニアと接している私も、人間として非常に反

省させられました。 
反省させられた事のもう一つは、この取材を契機にして、問い合わせが殺到するわけです。受

講したいけどということが一つ、もう一つは講師になりたいだけどという問い合わせです。その

ことから私が反省したことは、情報が本当に欲しい人に届いていないことです。私どものＰＲ活

動の欠点かなと反省しております。情報が必要な人に、届ける難しさを痛感しております。 
去年の１１月にマイクロソフトさんが、たち上げた「アクティブシニア推進計画」というもの

がございます。岡部理事長とともに私もそのアドバイザリボードに参画しております。次に今年

の９月からゆうゆうサロンの講座は全面的にビスタと２００７に切り換えました。1 部まだ２０

０３でやっている講座もありますが、講師は大変です。その都度画面を切り替えなければいけま

せんから。習うほうも大変ですけど教えるほうは、もっと大変だと思います。簡単でございます

が以上でございます。ご静聴どうもありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 83

 
 
 全国各地で活躍しているシニアネットの活動状況を展示しあい、参加者同士フェース・ツー・

フェースで意見交換し相互交流を深めていただく場と致しました。 

 

 約２０のシニアネットや協力企業等が出展され、参加者同士、熱い意見交換や相互交流が行わ

れました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■■■■シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット交流広場交流広場交流広場交流広場    

    

11111111 月月月月 6666 日日日日（（（（木木木木））））    １０１０１０１０：：：：３０３０３０３０～～～～１６１６１６１６：：：：３０３０３０３０    
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【【【【出展団体出展団体出展団体出展団体】】】】    

 
財団法人財団法人財団法人財団法人ニューメディアニューメディアニューメディアニューメディア開発協会開発協会開発協会開発協会    

財団法人財団法人財団法人財団法人ＪＫＡＪＫＡＪＫＡＪＫＡ    

徳島県徳島県徳島県徳島県    

http://www.nmda.or.jp/ 

http://ringring-keirin.jp/ 

http://www.pref.tokushima.jp/ 

仙台仙台仙台仙台シニアネットクラブシニアネットクラブシニアネットクラブシニアネットクラブ    http://www.zundanet.co.jp/seniornetclub/ 

メロウメロウメロウメロウ倶楽部倶楽部倶楽部倶楽部    http://www.mellow-club.org/ 

シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット加賀加賀加賀加賀    http://hp1.cyberstation.ne.jp/seniornet-kaga 

マイクロソフトマイクロソフトマイクロソフトマイクロソフト株式会社株式会社株式会社株式会社    http://www.microsoft.com/japan/ 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットひろしまひろしまひろしまひろしま    http://www.seniornet-hiroshima.gr.jp/ 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人姫路法人姫路法人姫路法人姫路シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット    http://www.hipsc.net/ 

eeee----とぴあとぴあとぴあとぴあ・・・・かがわかがわかがわかがわ    http://www.e-topia-kagawa.jp/ 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人いきいきいきいきいきいきいきいきネットネットネットネット徳島徳島徳島徳島    http://www.ikiikinet.org/ 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人沖縄法人沖縄法人沖縄法人沖縄ハイサイネットハイサイネットハイサイネットハイサイネット    http://www.e-haisai.net 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人おおさかおおさかおおさかおおさかシニアネットシニアネットシニアネットシニアネット    http://osaka-senior.net/ 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人湖南法人湖南法人湖南法人湖南ネットネットネットネットしがしがしがしが    http://www.konan-net-shiga.jp/ 

ひとひとひとひと・・・・まちまちまちまち PCPCPCPC サロンサロンサロンサロン    http://homepage2.nifty.com/hitomachi/ 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人まちづくりねっとまちづくりねっとまちづくりねっとまちづくりねっと・・・・うじうじうじうじ    http://www.ujimachi.or.jp/ 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人関西法人関西法人関西法人関西イーイーイーイー・・・・エルダーエルダーエルダーエルダー    http://www.k-ee.com 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人つれもてつれもてつれもてつれもてネットネットネットネット南紀熊野南紀熊野南紀熊野南紀熊野    http://tsuremote.net 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人寝屋川法人寝屋川法人寝屋川法人寝屋川あいのあいのあいのあいの会会会会    http://www.paw.hi-ho.ne.jp/ainoki 

景観景観景観景観ボランティアボランティアボランティアボランティア明日香明日香明日香明日香    http://www17.plala.or.jp/ 

シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット    どこどこどこどこ竹竹竹竹＠＠＠＠竹竹竹竹とんぼとんぼとんぼとんぼ    http://www.place24.ne.jp/dokotake/ 
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 おおさかシニアネット副理事長、中西でご 

ざいます。 

今日はシニアネットフォーラム２１in関西 

に、北は北海道から南は沖縄まで、大阪に来 

ていただき、厚く感謝を申し上げるしだいで 

ございます。本当にありがとうございました。 

総総ということでございますが、総総をや 

っておりますと、朝早くから大変長い間、い 

ろんなことをお聞きになり、私も、聞く話一 

つ一つにいろんな思いがあり、どんな話をし 

たらいいかなと、思っておったわけでござい 

ますが、次から次へと新たなことが入って参 

りまして、何を総総していいかわからない。 

しかし、一つ一つよく考えて行きますと、我 

々の行動において、これからの事業の推進に 

あたって、本当に示唆に富んだいろんなご意 

見を頂戴したのではないかと思います。 

私は、おおさかシニアネットを立ち上げた頃、皆さんもご存知の２００１年９月１１日を思い

出します。あの時に私はアメリカの西海岸におりました。 

なぜアメリカに行っていたかと言いますと、介護保険制度が立ち上げられた時でございまして、

その海外視察に行っておりました。アメリカの介護政策というものはどのようなことをやってお

るのかということで、ロサンゼルス、サンフランシスコ、シアトルの三つの都市を訪問して、ア

メリカには、保険制度がないはずなのに、どのような仕組みでやっているのかを調査しました。 

その時に、説明を受けたところ、ロサンゼルスへ行くとロサンゼルスシニアネット、サンフラ

ンシスコへ行くとサンフランスシニアネット、シアトルへ行くとシアトルシニアネットがある。

このときに、シニアネットという言葉を聞いてどんなことするのかと思いました。 

介護施設はどこにもない。健常者を中心としたいろんな政策をとっている。それも、自由に参

加しているというような、仕組みでやっておられまして、私も、介護保険制度ができた時、だい

たい要介護というのが、１割程度であろうと、言われていましたが、ご存知のように２年３年で、

２０％を超えています。しかし、それにもまして、健常者は、介護保険料を払いながら、何も国

からしてもらえない。私はこのような疑問をもって、勉強をしたわけです。 

そのときに、健常者については、これだと。いつまでも元気で暮らせるように、価値ある人生

■■■■クロージングセッションクロージングセッションクロージングセッションクロージングセッション    

    

総括総括総括総括    

中西中西中西中西    建策氏建策氏建策氏建策氏    

NPONPONPONPO 法人法人法人法人おおさかおおさかおおさかおおさかシニアネットシニアネットシニアネットシニアネット副理事長副理事長副理事長副理事長 
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を送ってもらえるのかなぁ、という思いにたちまして、そこで、いろんな話を聞いて、これを持

って帰って、定年になって、議員も辞めた時に、まずこの仕事に取り組もうということで、２０

０２年の終わりからＮＰＯ法人の申請をいたしまして、退職と同時にシニアネットを立ち上げ、

２００３年の４月から開始したわけでございます。 

本当に活力のある生活を送れるかということが大切なことではないかと、いつまでも元気であ

れば、医療費も減るわけでございます。そのような面から、行政も私どものこうした活動に対し

て、理解していただきたい。私どももお金を多くくれとは申しません。三鷹市さんへも十数年前

に訪問させていただいて、非常に先進的なことをなさっているということで、当時伺ったことを

覚えております。 

私どもが思うのは、指定管理者制度についていろいろ言っておりますが、官ばかりでやってい

たら、税金の無駄遣いが多いではないか。じゃあ民に行こうか、一気に官から民へ流れていく。

そうすると、官でなければできないサービスが、民へ行けばできるのか、そういったことも私の

大きな課題でございます。 

特に今、指定管理者制度というものをそれぞれの自治体が取っております。こういうことに私

どもは、極端なことを申し上げますと、ニューメディア開発協会の皆さまのやっていらっしゃる

ような、いわゆる公益法人とかＮＰＯ法人とか、官から民へ行くときの中間的な機関というもの

が、必要ではないかと。そういう意味で、これからのシニアネットというものが大きな役割を担

っていくのではないかなと思います。 

税金を無駄遣いせず、税金を効率的に使えるように、やはり私どもも考えていかなければなら

ないという、こんな思いを非常に強く持っております。 

そして、私どももいろいろと頑張っておるわけでございます。 

今日こうして、大阪で盛大に開いていただきましたニューメディア開発協会の会長、また基調

講演はじめパネリストの先生がたに心から感謝を申し上げます。 

来年２月に東京でこの大会があるようでございます。その時には、ぜひ、私どもも参加させて

いただき、また皆様がたもぜひ顔を合わせていただき、懐かしい話をして、またそれまでの経過

を話し合いしたいと思っている次第でございます。 

本当に長時間にわたりまして熱心な、勉強会、研究会を催しさせていただきまして、心より厚

く御礼を申し上げるしだいでございます。どうもありがとうございました。 
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「シニアネットフォーラム２１ in 関西」 

付属資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「シニアネットフォーラム２１ in 関西」開催案内 

■ 「シニアネットフォーラム２１ in 関西」来場者用アンケート表 

■ 「シニアネットフォーラム２１ in 関西」来場者アンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 現在、６５歳以上の高齢者が約２７４４万人、人口比率で２１.５％となっております。実に４.５人に１人が６５歳以上と言うことにな

ります。日本の総人口は既に減少に転じている中、団塊の世代の第一陣が既に定年を迎え、高齢者の仲間入りを間近に控えて

いるなど、高齢化はますます進み、早晩３人に１人が６５歳以上という時代がやってくることが予測されております。 

 高齢者が数の上でメジャーとなる時代、まさに高齢者のパワーが社会を変えていく、と言っても過言ではありません。「活老なく

して繁栄なし」と言われております通り、今後、高齢者の社会での活躍が大いに重要となって参ります。 

そうした中、好きなＩＴを生かして充実したシニアライフを送りたい、そして少しでも社会のためにお役に立ちたいとする高齢者同

士が集う「シニアネット」が各地にあって、仲間とともにＩＴを勉強し合ったり、高齢者を中心に地域の方々へのＩＴ講習を行ったりと、

地域に根差したさまざまな活動を活発に展開しております。 

シニアネットは、まさに高齢者の生きがいづくりや仲間づくりに大きな役割を果たしてきております。高齢者が培ってきた知識・

技術・経験等を活かして社会参加を果たし、シニアライフを豊かで楽しいものにしております。そうしたなかにあって、地域の自治

体等と協働（コラボレーション）し、地域の情報化促進や街づくり、地域振興等に重要な役割も果たしてきております。 このように

シニアネットは、高齢者にとっては勿論、自治体・企業の方にとっても極めて意義深い組織であると言えます。 

旧通商産業省（現経済産業省）が提唱された「メロウ・ソサエティ構想」の実現を目指しております財団法人ニューメディア開発

協会と致しましては、こうしたシニアネットの活動こそ、かかる構想の実現に重要であると認識し、シニアネットを強力なパートナー

と位置づけ、連携を強化して参りました。こうした経緯から、当協会はシニアネットが全国津々浦々、至る所にあって、高齢者が生

き生きと活躍している、そうした姿を創出していくことが急務と考えております。 

その為、これまで経済産業省や財団法人ＪＫＡのご指導、ご支援と、シニアネット諸団体等のご協力を得て、シニアネット普及・

拡充を図るべく、全国的に「シニアネットフォーラム２１」を開催して参りました。 

そこで、この度は大阪市で「シニアネットフォーラム２１ｉｎ関西」を開催し、全国のシニアネットが一堂に会し、お互いの意見交

流・人的交流を行う中で、特に関西におけるシニアネットの更なる普及・発展を図ることに致しました。 

 既にシニアネットに加わって活動されている方々は勿論、「シニアネットに参加したい…」「何か地域のために活動してみた

い…」等々お考えの高齢者や団塊世代の方、そして「高齢者と協働して施策や事業に取り組みたいが…」とお考えの自治体

や企業の方など、幅広い分野の方々にご参加頂き、熱い議論と深い交流を通して、シニアネットの、そして参加された皆様

の今後のご発展につなげて頂ければと思います。 

 このフォーラムがきっかけとなって、シニアネットの普及・拡充が一層加速され、高齢者の充実したシニアライフや豊かな高齢社

会の構築に貢献できれば、これに勝る喜びはありません。 

是非とも、全国各地の、特に関西地方の、多くの方々のご参加を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 
                                       
 
 
 

シニアネットフォーラムシニアネットフォーラムシニアネットフォーラムシニアネットフォーラム２１２１２１２１    in in in in 関西関西関西関西    
                ◇◇◇◇シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットでででで、、、、実実実実りりりり豊豊豊豊かなかなかなかなシニアライフシニアライフシニアライフシニアライフとととと    

                                                                                            活力活力活力活力あるあるあるある高齢社会高齢社会高齢社会高齢社会をををを！！！！◇◇◇◇                    

平成平成平成平成 20202020 年年年年 11111111 月月月月 6666 日日日日（（（（木木木木））））    

大阪産業創造館大阪産業創造館大阪産業創造館大阪産業創造館（（（（大阪市中央区大阪市中央区大阪市中央区大阪市中央区））））    

主催主催主催主催：：：：財団法人財団法人財団法人財団法人    ニューメディアニューメディアニューメディアニューメディア開発協会開発協会開発協会開発協会 
（（（（http://www.nmda.or.jphttp://www.nmda.or.jphttp://www.nmda.or.jphttp://www.nmda.or.jp））））    

競輪補助事業 
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日時    平成20年11月6日（木） 10：30～18：15 

                  （懇親会18：30～20：00） 

 

会場    大阪産業創造館 

       〒541-0053 大阪市中央区本町 1-4-5 

 

主催    財団法人ニューメディア開発協会 

 

後援    経済産業省（予定） 

大阪府 

大阪市 

 

協力     ＮＰＯ法人おおさかシニアネット 

       株式会社ジャストシステム 

       トレンドマイクロ株式会社 

       ニフティ株式会社 

       マイクロソフト株式会社    （五十音順） 

 

定員        約１５０名 

 

参加費   無料 

 

参加対象  ・シニアネットへの参加や新規設立等シニア 

ネットに関心のある方 

・シニアネットのメンバーの方 

・団塊の世代の方 

・シニア情報生活アドバイザーの方 

・自治体で高齢者問題やコミュニティビジネス、

 ＮＰＯ活動推進をご担当の方 

・企業で社会貢献、シニアマーケティング、 

バリアフリーなどシニア向け商品・サービス    

の企画開発等に携わっておられる方 

・コミュニティビジネスやＮＰＯ活動に取り組ん  

でおられる方 等々  

申込方法 下記いずれかの方法でお申込み下さい。 

 

①ＦＡＸまたは郵送でのお申し込みの場合 

同封の参加申込み用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたは郵

送にて下記「お問い合わせ先」までお送り下さい。 

②ウェブサイトよりお申し込みの場合 

下記ウェブサイトへアクセスして頂き、専用フォームよりお申込み

下さい。 

・ フォーラム事務局 

URL：http://osaka-senior.net/snf/ 

・主催者 URL：http://www.nmda.or.jp/mellow/ 

 

 

申込締切後「参加証」をお送り致します。なお定員に達した時点で締め

切らせていただきますのでご了承下さい。 

 

懇親会     どなたでもお気軽に、ご参加下さい。 

新しい出会いをつくり、お互いの親交を深めて頂ける場です。ご

参加頂いた皆様同士、親しく、そして楽しくご歓談頂きながら、有

意義なひとときをお過ごし下さい。また、余興や抽選会など楽し

い催しもご用意致しております。どうぞ、どなたでもお気軽にご参

加下さい。 

■ 会場 ： シティプラザ大阪 ４階 「眺」 

        大阪市中央区本町橋2-31 

        TEL06-6947-7888 

■  会費 ： 5,000円 

ご昼食   お昼には、お弁当をご用意致します。どうぞご利用

下さい。 

  ■ 料金 ： 1,000円 

懇親会・ご昼食をご希望の方は、事前に下記口座に所定の

金額をお振込頂けますようお願い申し上げます。尚、振込手

数料はご負担下さいますようお願い申し上げます。 

お振込み先   三井住友銀行 日比谷支店 普通口座 

口座番号： 8322576 

「シニアネットフォーラム 21 事務局」 

【お問い合わせ先】 

「シニアネットフォーラム２１ 事務局」 〒100-0013 東京都千代田区霞が関 1-4-2 大同生命霞が関ビル 18 階 

日本コンベンションサービス株式会社内（堀内、西村） 

ＴＥＬ 03-3508-1213 ＦＡＸ 03-3508-0820  e-mail snf21@convention.co.jp 

おおおお振込振込振込振込みみみみ期限期限期限期限：：：：平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年１０１０１０１０月月月月１０１０１０１０日日日日（（（（金金金金））））    

 

● 地下鉄「中央線」、地下鉄「堺筋線」堺筋本町駅

下車徒歩約 5分。中央線 2号出口または堺筋線

12 号出口が便利です。 

 

※付近に十分な駐車場や駐輪場はありませんの

で、出来るだけ地下鉄などの公共交通機関をご利

用ください。 
 

大阪産業創造館へのご案内 

申込締切申込締切申込締切申込締切：：：：平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年１０１０１０１０月月月月１０１０１０１０日日日日（（（（金金金金）（）（）（）（郵送郵送郵送郵送のののの場合場合場合場合、、、、当日消印有効当日消印有効当日消印有効当日消印有効）））） 

 

シティプラザ大阪 

懇親会場懇親会場懇親会場懇親会場  

開催概要 



 

 

１１月６日（木） 大阪産業創造館 ４階イベントホール（シニアネット交流広場 ６階会議室 E） 

9:30～10:30 受付  

10:30～10:50 オープニングセッション ・主催者挨拶 

岡部 武尚（財団法人ニューメディア開発協会 理事長） 

・来賓挨拶 

平工 奉文氏（近畿経済産業局長）（予定） 

橋下 徹氏（大阪府知事）（予定） 

平松 邦夫氏（大阪市長）（予定） 

10:50～12:00 基調講演 「シニアネット・ＮＰＯ活動のすすめ 

～高齢社会におけるシニアの新しい生き方～」 

山内 直人氏（大阪大学大学院国際公共政策研究科 教授） 

12:00～13:00 シニアネット交流広場 

休憩（昼食） 

シニアネットの成果展示による相互交流の場 

 

13:00～15:30 パネルディスカッション 「シニアネットは、シニアの生き方をアクティブにし、地域に活力を与え

る」 

・コーディネーター 

三木 健二氏（景観ボランティア明日香 会長、元読売新聞論説委員）

・パネリスト（五十音順） 

井上 文雄氏（仙台シニアネットクラブ 代表） 

塩見 信雄氏（ＮＰＯ法人シニアネットひろしま 理事長） 

堀池 喜一郎氏（ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 顧問） 

箕田 幹氏（財団法人大阪市都市工学情報センター 理事長） 

三和 清明氏（ＮＰＯ法人寝屋川あいの会 理事長） 

15:30～18:00 ケーススタディ 『シニアネットが地域を支える』 

テーマ１：「シニアネットはシニアと地域の情報化を支えています」 

課題提供者 砂川 正男氏（ＮＰＯ法人沖縄ハイサイネット 会長） 

テーマ２：「シニアネットは歴史文化を次代に継承し 

地域振興に貢献いています」 

課題提供者 布上 太三氏（メロウ倶楽部） 

テーマ３：「シニアネットはコミュニティビジネスで、 

シニアに、地域に活力を与えています」 

課題提供者 山根 明氏（ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 

運営ワーキンググループリーダー）

18:00～18:15 クロージングセッション 

閉会 

総括 小島 孝治氏（ＮＰＯ法人おおさかシニアネット 理事長） 

          懇親会場：シティプラザ大阪 ４階 「眺」 

18:30～20：00 懇親会  

 
 

プログラム 



 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

『『『『シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット・・・・ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ活動活動活動活動のすすめのすすめのすすめのすすめ    ～～～～高齢社会高齢社会高齢社会高齢社会におけるにおけるにおけるにおけるシニアシニアシニアシニアのののの新新新新しいしいしいしい生生生生きききき方方方方～』～』～』～』    
                                                                    山内山内山内山内    直人氏直人氏直人氏直人氏（（（（大阪大学大学院国際公共政策研究科教授大阪大学大学院国際公共政策研究科教授大阪大学大学院国際公共政策研究科教授大阪大学大学院国際公共政策研究科教授））））  

我が国の高齢化は急速に進み、早晩３人に１人が６５歳以上になる時代がやって参ります。シニアが

数の上でもメジャーとなる時代、まさにシニアがこれからの社会を変えていく、と言っても過言ではありま

せん。「活老なくして繁栄なし」と言われております通り、高齢者の社会での活躍が益々重要となって参り

ます。 

そうした中、多くのシニアは「シニアネット」「ＮＰＯ」等に集い、元気に、楽しみながら、ＩＴ講習などをはじ

めボランティア活動に邁進し、豊かで充実したシニアライフを目指しております。まさに、自ら自立し、社会

を支える側に立とうと意欲的な活動をされており、シニアネットはシニアの生きがいづくり、地域の振興に

と重要な役割を果たしてきております。今後、ますます多くのシニアがこうした活動に加わることが求めら

れております。 

 そこで、ＮＰＯの活動に造詣の深い学識経験者より、未だ経験したことのない少子高齢社会を何らかの

形で「支える」ことが求められている高齢者が自らのシニアライフを実り豊かなものとして切り開いていく「新し

い生き方」について語っていただきます。 

（（（（コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター））））    

三木三木三木三木    健二氏健二氏健二氏健二氏（（（（景観景観景観景観ボランティアボランティアボランティアボランティア明日香会長明日香会長明日香会長明日香会長、、、、元読売新聞論説委員元読売新聞論説委員元読売新聞論説委員元読売新聞論説委員））））    

（（（（パネリストパネリストパネリストパネリスト））））    

井上井上井上井上    文雄氏文雄氏文雄氏文雄氏（（（（仙台仙台仙台仙台シニアネットクラブシニアネットクラブシニアネットクラブシニアネットクラブ    代表代表代表代表））））    

            塩見塩見塩見塩見    信雄氏信雄氏信雄氏信雄氏（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人法人法人法人シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットひろしまひろしまひろしまひろしま    理事長理事長理事長理事長））））    

            堀池堀池堀池堀池    喜一郎氏喜一郎氏喜一郎氏喜一郎氏（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人法人法人法人シニアシニアシニアシニアＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯ普及普及普及普及サロンサロンサロンサロン・・・・三鷹三鷹三鷹三鷹    顧問顧問顧問顧問））））    

            箕田箕田箕田箕田        幹氏幹氏幹氏幹氏（（（（財団法人大阪市都市工学情報財団法人大阪市都市工学情報財団法人大阪市都市工学情報財団法人大阪市都市工学情報センターセンターセンターセンター    理事長理事長理事長理事長））））    

            三和三和三和三和    清明氏清明氏清明氏清明氏（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人寝屋川法人寝屋川法人寝屋川法人寝屋川あいのあいのあいのあいの会会会会    理事長理事長理事長理事長））））                                                                                        （（（（五十音順五十音順五十音順五十音順））））    

少子高齢社会にあっては、シニアが主役となって地域社会を盛り立てて行くことが重要となって参りま

す。その中にあって、多くの意欲あるシニアが結集している「シニアネット」こそ、こうした社会の牽引力に

なることが期待されております。 

そのため、全国津々浦々にシニアネットがあって、多くのシニアが元気に活動する中、自らのシニアラ

イフを楽しく豊かなものにするとともに地域社会を元気にしている、そういった姿を作り出していくことが急

務となっております。 

そこで、全国の著名なシニアネットの代表者や行政関係者にご登場いただき、シニアネットを立ち上げ

た動機・想い、設立に至る経緯や現況、そしてこれからの展望等を熱く語っていただき、シニアネットとシ

ニアの関わり方やシニアネットの進むべき方向等について全員参加で議論し、これからの新しいシニアネ

ットのあるべき姿を探っていきます。 

『『『『シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットはははは、、、、シニアシニアシニアシニアのののの生生生生きききき方方方方ををををアクティブアクティブアクティブアクティブにしにしにしにし、、、、地域地域地域地域にににに活力活力活力活力をををを与与与与えるえるえるえる』』』』 

基調講演基調講演基調講演基調講演    （（（（１０１０１０１０：：：：５０５０５０５０～～～～１２１２１２１２：：：：００００００００））））    

パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション    （（（（１３１３１３１３：：：：００００００００～～～～１５１５１５１５：：：：３０３０３０３０））））    

実施予定実施予定実施予定実施予定プログラムプログラムプログラムプログラム 



 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
 
 
 
    

    

    

    

    

テーマテーマテーマテーマ１１１１：：：：シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットははははシニアシニアシニアシニアとととと地域地域地域地域のののの情報化情報化情報化情報化をををを支支支支えていますえていますえていますえています    

                                                                            課題提供者課題提供者課題提供者課題提供者：：：：砂川砂川砂川砂川    正男氏正男氏正男氏正男氏    （ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人沖縄法人沖縄法人沖縄法人沖縄ハイサイネットハイサイネットハイサイネットハイサイネット    会長会長会長会長））））  

テーマテーマテーマテーマ２２２２：：：：シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットはははは歴史文化歴史文化歴史文化歴史文化をををを次代次代次代次代にににに継承継承継承継承しししし地域振興地域振興地域振興地域振興にににに貢献貢献貢献貢献していますしていますしていますしています    

課題提供者課題提供者課題提供者課題提供者：：：：布上布上布上布上    太三氏太三氏太三氏太三氏（（（（メロウメロウメロウメロウ倶楽部倶楽部倶楽部倶楽部））））  

シニアネットは、その本業とも言える「ＩＴ講習」をベースに地域社会の情報化、とりわけシニアの情報リ

テラシー向上を促進し、社会に活力をもたらしております。シニアネットならではのきめ細かな教え方や仲

間同士で楽しく、気楽に学び合える雰囲気がシニアに喜ばれ、大きな実績をあげております。自治体との

協働も進み、地域ＩＴリーダーとして地域への貢献も大きなものがあります。地域のシニアのＩＴに対する意

識を変えながら活動を進めているシニアネットは、ＩＴ普及に今や必要不可欠な存在と言っても過言では

ありません。しかしながら、こうした活動もあってシニアのＩＴ人口は年々増加しているものの、未だシニア

の十数パーセントと言われ、残念ながらまだまだ少ないと言わざるを得ません。 

そこで、沖縄市を核にその周辺地域や那覇市等で広くシニア向けのＩＴ講習を行い、毎年千人規模のシ

ニアに教え、高い実績を挙げております「沖縄ハイサイネット」の事例をもとに、シニアネット共通の活動で

あるシニアへのＩＴ普及活動について、シニアのＩＴ普及を一層加速させるためにどうすればいいか、どの

ような方法がより効果的か、参加者全員で今後の方策について考えていきたいと思います。    

 今、昭和の時代が人気を呼び、地球規模では世界遺産の動きが注目を浴びております。様々な貴重

な遺産を次代に残すことの重要さに皆が気がつきました。シニアには郷土の歴史や文化、自然等に通じ

ている人が多く、そうした財産を守り、次代に引き継ぎ、地域の振興につなげることは明るい未来の礎を

つくるシニアの重要な役割であり、シニアネットの大事な活動の一つと言えます。 

 そこで、「メロウ倶楽部」の『メロウ伝承館』は、後世への文化伝承を目的としたシニアのためのコミュニ

ティサイトであると内外で高く評価されておりますが、こうした活動事例を通して具体的な取り組み方につ

いて議論を深め、今後の活動の指針を提供していきたいと思います。 

注． 『 メロウ伝承館』は WSA-JAPAN2005 における 『 e-Culture 』 の部で最優秀賞を受賞。

WSA-JAPAN2005は、デジタル格差の是正を狙って活動している国際連合の組織「国際連合情報社会世

界サミット（WSIS）」が行う世界規模のインターネットサイト・コンテスト「世界情報社会サミット大賞（WSA）」

の日本代表選考会。 

『『『『シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットがががが、、、、地域地域地域地域をををを支支支支えるえるえるえる』』』』    

シニアネットはそこに集うシニアの設立の趣旨、目的等からＩＴを基軸におきながらも様々な形で活動を

展開し、自己実現を果たすとともに地域の発展に大きく貢献してきております。まさにシニアネットが地域

を支えているといっても過言ではないと考えております。 

そこで、シニアネットのいくつかの活動について豊富な事例を交えて詳しく語って頂く中、全員参加型で

意見交流を行い、今後の活動に生かして頂ければと思います。 

ケーススタディケーススタディケーススタディケーススタディ    （（（（１５１５１５１５：：：：３０３０３０３０～～～～１８１８１８１８：：：：００００００００））））    



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

テーマテーマテーマテーマ３３３３：：：：シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットははははコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスでででで、、、、シニアシニアシニアシニアにににに、、、、地域地域地域地域にににに活力活力活力活力をををを与与与与えていますえていますえていますえています    

山根山根山根山根    明氏明氏明氏明氏（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ法人法人法人法人シニアシニアシニアシニアＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯ普及普及普及普及サロンサロンサロンサロン・・・・三鷹三鷹三鷹三鷹    運営運営運営運営ワーキンググループリーダーワーキンググループリーダーワーキンググループリーダーワーキンググループリーダー））））  

 長年に亘って培ってこられたれ知識、ノウハウ等を生かして社会に貢献したい、できるかぎり生涯現役で

いたいとするシニアは大勢おります。そうした中、コミュニティビジネスを主な活動とする「事業型」のシニア

ネットが増えつつあります。まさに「人材の宝庫」であるシニアネットだからこそできる活動であると言えま

す。 

 そこで、「事業型」シニアネットとして全国的に著名な「ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹」の活動

事例を通して、これから、コミュニティビジネスを新たに起こすにはどうしたらいいか、また今の活動をより

一層飛躍させるにはどうしたらいいか、具体的な取り組み方について提言していただくことにいたしまし

た。コミュニティビジネスを目指すシニアネット・ＮＰＯの方々は是非、ご参加下さい。 

シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット交流広場交流広場交流広場交流広場    （（（（１０１０１０１０：：：：３０３０３０３０～～～～１６１６１６１６：：：：３０３０３０３０））））    

全国各地で活躍しているシニアネットの活動状況を展示しあい、参加者同士フェース・ツー・フェースで

意見交換し相互交流を深めていただく場と致します。また、協力企業のお役立ちコーナーも設けておりま

す。これまで多くの参加者から大変ご好評を頂いており、皆様の今後の活動に必ずお役に立つものと期待

いたしております。自治体や企業の方も是非、お立ち寄り下さい。 



 

 
 
 

 

アンケートアンケートアンケートアンケートにごにごにごにご協力協力協力協力をおをおをおをお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします    

    

１． どのプログラムに参加されましたか。参加されたものすべてに○をつけてください。 

イ．全プログラム 

ロ． 基調講演「シニアネット・ＮＰＯ活動のすすめ－高齢社会におけるシニアの新しい生き

方－」 

ハ．パネルディスカッション「シニアネットは、シニアの生き方をアクティブにし、地域に

活力を与える」 

ニ．ケーススタディ：テーマ１「シニアネットはシニアと地域の情報化を支えています」 

ホ．ケーススタディ：テーマ２「シニアネットは地域の歴史文化を次代に継承し、地域振興

に貢献しています」 

  ヘ．ケーススタディ：テーマ３「シニアネットはコミュニティビジネスで、シニアに、地域

に活力を与えています」 

ト．シニアネット交流広場 

 

２．「シニアネットフォーラム２１in 関西」に参加された動機についてお聞かせください。あて

はまるものにひとつだけ○をつけてください。 

イ．自身のシニアネットでの活動に役立てるため 

ロ．シニアネットを自分で設立する際に役立てるため 

ハ．シニアネットに参加するにあたって役立てるため 

ニ．とりあえずシニアネットについて詳しく知るため 

ホ．その他（以下に具体的にお願いします） 

                                         

                                         

  

３．「シニアネットフォーラム２１in 関西」に参加されて、シニアネットという組織とその活動

について、理解は深まりましたか。あてはまるものにひとつだけ○をつけてください。 

イ．シニアネットについての理解が非常に深まった 

ロ．シニアネットについての理解が深まった 

ハ．あまり理解が深まらなかった（どのような点か下の欄にお願いします） 

                                         

                                         

                                         

ニ．その他（下の欄に具体的にお願いします） 

                                         

                                         

シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット・・・・フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム２１２１２１２１inininin 関西関西関西関西    

アンケートアンケートアンケートアンケート    
                 財団法人ニューメディア開発協会 



 

４．「シニアネットフォーラム２１in 関西」に参加されて、ご自身シニアネットにどのように関

わっていきたいと思われましたか。あてはまるものにひとつだけ○をつけてください。 

イ．既にシニアネットで活動しているが、さらに活発に活動したい 

  ロ．シニアネットを自ら設立し、始めてみたい 

  ハ．身近なシニアネットに参加してみたい 

ニ．別段関わっていこうとは思わない（下の欄にその理由をお願い致します） 

                                         

                                         

                                         

ホ．参加すべきかどうか、よくわからない（下の欄にその理由をお願い致します） 

                                         

                                         

                                         

 

５．「シニアネットフォーラム２１in 関西」の全体の感想についてお聞かせください。あてはま

るものにひとつだけ○をつけてください。また、全体的なご意見等がありましたら、ご自由

にお願いします。 

  イ．今後の活動や設立・参加のために大変役に立った 

  ロ．今後の活動や設立・参加のために役に立った 

  ハ．あまり参考にならなかった（下の欄にその理由をお願い致します） 

                                           

                                           

  ニ．全く参考にならなかった（下の欄にその理由をお願い致します） 

                                         

                                         

                                         

■ご感想・ご意見欄：                               

                                         

 

６．行政や企業関係者の方にお願いします。 

  今後、諸施策、諸事業を展開するにあたり、シニアネットとの協働（コラボレーション）に 

 ついて、どのようにお考えでしょうか。 

  イ．是非、協働していきたい（分野等：                 ） 

  ロ．協働出来るところがあれば、していきたい（分野等：         ） 

ハ．今のところ、考えていない（下記に理由をお聞かせ下さい） 

                                         

                                         

  ■シニアネットとの協働についてのご意見（ありましたらお願いいたします） 

                                         

                                         



 

７．「シニアネット交流広場」（展示コーナー）はいかがでしたでしょうか。ご意見やご感想など 

 自由にお書き下さい。 

                                         

                                         

                                         

                                           

８．今後、シニアネットの活性化や普及拡大を図るためには、どのようなことが必要であるとお

考えですか。ご意見をお聞かせください。 

                                           

                                           

                                           

                                           

 

９．今後の「シニアネットフォーラム２１」で取り上げるべき講演、パネルディスカッション、  

 ケーススタディ等のテーマや、是非聞きたいとお考えの講師の氏名・講演内容等を理由も含め 

 お考えをお聞かせ下さい 

                                           

                                           

                                           

                                           

 

１０．あなたご自身のことについてお聞きします。 

 ①性別： 男  女   ②年齢：   歳 

 ③ご住所（市区町村まで）：     都・道・府・県      市・区・町・村 

 ④所属（該当するところを○で囲んで下さい。職種は差し支えない範囲でお願いします） 

  イ．シニアネット（含むＮＰＯ法人） 

ロ．ＮＰＯ法人等各種団体、グループ（シニアネット系以外） 

ハ．行政機関（ご担当分野：                          ） 

ニ．民間企業（ご担当分野：                          ） 

ホ．自営業（職種：                              ） 

ヘ．どこにも係わっていない（個人） 

ト．その他（                                 ） 

⑤パソコン経験年数：約   年 

 ⑥生活の中でパソコンをどのように利活用していますか。また利活用したいですか。 
  ご自由にお書き下さい。 

                                        

                                        

 

アンケートアンケートアンケートアンケートはこれでおしまいですはこれでおしまいですはこれでおしまいですはこれでおしまいです。。。。どうもごどうもごどうもごどうもご協力有難協力有難協力有難協力有難うございましたうございましたうございましたうございました 
 



主主主主ななななアンケートアンケートアンケートアンケート調査結果調査結果調査結果調査結果    

    

１１１１．「．「．「．「シニアネットフォーラムシニアネットフォーラムシニアネットフォーラムシニアネットフォーラム２１２１２１２１inininin 関西関西関西関西」」」」にににに参加参加参加参加されたされたされたされた動機動機動機動機についてについてについてについて    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

■■■■ホホホホ    そのそのそのその他他他他    のののの理由理由理由理由    

・ネットの再勉強のため 

 

２２２２．．．．シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットというというというという組織組織組織組織とそのとそのとそのとその活動活動活動活動についてについてについてについて理解理解理解理解はははは深深深深まりましたかまりましたかまりましたかまりましたか    
 
    

    

    

    

    

    

    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

0%

9%

23%

3%

65%

イ．自身のシニアネットでの活動に役立てるため

ロ．シニアネットを自分で設立する際に役立てる
ため

ハ．シニアネットに参加するにあたって役立てる
ため

ニ．とりあえずシニアネットについて詳しく知るた
め

ホ．その他

31%

63%

3% 0% 3%

イ．シニアネットについての理解が非常に深まっ
た

ロ．シニアネットについての理解が深まった

ハ．あまり理解が深まらなかった

ニ．その他

ホ．無回答



 

３３３３．．．．フォーラムフォーラムフォーラムフォーラムにににに参加参加参加参加されてされてされてされて、、、、ごごごご自身自身自身自身ははははシニアネットシニアネットシニアネットシニアネットにどのようににどのようににどのようににどのように関関関関わわわわ

っていきたいとっていきたいとっていきたいとっていきたいと思思思思われましたかわれましたかわれましたかわれましたか    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
■■■■ニニニニ    別段関別段関別段関別段関わっていこうとはわっていこうとはわっていこうとはわっていこうとは思思思思わないわないわないわない    のののの理由理由理由理由    

・今の所グループ活動でしばらくはいこうと思っています。 

■■■■ホホホホ    参加参加参加参加すべきかどうかすべきかどうかすべきかどうかすべきかどうか、、、、よくわからないよくわからないよくわからないよくわからない    のののの理由理由理由理由    

・まだ思案中です。現在はシニアネットに参加していません。 

・通信系の会社に就職が決まっているため、参考にさせていただきました。 

 

４４４４．．．．全体全体全体全体のののの感想感想感想感想についておについておについておについてお聞聞聞聞かせくださいかせくださいかせくださいかせください    

    

    

    

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

67%0%

11%

6%

8%

8%

イ．既にシニアネットで活動しているが、さらに活
発に活動したい

ロ．シニアネットを自ら設立し、始めてみたい

ハ．身近なシニアネットに参加してみたい

ニ．別段関わっていこうとは思わない

ホ．参加すべきかどうか、よくわからない

ヘ．無回答

28%

58%

6%

0%

8%

イ．今後の活動や設立・参加のために大変役に
立った

ロ．今後の活動や設立・参加のために役に立った

ハ．あまり参考にならなかった

ニ．全く参考にならなかった

ホ．無回答



 

■■■■ハハハハ    あまりあまりあまりあまり参考参考参考参考にならなかったにならなかったにならなかったにならなかった    のののの理由理由理由理由    

・人材確保など、自分が抱えている課題に対する情報（回答）が少なかった。 

 

■■■■全体的全体的全体的全体的なななな意見意見意見意見    

・1日に詰め込みすぎて長時間となり疲れる。 

・今回参加したシニアネットの団体名の一覧があれば、ネット検索が出来ると思った。 

・フォーラムの時間が少し長すぎるのではないでしょうか。10：30～18：15 の約 8

時間、途中に昼食の休憩時間があったとはいえ、終わりの方はクタクタです。どう

してもこれだけ必要なら、午後の分、少し休憩の時間をとっていただけたらと思い

ます。 

・今日、パネルディスカッションに参加された団体は、公的な市町村等とうまく付き

合うことが一番のポイントであることがわかった。 

・各シニアネットとの情報交換（というより）情報が得られたら良い。（本日の情報

以外の細かい情報。） 

・主婦でありますので、いま一つ踏み込んで活動、設立は難しい。市とのタイアップ

での活動でいきます。 

・初めてフォーラムに参加して、今後の活動に役立てていきたいと思う。 

 

５５５５．「．「．「．「シニアネットシニアネットシニアネットシニアネット交流広場交流広場交流広場交流広場」（」（」（」（展示展示展示展示コーナーコーナーコーナーコーナー））））はいかがでしたかはいかがでしたかはいかがでしたかはいかがでしたか    
 

・ゆっくり見る時間が無かったのは残念。 

・大変参考になりました。ただし時間が少なすぎて交流はできませんでした。 

・各シニアネットで、自分たちの活動内容をカラフルに視覚効果を 100%生かして PR

を行っておられた。また、内容的にも独自性を出し、興味深々拝見しました。 

・どのシニアさんも活発に活動しておられると思った。美しいパネルに心が洗われま

した。 

・テーマ性のある展示に絞った方が良いと思った。（例：シニア向けパソコン教材シ

リーズ、動画コンテンツシリーズなど） 

・昼食時間が短くて残念ながら見ることができませんでした。 

・もっと参加型を望む。見るだけではつまらない。 

・各地のシニアネットの展示を見せていただき、活動の参考になりました。 

例えば、テキストの見本・・・シニアのために大きな字やカラー印刷となっている

こと。 

・地域での活動がよく理解できるので good。 

・新聞などのメディアをうまく活用して、活動を活性化させた成功例が全体的に目立

っていました。 

・各シニアネットの熱心な取り組みが伺えた。参加させてもらいたい。 

 

６６６６．．．．今後今後今後今後、、、、シニアネットシニアネットシニアネットシニアネットのののの活性化活性化活性化活性化やややや普及拡大普及拡大普及拡大普及拡大をををを図図図図るためにはるためにはるためにはるためには、、、、どのようどのようどのようどのよう

なことがなことがなことがなことが必要必要必要必要であるとおであるとおであるとおであるとお考考考考えですかえですかえですかえですか    

    
・シニアネットに入って1年、今日は色々と有意義な意見を聞かせていただきました。 

 それを（口コミによる会員増、指導者の対応、次世代の指導者の育成）実践するこ 

 とでしょうか！ 

 



 

・まずシニアネットに加入している人は全国的な組織であることを周知すること。今

回初めて参加してわかりました。 

・シニアネットの信頼を得るために、市役所や地域の医療機関との連携、パンフレッ

トを置く、新聞・市政便りに活動を載せる。 

・シニア情報生活アドバイザーが地域社会で認知され、活発な活動をしている団体と

これからの団体をつなぐ事業に対する支援。（点から線への更なる拡大。） 

・シニア情報生活アドバイザーから次のステップ（スキルアップ）に進む資格制度の

創設。 

・老齢化社会の問題。 

・地域社会における環境問題のネット。 

・介護施設等で興味のある人に教えるのも一案であり、ユビキタスで地域安全のため

に使うというのも良いと思いました。 

・スカイプや Windows Liveの活用を進めていきたい。 

ニューメディア開発協会などにメンバー（アドバイザー）が個人で参加できる「掲

示板」的なものを作ってください。 

・ICT仲間づくり、交流活動。 

・民間企業からのアウトソーシングをさらに増加、安定させるため、全国の NPOを統

括するプラットフォームを作るべきだと思います。また、NPO 同士の相互連携を強

化すべきと思います。 

・納得のいく政策提言。 

・ディスクロージャ。 

・会員の利益となる方策（企業との協力など）。 

・シニアネットのことをもっとメディア（TV など）に取り上げられるとシニア PC の

仲間づくりに役立つ。 

 

７７７７．．．．今後今後今後今後のののの「「「「シニアネットフォーラムシニアネットフォーラムシニアネットフォーラムシニアネットフォーラム２１２１２１２１」」」」でででで取取取取りりりり上上上上げるべきげるべきげるべきげるべき講演講演講演講演、、、、パパパパ

ネルディスカッションネルディスカッションネルディスカッションネルディスカッション、、、、ケーススタディケーススタディケーススタディケーススタディ等等等等ののののテーマテーマテーマテーマやややや、、、、是非聞是非聞是非聞是非聞きたいきたいきたいきたい

とおとおとおとお考考考考えのえのえのえの講師講師講師講師のののの氏名氏名氏名氏名・・・・講演内容等講演内容等講演内容等講演内容等をををを理由理由理由理由もももも含含含含めおめおめおめお考考考考えをおえをおえをおえをお聞聞聞聞かせかせかせかせ下下下下

さいさいさいさい。。。。    
 

・IT社会の将来について、近未来像であっても結構です。 

・電子自治体の推進、e-Tax の普及など電子社会への対応。地域資源のデジタルコン

テンツ化と活用。 

・社会で活躍中の方の話は参考になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
参加者参加者参加者参加者データデータデータデータ    
    

１．男女比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２．年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢

2.8%

2.8%

19.7%

21.1%

26.8%

16.9%

7.0%

2.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

50以下

51～55

56～60

61～65

66～70

71～75

76～80

80以上

参加者の年齢別比率

性別（%）

男性
67%

女性
33%

男性

女性



 

３．住所別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．職業別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地域（%）

京都府
17%

兵庫県
13%

島根県
7%

滋賀県
7%

大阪
28%

茨城県
1%

神奈川県
1%

石川県
2%

広島県
1%

岡山県
1%

沖縄県
1%

徳島県
5%

東京都
4%

奈良県
4%

和歌山県
3%

香川県
5%

大阪
京都府

兵庫県
島根県
滋賀県

香川県
徳島県

東京都
奈良県
和歌山県

石川県
神奈川県
広島県

茨城県
岡山県

沖縄県

所属（%）

イ：シニアネット（含むＮＰＯ
法人）の会員

72.9%

ト：その他
0.0%

ニ：民間企業
6.8%

ホ：自営業
0.0%

へ：個人
13.6%

ハ：自治体関係者
3.4%

ロ：シニアネット以外の
諸団体の会員

3.4%

イ：シニアネット（含むＮＰＯ法人）の会員

ロ：シニアネット以外の
諸団体の会員

ハ：自治体関係者

ニ：民間企業

ホ：自営業

へ：個人

ト：その他
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